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序文

財団法人千葉県教育振興財団（文化財センター）は，埋蔵文化財の

調査研究，文化財保護思想の涵養と普及などを主な目的として昭和49

年に設立され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果と

して多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調究報告第644集として，独立行政法

人都市再生機構千葉地域支社の千原台地区区画整理事業に伴って実施

した市原市鶴牧遺跡（下層）の発掘調査報告書を刊行する運びとなり

ました。

この調究では，旧石器時代各時期の石器集中地点が12か所検出され，

この地域における旧石器時代の歴史を知る上で貴重な成果が得られて

おります。

刊行に当たり， この報告書が学術資料として，また地域の歴史解明

の資料として広く活用されることを願っております。

終わりに調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関， また，発掘から整理まで御苦労

をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成22年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長篠塚俊夫



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社による千原台地区におけるニュータウン建設計画

（土地区画整理事業）に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録したのは，鶴牧遺跡（遺跡コード219-024)の旧石器時代（下層）資料である。千葉県市

原市草刈字鶴牧1691-18(現ちはら台南 2丁目32番地）ほかに所在する。

3 発掘調査から報告書刊行に至る業務は，独立行政法人都市再生機構千葉地域支社の委託を受け，財団

法人千葉県教育振興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の経緯と組織・担当者は第 1章第 1節に記載した。

5 本書の原稿執筆及び編集は上席研究員 田島 新が担当した。

6 焼土遺構の残留磁気の分析にあたっては，千葉県立小見川高等学校教諭会田信行氏に依頼し，その成

果を第4章に掲載した。

7 発掘調査から報告書刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機構

千葉地域支社，市原市教育委員会，会田信行氏の御指導，御協力を得た。

8 周辺航空写真は，昭和45年に撮影された財団法人日本地図センター発行によるものを使用した。

9 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第 1固 国土地理院発行 1/25,000地形図「蘇我」 (NI-54-19-15屯）

10 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。座標値は， 日本測地系である。

11 石材の色の記載については，小山正忠• 竹原秀雄 1999『新版標準土色帖』日本色研事業株式会社の

色名を使用し，色の測定にあたっては第一合成株式会社の土色計「SCR-1」を用いた。

12 挿図に使用した記号の用例は，次のとおりである。黒曜石及び頁岩については肉眼観察ではあるが，

原産地を意識して細分した。

石器；ナイフ形石器 (KN),角錐状石器 (KP),掻器 (ES),削器 (SS),楔形石器 (PQ),加工痕ある剥片 (RF),

使用痕ある剥片 (UF), 石刃 (BL), 打製石斧 (DA), 局部磨製石斧 (HX), 敲石 (HS), 台石 (AS), 剥

片 (FL), 砕片 (CH), 石核 (CO), 礫 (PE)

石材；黒曜石A (OBA: 栃木県・高原山産），黒曜石B (OBB: 信州・和田峠周辺産），黒曜石G (OBG: 不明），

安山岩 (AN), 軟質の安山岩＝トロトロ石 (TO), 流紋岩 (RH), 頁岩A (SHA: 硬質緻密で光沢のある東

北産頁岩），頁岩B (SHB: 北関東産の頁岩とくに西荒川産を意識しているが，緑色のものは凝灰岩とした），

頁岩C (SHC: 県南嶺岡産の頁岩），頁岩D (SHD: 珪化度の高い頁岩で産地不明のもの），頁岩E (SHE: 

上記以外の頁岩），チャート (CH),凝灰岩 (TU), 粘板岩 (SL),砂岩 (SA), ホルンフェルス (HO),璃

瑞• 玉髄 (CC)

礫石材；安山岩 (AN), 軟質の安山岩 (TO), 流紋岩 (RH), 頁岩 (SH), チャート (CH), 凝灰岩 (TU), 粘板

岩 (SL), 砂岩 (SA), ホルンフェルス (HO)
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第 1章はじめに

第 1節調査の概要

l 発掘調査の経緯

市原市と千葉市にまたがる台地上に住宅•都市整備公団（現独立行政法人都市再生機構）による千原

台地区土地区画整理事業が計画された。このため，千葉県教育委員会は，事業地内の埋蔵文化財の取扱い

について関係諸機関と協議した結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず記録保存の措置を講

ずることとなり，記録保存については，財団法人千葉県教育振興財団が委託を受けて発掘調査を実施する

こととなった。

今回報告する鶴牧遺跡の調査は，昭和60年度に行われた。

本書は鶴牧遺跡から出土した旧石器時代（下層調査）を対象としたもので，発掘調査及び整理事業に関

わる各年度の実施内容・担当者は以下のとおりである。

昭和60年度

組織調査部長鈴木道之助，班長阪田正一

担当者調査研究員田形孝一•福田誠

内容下層調査対象面積 20,000面

平成21年度

組織調査研 究部長及川淳一，所長 折原繁

担当者上席研究員田島新

内容水洗・注記から報告書刊行まで

2 調査の方法

発掘区の設定は，国家座標を基準として40mx40mの大グリッドを設け，この中を 4mx4mの小グリ

ッドに分割して行った。また，下層確認調査は，小グリッドをさらに4分割して 2mx2mのグリッドを

設定し，調査対象面積の 4%を基本として武蔵野ローム層上面まで掘り下げた。

出土遺物は， 4mx4mの小グリッドごとに 1点ずつ取り上げた。

第 2節遺跡の位置と環境

l 遺跡の位置と地形

鶴牧遺跡は，ちはら台ニュータウン造成地域の中心からやや東側，市原市ちはら台南 2丁目32番地（旧

草刈字鶴牧1691-18)ほかに所在し，千葉市街地からは東南へ12km, 下総台地南部を西に向かって流れる

村田川の河口からは 7kmほど上流の右岸台地上に位置する。標高は， 40m-50mの下総台地上位面である。

2 鶴牧遺跡と周辺の遺跡（第 1図，図版 1)

鶴牧遺跡からは，旧石器時代から奈良• 平安時代にかけての各種遺構が検出された。主な遺構としては，
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第2節遺跡の位置と地形

旧石器時代各時期の石器ブロック，古墳時代の集落などである。

旧石器時代については，立川ローム層下部から上部に至る各層から約2,100点の石器・礫が出土しており，

12か所のブロックを確認している。

鶴牧遺跡は，ちはら台地区のほぼ中央部にあたり，村田川に沿って分布する旧石器時代の遺跡としては，

草刈遺跡などとともに最も下流に位置する（第 1図 1)。ちはら台ニュータウン事業地内において旧石器

時代石器群が出土した遺跡を，村田川を遡りながらあげてみると草刈遺跡 (2)' 草刈六之台遺跡 (3)'

中永谷遺跡 (4)' 川焼台遺跡 (5)' ナキノ台遺跡 (6)' 鶴牧古墳群 (7)' ばあ山遺跡 (8)' 野馬堀

遺跡 (9) が並ぶ。ちはら台地区北東部端には押沼遺跡群 (10~12) がある。

草刈遺跡では，武蔵野ローム層XI層から立川ローム層III層にかけて 7枚の文化層が確認された。最も古

い第 1文化層は，武蔵野ローム層XI層から立川ローム層X層最下部にかけて出土した県内最古の石器群で

ある。第 2文化層は， X層から出土した石器群で，嶺岡産珪質頁岩の台形石器や楔形石器などに石斧が伴

っている。第 3文化層は， IX層下部から出土した石器群で，嶺岡産珪質頁岩の台形石器に石斧が伴う。第

4文化層は， VII層からIX層上部にかけて出土した石器群で，最も多くのブロックが検出されている。房総

半島南部産の石材による不定型な剥片石器群を主体とし，これに遠隔地石材による石刃石器群が搬入品と

して存在する。この文化層は出土層位の差などから 2-3時期に細分される可能性が指摘されている。第

5文化層は， VII層上部からVI層にかけて出土した石器群で， 3種類のブロックが存在する。①東北産頁岩

による石刃石器群，②東北産と推定される頁岩と信朴I産黒曜石による小型の石刃石器群及び不定型な剥片

石器群，③房総半島南部産と推定される石材による不定型な剥片石器群である。これらは，概ね同時期に

帰属すると考えられている。第 6文化層はハードローム層最上部からソフトローム層下部にかけて出土し

た石器群で，武蔵野台地におけるW層下部の石器群に対応するものと考えられている。信朴I産黒曜石，房

総半島南部産の石材，上総丘陵砂礫層の石材などによるナイフ形石器や角錐状石器などの石器類を主体と

するブロックと焼け礫を主体として少量の石器をもつブロックがある。第 7文化層はソフトローム層から

出土した槍先形石器を指標とする石器群などが出土しており，特異な剥片剥離技術を伴っている。また，

3時期の時間差が想定されている。

草刈六之台遺跡では，立川ローム層X層から皿層にかけて 7枚の文化層が確認されたが， VI層以下の資

料が充実している。とくにX層， IX層下部， IX層上部で確認した 3枚の文化層からは，それぞれ刃部磨製

石斧を含む石器群が出土している。さらにIX層下部では神津島産黒曜石による大型の台形石器， IX層上部

では信州産黒曜石を主体とする石刃石器群に刃部磨製石斧とともに石斧用の砥石が伴っており，草刈遺跡

との関係が想定される。

中永谷遺跡では立川ローム層VII層と W層下部の資料が中心である。野馬堀遺跡ではX層， W層， III層か

ら剥片類が，ばあ山遺跡ではVI層から剥片，上層遺構等から石刃，信州産と推定される黒曜石による槍先

形石器が出土している。

押沼大六天遺跡では，立川ローム層IX層から 1II層にかけて，帰属時期不明の文化層を含め， 5枚の文化

層が確認され， IX層下部からIX層上部と W層下部で多くのブロックが検出されている。最も古い第 1文化

層は， IX層上部から下部にかけて出土した石器群で，最も多くのブロックが検出されている。①定型的な

石器が見られない石器群，②小型の台形石器を伴う石器群，③凝灰岩，北関東産頁岩，璃瑞•玉髄，安山

岩などによる刃部磨製石斧を伴う石刃石器群，④嶺岡産頁岩，安山岩，流紋岩，ホルンフェルスなどによ
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2 鶴牧遺跡と周辺の遺跡

る台形石器や刃部磨製石斧などを伴う石器群である。この文化層は出土層位の差などから 2-3時期に細

分される可能性がある。第2文化層はハードローム層最上部を中心として出土した石器群で，武蔵野台地

における V層ないしW層下部の石器群に対応するものと考えられる。栃木県高原山産黒曜石，北関東産頁

岩，璃瑞• 玉髄などによるナイフ形石器などの石器類を主体とするブロックと焼け礫を主体として少量の

石器をもつブロックがある。第 3文化層はソフトローム層から出土した石器群で，武蔵野台地における W

層上部の砂川期の石器群に対応するものと考えられる。嶺岡産頁岩，チャート，凝灰岩，ホルンフェルス

などによる石刃の生産からナイフ形石器を中心とした石器の生産に関係する石器群である。第4文化層は

ソフトローム層から出土した槍先形石器を伴う旧石器時代終末期の石器群である。 2時期に細分される可

能性がある。

押沼第 1遺跡では，立川ローム層第 2黒色帯下部から立川ローム層最上部及びII層にかけて，帰属時期

不明の文化層を含め， 6枚の文化層が確認され，立川ローム層第 2黒色帯上半部とその周辺（珊層-VI

層）で最も多くのブロックが検出されている。第 1文化層は，立川ローム層第 2黒色帯下半部 (IX層上

部～下部）の石器群であるが，安山岩，流紋岩，黒色頁岩などの石材による石刃石器群や石斧を伴う石器

群などがある。この文化層は出土層位に幅があり，石器群の内容も多様であることから，本来は 2-3時

期に細分される可能性がある。第 2文化層は，立川ローム層第 2黒色帯上半部とその周辺（珊層-VI層）

を中心として出土した石器群で，武蔵野台地のVI層の石器群に相当すると考えられる。最も多くのブロッ

ク及び石器が発見された文化層である。信朴l産の良質な黒曜石を主体として，東北産頁岩，東関東～房総

半島産各種石材が複合する中・小型石刃石器群が検出されている。なお，本文化層は武蔵野台地のVI層石

器群に相当するものとされようが， V層下部-VI層上部出土の信1-M産の良質な黒曜石あるいは高原山産黒

曜石による石器群や珊層上部出土の珪化度の高い頁岩類による石器群などと併せて，いわゆる AT降灰前

後の石器群の詳細な再検討が必要とされている。第 3文化層は，立川ローム層のハードローム層最上部

(N層）からソフトローム層下部（皿層）にかけて出土した石器群で，武蔵野台地における立川ローム層

w層下部から出土する石器群に対応すると考えられる。第4文化層は，立川ローム層のソフトローム層

（皿層）を中心に出土した石器群で，武蔵野台地における立川ローム層W層上部から出土する砂川期の石

器群に概ね対応すると考えられる。第 5文化層は， II層から立川ローム層のソフトローム層最上部（皿

層）にかけて出土した細石刃石器群で，野岳ー休場型の細石刃核などが出土している。

押沼第2遺跡では，立川ローム層第 2黒色帯下部から立川ローム層最上部にかけて，帰属時期不明の文

化層を含め， 7枚の文化層が確認され，立川ローム層のソフトローム層下部 (N層）からハードローム層

最上部 (V層）で最も多くのブロックが検出されている。第 1文化層は，立川ローム層第2黒色帯下半

部 (IX層下部）を中心に包含される石器群で，ナイフ形石器，石刃，局部磨製石斧などが出土している。

第2文化層は，立川ローム層第 2黒色帯下半部（珊層-IX層）に包含される石器群で，ナイフ形石器，石

刃，局部磨製石斧などが出土しているが，本文化層は出土層位に幅があることなどから，細分される可能

性がある。 第3文化層は，立川ローム層のハードローム層から第2黒色帯上半部(VI層～珊層）にかけて包

含される石器群で，前述した押沼第 1遺跡の第 2文化層に相当する。この時期の押沼遺跡群の資料は，県

内で最もまとまったものである。第4文化層は，立川ローム層のソフトローム層下部 (N層）からハード

ローム層最上部 (V層）にかけて包含される石器群で，ナイフ形石器，角錐状石器などが出土している。

武蔵野台地のW層下部の石器群に概ね相当すると考えられる。最も多くのブロック及び石器が発見された
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文化層である。第5文化層は，立川ローム層のソフトローム層 (III層）を中心に包含される石器群で，ナ

イフ形石器を主体とする第 5a文化層と槍先形石器を主体とする第 5b文化層の 2枚に細分されている。

武蔵野台地のW層上部の砂川期の石器群に概ね相当すると考えられる。第6文化層は，立川ローム層のソ

フトローム層 (III層）上部を中心に出土した細石刃石器群で，野岳ー休場型の細石刃核などが出土してい

る。ちはら台地区では最も多くの細石刃石器群が発見された。

草刈遺跡の北側では，東南部ニュータウン事業地内を中心に旧石器時代の石器群が確認されている。大

規模な遺跡は少ないが，ー地域全体の様子を窺うことのできる貴重な資料である。以下，出土層位ごとに

概観する。

X層の資料ははっきりしないが，高沢遺跡 (42)では1X層下部から X層上部で楔形石器，刃部磨製石斧

に関係すると考えられる剥片を利用した加工痕ある剥片，小型の剥片類による小規模なブロックが検出さ

れている。石材は半数が良質の黒曜石（信州産か）で，このほか玉髄，凝灰岩，頁岩がある。 IX層の資料

は多くの遺跡で出土している。白鳥台遺跡 (19)では安山岩製の楔形石器，剥片類に軟質砂岩による石斧

用の砥石が伴っている。城ノ台遺跡 (33) でも安山岩製の楔形石器を中心とする石器群が出土している。

環状ブロック群の一部かも知れない。鎌取遺跡 (39) では安山岩による台形石器を主体とする環状ブロッ

ク群と考えられる石器群と頁岩製による中規模な石刃石器群が地点を違えて出土している。小金沢貝塚

(22), 馬ノロ遺跡 (34) でも台形石器を含む石器群がある。有吉城跡 (37) では石斧が数点出土している

が，頻繁な刃部再生の後，楔形石器や石核に転用されている。六通金山遺跡 (17) でも刃部磨製石斧が出

土している。神明社裏遺跡 (25) では 6枚の文化層から37か所のブロックが検出されているが，出土層位

に重複が見られることなどから，文化層の再編も示唆されている。第2黒色帯下半部の上層を中心に出土

した石器群が主体で，刃部磨製石斧の調整剥片や 6号墳からは刃部磨製石斧や石斧が出土している。なお，

石斧については移管整理作業中に見つかったものである。報告書には未掲載であるが，平成20年度出土遺

物巡回展「房総発掘ものがたりーおゆみ野編ー」において公開されている。

VI層からVIl層では，太田法師遺跡 (15)で信州産と考えられる黒曜石や硬質頁岩を中心とするナイフ形

石器，石刃を中心とする石器群などが出土しており，東南部ニュータウン事業地内では最もまとまった遺

跡である。

w層から V層では，バクチ穴遺跡 (13)で高原山産と考えられる黒曜石や珪質頁岩を中心とする切出形

のナイフ形石器，角錐状石器，掻器の一群があり，類例は鎌取遺跡，小金沢古墳群 (21), 有吉遺跡 (43)

などでも出土している。小金沢古墳群，鎌取場台遺跡 (40) では礫群も見られる。また，太田法師遺跡で

は，黒曜石，各種頁岩，チャートなど各種石材を中心とするナイフ形石器，角錐状石器，掻器などのブロ

ックが検出されているが，第8ブロックについては第 1文化層の石器が混在している可能性がある。

皿層には複数時期の石器群があるが，有吉遺跡（第4次調査）からは，旧石器時代終末期に帰属する細

身の木葉形をした槍先形石器のブロックがある。同時期の資料は小金沢古墳群にもあり，槍先形石器を製

作したブロックとして注目される。ムコアラク遺跡 (16)では，樋状剥離をもつ槍先形石器がある。

細石刃石器群の出土は乏しいが，春日作遺跡 (26) からは嶺岡産珪質頁岩と信州産黒曜石による細石刃

石器群がある。細石刃核は得られていない。また，椎名崎古墳群B支群 (28) でも古墳の墳丘下から黒曜

石による野岳・休場型細石刃核を指標とする細石刃石器群が出土している。

六通神社南遺跡 (18) では土器出現期に帰属すると考えられる大型の槍先形石器がまとまっており，石
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2 鶴牧遺跡と周辺の遺跡

第 1図 鶴牧遺跡周辺の旧石器時代遺跡 (1: 25,000) 
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第2節遺跡の位置と地形

器石材の原産地推定分析によると奈良県二上山のサヌカイトや岐阜県の下呂石が含まれている。また，東

南部ニュータウン北東に隣接する辺田山谷遺跡 (45)では，富里市南大溜袋遺跡に代表される狭長な槍先

形石器が散見される。

千原台ニュータウン関連文献

（財）千葉県文化財センター 1980 『千原台ニュータウン I (野馬堀遺跡・ばあ山遺跡•他）』

（財）千葉県文化財センター 1983 『千原台ニュータウン Il 草刈遺跡A区（第 1次調査） 鶴牧古墳群・人形

塚』

（財）千葉県文化財センター 1986 『千原台ニュータウン 1II 草刈遺跡 (B区）』

（財）千葉県文化財センター 1991 『千原台ニュータウンW 中永谷遺跡』

（財）千葉県文化財センター 1994 『千原台ニュータウンVI ー草刈六之台遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 2003 『千原台ニュータウンVIII ―市原市草刈遺跡（東部地区縄文時代）ー』

（財）千葉県文化財センター 2003 『千原台ニュータウンIX ―市原市押沼第 1. 第2遺跡（上層）ー』

（財）千葉県文化財センター 2004 『千原台ニュータウン X ―市原市草刈遺跡（東部地区旧石器時代）ー』

（財）千葉県文化財センター 2005 『千原台ニュータウンXIII ―市原市草刈遺跡（西部地区旧石器時代）ー』

（財）千葉県文化財センター 2006 『千原台ニュータウンW ―市原市押沼大六天遺跡（下層）ー』

（財）千葉県教育振興財団 2007 『千原台ニュータウン渾 ―市原市ナキノ台遺跡（下層）ー』

（財）千葉県教育振典財団 2008 『千原台ニュータウンxx ―市原市押沼第 1遺跡（下層）ー』

（財）千葉県教育振興財団 2010 『千原台ニュータウンXXIl ―市原市押沼第2遺跡（下層）・川焼台遺跡（下

層）ー』

千菓東南部ニュータウン関連文献

（財）千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 6 ―椎名崎遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 7 ー木戸作遺跡（第 2次）ー』

（財）千葉県文化財センター 1979 『千葉東南部ニュータウン 8 ームコアラク遺跡・小金沢古墳群ー』

（財）千葉県文化財センター 1980 『千葉東南部ニュータウン 9 ー六通遺跡・御塚台遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1982 『千葉東南部ニュータウン10 ー小金沢貝塚ー』

（財）千葉県文化財センター 1981 『千葉東南部ニュータウン11 ー六通金山遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1983 『千葉東南部ニュータウン12 ー南二重堀遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1983 『千葉東南部ニュータウン14 ーバクチ穴遺跡・有吉遺跡（第 3次）・有吉

南遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1984 『千葉東南部ニュータウン15 ー馬ノロ遺跡・有吉城跡・白鳥台遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1990 『千葉東南部ニュータウン17 一高沢遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1993 『千葉東南部ニュータウン18 ー鎌取遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 1998 『千葉東南部ニュータウン19 ー千葉市有吉北貝塚 1-』

（財）千葉県文化財センター 1999 『千葉東南部ニュータウン21 ー有吉遺跡（第4次）・高沢古墳群ー』

（財）千葉県文化財センター 1999 『千葉東南部ニュータウン22 ー鎌取場台ー』
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2 鶴牧遺跡と周辺の遺跡

（財）千葉県文化財センター 2003 『千葉東南部ニュータウン26 ー千葉市椎名神社遺跡・古城小弓遺跡・六通

神社南遺跡・御塚台遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 2003 『千葉東南部ニュータウン27 ー千葉市春日作遺跡ー』

（財）千葉県文化財センター 2004 『千葉東南部ニュータウン29 ー千葉市バクチ穴遺跡・大膳野南貝塚•有吉

城跡2 (旧石器時代）ー』

（財）千葉県文化財センター 2005 『千葉束南部ニュータウン32 ー千葉市小金沢古墳群 2-』

（財）千葉県教育振興財団 2006 『千葉東南部ニュータウン34 ー千葉市城ノ台遺跡ー』

（財）千葉県教育振興財団 2006 『千葉東南部ニュータウン35 ー千葉市椎名崎古墳群B支群ー』

（財）千葉県教育振興財団 2006 『千葉東南部ニュータウン36 ー千葉市神明社裏遺跡 1 (旧石器時代）ー』

（財）千葉県教育振興財団 2007 『千葉東南部ニュータウン37 ー千葉市六通貝塚ー』

（財）千葉県教育振興財団 2008 『千葉東南部ニュータウン39 ー千葉市太田法師遺跡 1 (旧石器時代）ー』

第3節基本土層（第2・3図，図版2)

本遺跡における立川ローム層の堆積状況は，下総台地で広く観察される基本層序と共通する。千葉市か

ら市原市にかけての東京湾岸地域では不明瞭なことが多い第 2黒色帯下部中の間層 (IXb層）が確認され

ており，当地域の中では比較的良好な堆積状況を示している。立川ローム層の厚さは，薄いところで1.lm,

南側の厚いところで1.6mあり，概ね1.2mである。

I層：表土。

2層：上層遺構等の覆土と思われる。

Ile層

III層：軟質ロームで，厚さは30cm-60cmである。

IV層：硬質ロームである。武蔵野台地のIV層上部に相当する層は軟質化して1II層に取り込まれており，本

層は武蔵野台地IV層下部に対応すると考えられる。厚さは 5cm-20cmである。

v層：硬質ロームで，第 1黒色帯に相当する。厚さは 5cm-20cmほどである。

VI層：明褐色～黄褐色の硬質ロームで，黒色粒と火山ガラスによって構成される A T (姶良丹沢火山層）

のブロックがまとまっている。厚さは 5cm-25cmである。

Vll層：硬質ロームで，第 2黒色帯上半部に相当する。 A Tが細かく拡散しており，あまり暗い色調ではな

い。厚さは10cm-35cmである。

IX層：硬質ロームで，第 2黒色帯下半部である。調査当時は単一の土層として認識されていたり， Vila層

（現在のVII層下部と IXa層）， Vllb層（現在のIXb層）， Vile層（現在のIXc層）に区分されたりしている。

整理作業の中で細分可能な場合は，以下のとおりとした。

IX a層：褐色の硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部の上層にあたる。厚さは15cm-30cmである。

IXb層：褐色の硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部中の間層である。安定した土層ではないが，一部の調

査区で確認できた。厚さは 5cm-10cmである。

IXc層：暗褐色の硬質ローム層で，第 2黒色帯下半部の下層にあたる。厚さは20cm-30cmである。

X層：明褐色～暗黄褐色の硬質ローム層である。厚さは15cm-50cmである。さらに 2枚に分層される地点

もある。
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XI層：青褐色～暗灰褐色の硬質ローム層で， X層との境界は波状をなし，不整合になっており，やや軟質

である。武蔵野ローム層最上部と考えられる。厚さは15cm-20cmである。

第4節 旧石器時代石器分布と上層遺構配置（第4-7図）

上層遺構が比較的希薄な押沼遺跡群を除く千原台地区の遺跡に共通することであるが，本遺跡の上層遺

構についても，床面等がハードロームまで掘り込まれており，下層の石器群と重複する箇所もあることか

ら，上層遺構から出土した礫を主体とする石器群の一部あるいはほとんどが下層に帰属する可能性がある。

そのため，分布論的な検討を行うに当たっての注意を喚起するため，文化層別の石器分布と上層遺構の配

置を掲載した。なお，上層については，整理途中であることから，今後の作業の進展により若干の変更も

あるかもしれない。また，上層遺構から出土した礫を主体とする石器群については，第 2章第 4節で改め

て，記載した。
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第5図 鶴牧遺跡旧石器時代石器分布と上層遺構配置 (2)
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第 4節 旧石器時代石器分布と上層追構配置
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第 6図 鶴牧追跡旧石器時代石器分布と上層追構配置 (3)
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第2章 18石器時代

第 1節調査の概要

鶴牧遺跡では，旧石器時代（下層）調査を昭和60年度に実施した。調査区の位置は，草刈遺跡群のほぽ

中央部にあたり，南側は村田川，北側は千葉市と市原市とを画する茂呂谷津に面している。

調査対象面積は， 20,000rriで， 4%を基本に確認調査を行い，その結果に基づいて5,308rriの本調査を行

った。

調査の結果，ブロック 12か所と単独出土地点10か所，土坑2基，炭化物集中地点 1か所を検出した（第

2・8図）。本遺跡における12か所のブロックは以下のとおり，調査時の所見なども勘案して， 2枚の文

化層に区分した。

第 1文化層は，立川ローム層第 2黒色帯 (VII層-IX層）を中心に包含される石器群で，石器717点，礫

138点が 5か所のブロック (E3-A, C4-C, E4-A・B, G5-Aプロック）と 6か所の単独出土地点から

出土した。本文化層は，出土層位に幅があり，石器群の内容も一様ではないことから， 2-3時期に細分

される可能性もある。

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層 (IV層下部-v層）を中心に包含される石器群で，石器

100点礫1,137点が7か所のプロック (D2-A・B, D3-A-C, C4-A・Bプロック）と 4か所の単独出

土地点から出土した。武蔵野台地のIV層下部の石器群に相当すると考えられる。

この他西区表採グリッド，上層遺構から石器45点礫 1点が出土しているが出土層位が不明なた

め，帰属文化層を決定することができなかった。また，検出層位・出土層位が不明なため，帰属文化層を

決定することができなかったが， D2-72グリッドとD4-30・31グリッドで土坑が2基，他にC4-43グリッ

ドで炭化物集中地点が 1か所検出されている。

第 2節第 1文化層

第 1文化層は， 立川ローム層第 2黒色帯 (Vil層-IX層）を中心に包含される石器群である。E3-A,

C4-C, E4-A・B, G5-Aプロックと 6か所の単独出土地点が該当する。本文化層は，出土層位に幅が

あり，石器群の内容も一様ではないことから， 2-3時期に細分される可能性もある。E3-Aブロック，

E4-Aプロック， E4-Bプロックにはブロック間に接合関係がある。

I E3-Aブロック（第 9-15図，第 1-3表，図版 2, カラー図版 I・8)

I) ブロックの概要

E3-Aブロックは，調査範囲西側のD2-98・99, D3-08・09・18・19, E3-00・01・ 10-13・20-22・33 

グリッドに位置する。プロックの立地は，台地の北東側縁辺部である。

プロックの規模と形状は，長軸26m, 短軸10mの範囲に77点の石器 ・礫が分布する。その内，垂直分布

のない遺物が 3点ある。出土層位は， Vil層からIXc層かけて， 60cmほどの高低差を持って包含されている

（第 9-11図）。

プロックは， 加工痕ある剥片 l点，使用痕ある剥片 2点，剥片50点 (48個体），砕片10点，石核13点の
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第 8図 鶴牧遺跡ブロック別分布状況 (111,500)



第 2節 第 1文化層

合計76点 (74個体）と礫 l点で構成される。石器石材は，黒曜石Al点，黒曜石B3点，黒曜石G1点，

安山岩15点軟質の安山岩 3点，流紋岩 2点頁岩C7点 (6個体），頁岩D3点，頁岩E5点凝灰 岩

4 点粘板岩 2 点砂岩 1 点ホルンフェルス27点 (26個体），瑶瑞 • 玉髄 2点である。礫石材は，頁岩

1点 (1母岩； 17.71 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本プロックでは47母岩を識別した。内訳は，黒曜石Al母岩 (E3-1), 黒曜石B1母岩 (E3-2), 黒

曜石G1母岩 (E3-3), 安山岩11母岩 (E3-4-14), 軟質の安山岩 2母岩 (E3-15・16),流紋岩 2母岩

(E3-17・18), 頁岩C3母岩 (E3-19-21),頁岩D3母岩 (E3-22-24), 頁岩 E3母岩 (E3-25-27),

凝灰岩 3母岩 (E3-28-30),粘板岩 1母岩 (E3-31),砂岩 l母岩 (E3-32),ホルンフェルス13母岩 (E3-

33-45), :f, 馬瑞・玉随 2母岩 (E4-46・76)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は88%

(67/76点）である。

・E3-l : 黒色半透明な黒曜石である。¢1mmほどの灰白色の央雑物を含む。栃木県高原山産と考えられ

る。剥片 1点 (1.16g)の単独資料である。

・E3-2 : 黒灰色半透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.50g)の単独資

料である。

・E3-3 : 黒灰色半透明な地に灰白色の筋が入る黒曜石である。産地は不明である。剥片 1点 (1.82g) 

の単独資料である。

・E3-4 : 内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 3

点 (21.35g)である。接合資料は，剥片 3点 (21.35g)である。

・E3-5 : 自然面は浅い爪形の裂痕があり ， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2), 節理は黄褐色

(2.5Y5/3), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石核 l点 (86.90g)の単独資料である。

・E3-6 : 自然面は紙ヤスリ状で灰色 (5Y6/l), 内部は灰色 (5Y6/l)・灰色 (5Y5/l),新鮮な面は暗灰

色 (N3/0)の安山岩である。使用痕ある剥片 1点 (8.84g)の単独資料である。

・E3-7 : 自然面は紙ヤスリ状で黄褐色 (2.5Y5/3),内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)・灰色 (5Y5/l), 新鮮な

面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。加工痕ある剥片 1点 (14.79g)の単独資料である。

・E3-8 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。

使用痕ある剥片 1点 (17.56g)の単独資料である。

・E3-9 : 自然面は爪形の裂痕があり暗灰黄色 (2.5Y5/2),内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石核 1点 (12.86g)の単独資料である。

・E3-10: 内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面はオリープ黒色 (5Y3/l)の安山岩である。剥片 l点 (5.12g) 

の単独資料である。

・E3-ll: 自然面は紙ヤスリ状でオリ ープ褐色 (2.5Y4/3),内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)・黄灰色 (2.5Y5/l),

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (8.85g)の単独資料である。

・E3-12: 暗灰黄色 (2.5Y5/2)の安山岩である。剥片 1点 (2.98g)の単独資料である。

・E3-13: 自然面は紙ヤスリ状で黄灰色 (2.5Y5/l),内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の安山岩である。剥片

1点 (7.38g)の単独資料である。

・E3-14: 自然面は平滑で灰オ リープ色 (5Y5/2), 内部は灰色 (5Y5/l)・灰オ リーブ色 (5Y5/2), 新鮮
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1 E 3-Aブロック

な面は灰色 (N4/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (14.60g)である。

・E3-15: 自然面は平滑で灰黄色 (2.5Y7/2). 内部は灰白色 (5Y7/1)の地に灰白色 (5Y8/l)が部分的

に混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4). 新鮮な面は灰白色 (5Y7/l)の軟質の安山岩である。石器

群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (15.64g)である。

・E3-16: 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4). 内部は灰オリーブ色 (5Y6/2), 新鮮な面は灰色

(5Y4/l)の軟質の安山岩である。剥片 l点 (32.08g)の単独資料である。

・E3-17: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)・オリーブ褐色 (2.5Y4/4). 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の

流紋岩である。石核 1点 (92.80g) の単独資料である。

・E3-18: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2). 新鮮な面はオリーブ黒色

(7.5Y3/l)の流紋岩である。剥片 1点 (18.66g)の単独資料である。

・E3-19: 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/6), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の地ににぶい黄褐色

(10YR4/4)が混じり，節理は暗褐色 (10YR3/3)・褐色 (10YR4/4), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の嶺岡

産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (32.80g)である。接合資料は，剥片

1点，石核 1点の合計2点 (32.80g)である。

・E3-20: 自然面は比較的平滑でオリーブ褐色 (2.5YR4/6), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)・ 灰オリーブ

色 (5Y5/2). 節理は暗褐色 (7.5YR3/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (2個体；

46.13 g)である。接合資料は，剥片 3点 (2個体； 46.13 g)である。

・E3-21: 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。

石器群の内訳は，剥片 l点，石核 1点の合計2点 (18.91g)である。

・E3-22: 内部及び新鮮な面はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4)の地に灰褐色 (7.5Y5/2)

が部分的に混じり，新鮮な面はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点 (28.72g) 

の単独資料である。

・E3-23: 自然面は平滑で褐色 (10YR4/6). 内部は鈍い黄色 (2.5Y6/4)の硬質緻密な頁岩である。剥片

1点 (4.45g)の単独資料である。

・E3-24: 自然面は平滑でオリーブ黒色 (5Y3/l). 内部は灰色 (10Y5/l). 節理は暗オリーブ褐色

(2.5Y3/3)の硬質緻密な頁岩である。剥片 l点 (4.16g)の単独資料である。

・E3-25: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)・ 浅黄色 (5Y7/3). 内部は灰色 (7.5Y6/l)・灰白色 (5Y7/2).

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (7.23g)である。接合資料は，剥

片2点 (7.23g)である。

・E3-26: 自然面は平滑で淡黄色 (5Y8/3)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4), 内部は灰色 (5Y6/l)・灰白色

(5Y8/2). 新鮮な面は灰色 (N4/0)の頁岩である。石核 l点 (22.48g)の単独資料である。

・E3-27: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部はオリーブ黄色 (5Y6/3)の地に灰色 (10Y6/l)が部

分的に混じり，新鮮な面は灰オリーブ色 (5Y5/3)の頁岩である。剥片 1点 (51.34g)の単独資料である。

・E3-28: 内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の凝灰岩である。剥片 1点 (13.03

g)の単独資料である。

・E3-29: 自然面は平滑でオリーブ灰色 (10Y6/2)・ 浅黄色 (5Y7/4). 内部はオリーブ灰色 (10Y5/2)・

浅黄色 (5Y7/4). 新鮮な面はオリーブ灰色 (5GY5/l) の凝灰岩である。石器群の内訳は，剥片 2点

-17-
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1 E 3-Aブロック

(38.74 g)である。

・E3-30: 自然面は比較的平滑でオリーブ灰色 (10Y5/2), 内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/l)・オリーブ

灰色 (10Y6/2), 節理は黄褐色 (2.5Y5/6)の凝灰岩である。珪化度が高い。剥片 1点 (12.35g) の単独

資料である。

・E3-31 : 自然面は平滑で暗褐色 (7.5R3/3)・ 極暗赤褐色 (7.5R2/3), 内部はオリーブ黒色 (10Y3/l),

新鮮な面は赤黒色 (7.5Rl.7/1)の粘板岩である。剥片 1点 (5.75g)の単独資料である。

・E3-32: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (7.5Y5/2), 内部は灰色 (7.5Y5/l), 節理はオリーブ褐色

(2.5Y4/3)の砂岩である。石核 l点 (179.85g)の単独資料である。

・E3-33: 自然面は比較的平滑でオリーブ黒色 (10Y3/l), 内部は灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスであ

る。石器群の内訳は，剥片 4点，石核 l点の合計5点 (80.97g)である。接合資料は，剥片 3点，石核

1点の合計4点 (75.25g)である。

・E3-34: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y4/2), 内部は灰色 (5Y5/l)のホルンフェルスである。石器

群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (54.11g)である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合

計2点 (54.11g)である。

・E3-35: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)で，黄

粉状の点紋の入るホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 5点 (4個体； 15.85 g)である。接合

資料は，剥片 2点 (1個体； 5.58 g)である。

・E3-36: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y5/l)・ 灰色 (lOY4/l)・ 青黒色 (10BG2/l), 新

鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。石核 1点 (108.46g)の単独資料である。

・E3-37: 自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰色 (5Y4/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)で，黄

粉状の点紋が入るホルンフェルスである。石核 1点 (90.03g)の単独資料である。

・E3-38: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は暗オリーブ灰色 (5GY4/l), 新鮮な面は暗オリーブ灰色

(5GY4/l)で，黄粉状の点紋が入るホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計

2点 (99.04g)である。

・E3-39: 内部は灰色 (10Y4/l)の地に灰オリーブ色 (5Y5/2)が部分的に混じり，黄粉状の点紋が入る

ホルンフェルスである。剥片 1点 (2.79g)の単独資料である。

・E3-40: 内部は灰色 (10Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)で，黄粉状の点紋が入るホルンフェルスで

ある。剥片 l点 (7.11g)の単独資料である。

・E3-41: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)で，黄粉状の

点紋が入るホルンフェルスである。剥片 1点 (2.43g)の単独資料である。

・E3-42: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)の地に黄粉をまぶしたようなホルンフェル

スである。剥片 1点 (33.46g)の単独資料である。

・E3-43: 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。砕片 1点 (0.58g)の単独資料で

ある。

・E3-44: 灰色 (10Y5/l)の地に灰白色 (2.5Y8/2)・ 明黄褐色 (2.5Y7/6)の黄粉をまぶしたようなホル

ンフェルスである。剥片 1点 (12.00g)の単独資料である。

・E3-45: 灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (0.91g)の単独資料である。

-21-



第2節 第 1文化層

第 1表 E 3-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合 計

E3-l(OBA) 1 1 

E3-2(0BBl 1 1 

E3-3(0BG) 1 1 

E3-4(AN) 3 3 

E3-5(AN) 1 1 

E3-6(AN) 1 1 

E3-7(AN) 1 1 

E3-8(AN) 1 1 

E3-9{AN) 1 1 

E3-10(AN) 1 1 

E3-1 HAN) 1 1 

E3-12(AN) 1 1 

E3-13(AN) 1 1 

E3-14(AN) 2 2 

E3-15(TO) 1 1 2 

E3-16(TO) 1 1 

E3-17(RH) 1 1 

E3-18(RH) 1 1 

E3-19(SHC) 1 1 2 

E3-20(SHC) 3(2) 3(2) 

E3-2HSHC) I 1 2 

E3-22(SHD) 1 1 

E3-23(SHD) 1 1 

E3-24(SHD) 1 1 

E3-25(SHE) 2 2 

E3-26(SHE) 1 1 

E3-27(SHE) 1 1 

E3-28(TU} 1 1 

E3-29(TU) 2 2 

E3-30(TU) 1 1 

E3-31(Sll 1 1 

E3-32(SA) 1 1 

E3-33(HO) 4 1 5 

E3-34(HO} 1 1 2 

E3-35(HO) 5(4) 5(4) 

E3-36(HO) 1 1 

E3-37(HO) 1 1 

E3-38(HO) 1 1 2 

E3-39(HO} 1 1 

E3-40(HO) 1 1 

E3-4HHO) 1 1 

E3-42(HO) 1 1 

E3-43(HO) 1 1 

E3-44(HO) 1 1 

E3-45(HO) 1 1 

E3-46(CC) 1 1 

E4-76(CC) 1 1 

その他(OBB) 2 2 

その他(AN) 1 1 

その他(SHE) 1 1 

その他(SL) 1 1 

その他(HO) 4 4 

合 計 1 2 50(48) 10 13 76(74) 
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1 E 3-Aブロック

・E3-46: にぶい黄色 (2.5Y6/4)の瑞瑞・玉髄である。剥片 1点 (0.67g)の単独資料である。

・E4-76: 自然面は平滑で褐色 (lOYR4/6)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部は灰黄色 (2.5Y7/2)・オリ

ーブ灰色 (5GY5/l), 節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4), 新鮮な面はにぶい黄橙色 (10YR6/4)のi馬瑞．

玉髄である。本ブロックでは剥片 l点 (1.94g)の単独資料であるが， E4-Aブロックの剥片 l点と接合

している。その他に同一母岩がE4-Aブロックに 4点 (3個体）ある。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石B2点 (0.82g),安山岩 l点 (0.29g), 頁岩El点 (0.35

g), 粘板岩 1点 (0.13g), ホルンフェルス 4点 (0.75g)がある。

3)出士遺物（第12・13図）

1は安山岩による加工痕ある剥片である。不定型な剥片の裏面末端に調整加工を行っている。

2・3は安山岩による使用痕ある剥片である。 2は縦長剥片の右側縁上部， 3は不定型な剥片の末端に

刃こぽれが見られる。

4は頁岩， 5・7は凝灰岩， 6は硬質緻密な頁岩， 8は粘板岩， 9は軟質な安山岩による剥片である。

4・5は縦長剥片， 6-9は不定型な剥片である。

10は砂岩， 11は流紋岩， 12は頁岩， 13は軟質な安山岩， 14・15は安山岩， 16・17・19はホルンフェルス，

18は嶺岡産頁岩による石核である。 10-12は打面と作業面を入れ替えながら， 13は打面を転移しながら，

不定型な剥片を剥離している。 14-18は打面と作業面を入れ替えたり，打面を転移しながら，求心的な剥

離作業により不定型な剥片を剥離している。 19は小型で扁平な礫の上下両端に剥離痕が見られる。

4)接合資料とその関連資料（第14・15図）

・E3-25 (第14図20-22) 灰色 (7.5Y6/l)などの頁岩である。 20は剥片 2点 (21・22)の接合資料であ

る。

・E3-4 (第14図23-26) 灰色 (5Y5/l)などの安山岩である。 23は剥片 3点 (24-26)の接合資料であ

る。

第2表 E 3-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss 
I黒耀石A(OBA)

黒曜石B(OBB)

黒暉石G(OBG)

安山岩CAN)

安山岩(TO)

流紋岩(RH)

百岩C(SHC)

盾岩D(SHD)

I頁岩E(SHE)

i凝灰岩(TU)

I粘板岩(SU

砂岩(SA)

ホルンフェルス(HO)

環瑞•玉髄(CC)

合 計

第3表 E 3-Aブロック礫組成

IE~R-1 岩 1 石~H+t I 個~I :m:1~71 I 

GR DR PO RF UF BL HX PT 

1 2 

1 2 

頁岩~SH,*'" Ii固~, 重;~71
＾叶.a.....!!... 17.71 

-23-

HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

1 1 

1 2 3 

1 1 ， 1 2 15 

2 1 3 

1 1 2 

5(4) 2 7(6) 

3 3 

3 1 1 5 

4 4 

1 1 2 

1 1 

17(16) 5 5 27(26) 

2 2 

50(48) 10 13 76(74) 



第2節 第1文化層

否

1 D3-9-10 
E3-7(AN) 
RF 
14.79g 

~
 
こ

ハい
3 D3-8-5 

E3-6(AN) 
UF 
8.84g 

2 D3-19-2 
E3-8(AN) 
UF 
17.56g こ

4 E3-11-4 
E3-27(SHE) 
FL 
51.34g 

~ =r<:? 

9ロ
~ 

文
8 D3-8-8 

E3-31 (SL) 
FL 
5.75g 

~ 

5 E3-21-7 
E3-30(TU) 
FL 
12.35g 

7 E3-20-8 
E3-29(TU) 
FL 
22.06g 

□ 

~ 

~ 

6 E3-21-6 
E3-22(SHD) 
FL 
28. 72g 

o
t
 

(2/3) 10cm 

9 E3-33-1 
E3-16(TO) 
FL 
32.08g 

第12図 E 3-Aブロック出土遺物 (1)
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1 E 3-Aプロック

電

10 D3-8-6 
E3-32(SA) 
co 
179.85g 

言□言□□
＂詈~H)

92.80g 

16 D3-9-4 
E3-37(HO) 
co 
90.03g 
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四

D12 ロ
~13 喜！乳TO)

10.26g 
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~ 

霞

14 D2-98-4 
E3-5(AN) 
co 
86.90g 

15 E3-21-4 
E3-9(AN) 
co 
12.86g 

~~ 
□ "i―ー：：i。）

19 D2-99-2 
E3-36(HO) 
co 
108.46g 

゜
(1/2) 10cm 

彎冒二
18 E3-0-7 

E3-21 (SHC) 
co 
15.39g 

第13図 E 3-Aブロック出土遺物 (2)
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第2節 第 1文化層

ロ亨□ 20 21+22 
E3-25A(SHE) 
7.23g 

,1. 
E
 

H
 

□
21[FL4 

翠:二

~ 23 24-26 
E3-4A(AN) 
21.35g 

□□ 
戸 ヽ 22 E3-0-8 

E3-25A (SHE) 
FL 
2.74g 

亨

□□ 

27 28a+28b+29 
E3-20A(SHC) 
46.13g 

25 D3-9-3 
E3-4A(AN) 
FL 
5.06g 

□ 24 醤ぷ~AN)
FL 
8.46g 

こ

口

戸

26 D3-9-5 
E3-4A(AN) 
FL 
7.83g 

゜
(2/3) 

29 D3-9-8 
E3-20A(SHC) 
FL 
9.57g 

28a D3-8-4 
E3-20A(SHC) 
FL 
15.36g 

28b D3-8-7 
E3-20A (SHC) 
FL 
21.20g 

第14図 E 3-Aブロック出土遺物 (3)
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38 39+40 
E3-19A(SHC) 
32.80g 

｀ 

40 D2-98-3 
E3-19A(SHC) 
co 
26.81g 

5.99g 

゜
(2/3) 10cm 

第15図 E 3-Aブロック出土遺物 (4)



第2節 第 1文化層

・E3-20 (第14図27-29) 灰オリーブ色 (5Y4/2) などの嶺岡産頁岩である。 27は剥片 3点 (2個体：

28 a・28 b・29)の接合資料である。その内， 28a・28bは剥片 2点が接合して 1個体となる。

・E3-34 (第15図30-32) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。 30は剥片 1点 (31).石核 1点

(32)の接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら，求心的な剥離作業により不定型な剥片を剥離

している。

・E3-33 (第15図33-37) 灰色 (10Y4/1)などのホルンフェルスである。 33は剥片 3点 (34-36).石核

1 点 (3~) の接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら，求心的な剥離作業により不定型な剥片を

剥離している。

・E3-19 (第15図38-40) 灰オリーブ色 (5Y4/2)などの嶺岡産頁岩である。 38は剥片 1点 (39).石核

1点 (40)の接合資料である。 40は打面を転移しながら，不定型な剥片を剥離している。

2 C4-Cブロック（第16--42図，第4--6表，図版3--5, カラー図版 1--4・8・9)

1) ブロックの概要

C4-Cブロックは，調査範囲西側のC3-79・88・89・97-99,C4-07-09・17-19・27-29・35-39・ 

45-48・56-59・66-69・77-79, D3-72・73・80-82・92, D4-00・01・03・04・10-13・20-23・30 

-32・40-43・50-52・60・61・70グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部で，傾斜

変換点（台地の縁辺）までの距離は18mである。

ブロックの規模と形状は，長軸48m, 短軸29mの範囲に593点の石器・礫が分布する。その内，原位置

不明の遺物が31点ある。出土層位はIII層からXI層にかけて， 180cmほどの高低差をもって包含されている

が，中心はIXa層からIXc層にかけて， 40cmほどである（第16-27図）。

ブロックは，ナイフ形石器7点，楔形石器8点，加工痕ある剥片11点 (10個体），使用痕ある剥片 5点，

石刃 5点 (4個体），局部磨製石斧 1点，敲石 4点 (3個体），剥片350点 (331個体），砕片31点，石核49

点 (46個体）の合計471点 (446個体）と礫122点で構成される。石器石材は，黒曜石A2点，黒曜石B49

点 (48個体），黒曜石G16点，安山岩116点 (108個体），軟質の安山岩19点，流紋岩 9点，頁岩AlO点，頁

岩BlO点頁岩C57点 (53個体），頁岩DlO点，頁岩E50点 (46個体），チャート 18点 (17個体），凝灰岩

11点，粘板岩 4 点，砂岩 5 点ホルンフェルス65点 (58個体），璃瑞• 玉髄20点である。礫石材は安山岩

2点 (2母岩； 476.08 g), 軟質の安山岩 1点 (1母岩； 57.84g), 流紋岩 9点 (9母岩； 326.21 g), チ

ャート 16点 (15舟岩； 708.78 g), 凝灰岩31点 (14母岩； 1,122.02 g) , 粘板岩 1点 (1母岩； 10.36 g), 砂

岩57点 (38母岩； 3,722.11 g), ホルンフェルス 3点 (2母岩； 332.73 g), 識別できなかった流紋岩 1点

(71.28 g), 砂岩 l点 (424.21g)で，識別率は98%である。

2)屈岩の特徴と内容

本ブロックでは237母岩を識別した。内訳は，黒曜石A2母岩 (C4-1・2), 黒曜石B21母岩 (C4-3

-11・13-24). 黒曜石G6母岩 (C4-25-29・292), 安山岩40母岩 (C4-30-38・41-71). 軟質の安山

岩12母岩 (C4-72-83), 流紋岩 6母岩 (C4-39・84-88). 頁岩A7母岩 (C4-89-95). 頁岩BIO母岩

(C4-96-105), 頁岩C23母岩 (C4-106-128). 頁岩D9母岩 (C4-129-137), 頁岩E25母岩 (C4-138-

162), チャート 11母岩 (C4-163-173), 凝灰岩 7母岩 (C4-174-180), 粘板岩 4母岩 (C4-181-184),

砂岩 5舟岩 (C4-40・185-188), ホルンフェルス33母岩 (C4-189-220・279), :f. 馬瑞• 玉随16母岩 (C4-
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2 C 4-Cブロック

221-236)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は85%(402/471点）である。

・C4-l : 自然面は紙ヤスリ状で暗灰色 (N3/0), 内部は黒色の黒曜石である。 cf>1 mmほどの白色の央雑

物を含む。栃木県高原山産と考えられる。剥片 1点 (2.55g)の単独資料である。

・C4-2 : 暗黒灰色の黒曜石である。 cf>1 mmほどの黄灰色の央雑物を含む。栃木県高原山産と考えられる。

剥片 1点 (1.09g) の単独資料である。

・C4-3 : 自然面は紙ヤスリ状で暗灰色 (N3/0), 内部及び新鮮な面は黒色，節理は黄灰色の黒曜石であ

る。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (10.79g)である。

接合資料は，剥片 1点，石核 l点の合計2点 (10.79g)である。

・C4-4 : 自然面は平滑で， 自然面・内部・新鮮な面は透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信

州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 5点 (4個体： 9.38 g)である。接合資料は， 2グ

ループあり， Aは剥片 2点 (1個体； 4.80 g)である。 Bは剥片 3点 (4.58g)である。なお， Bの表面

の白濁は被熱による可能性がある。

・C4-5 : 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部は黒色の黒曜石である。表面の白濁は被熱による

可能性がある。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 1点，砕片 1点の合計2点 (1.77

g)である。接合資料は，剥片 1点，砕片 1点の合計2点 (1.77g)である。

・C4-6 : 内部及び新鮮な面は黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，

剥片 3点石核 1点の合計4点 (21.23g)である。

・C4-7 : 自然面は紙ヤスリ状で黄灰色，内部は黒色の黒曜石である。信朴l和田峠周辺産と考えられる。

石器群の内訳は，剥片 2点 (4.02g)である。

・C4-8 : 自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/4), 内部及び新鮮な面は黒色半透明な黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片 1点 (2.13g)の単独資料である。

・C4-9 : 自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられ

る。剥片 l点 (1.15g)の単独資料である。

・C4-10: 内部は透明な地に黒灰色のモヤが入り，節理は浅黄色 (2.5Y7/4)の黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.77g)の単独資料である。

・C4-ll : 自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4), 内部は透明な地に黒色• 黒灰色のモヤが入る黒

曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (2.77g)の単独資料である。

・C4-13 : 自然面は平滑な部分と紙ヤスリ状の部分があり， 自然面及び内部は薄墨を流したような地に黒

色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石核 l点 (5.28g)の単独資料である。

・C4-14: 自然面は平滑で， 自然面・内部・新鮮な面は黒灰色半透明な黒曜石である。信外I和田峠周辺産

と考えられる。石核 1点 (7.39g)の単独資料である。

・C4-15: 透明な地に灰色のモヤが入る黒曜石である。 cf>1 mmほどの灰白色の灰雑物を含む。信州和田峠

周辺産と考えられる。剥片 1点 (4.78g)の単独資料である。

・C4-16: 薄墨を流したような透明な黒曜石である。 cf>1 mm以下の黄灰色の央雑物を含む。信朴l和田峠周

辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点 (1.55g)である。

・C4-17: 内部及び節理は薄墨を流したような透明な黒曜石である。 cf>1 mmほどの黄灰色の央雑物を含む。

信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (9.16g)の単独資料である。
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第2節 第 1文化層

・C4-18: 自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は黒灰色半透明な黒曜石である。 cf>1 mmほどの灰白色・

黄灰色の央雑物を含む。信朴I和田峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器 1点 (3.69g)の単独資料である。

・C4-19: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面・内部・新鮮な面は半透明な地に黒灰色のモヤの入る黒曜石で

ある。 cf>1 mmほどの白色の央雑物を含む。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点

(3.87 g)である。

・C4-20: 自然面は平滑で． 自然面及び内部は透明な地に淡黒灰色のモヤの入る黒曜石である。信州和田

峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器 1点 (2.48g)の単独資料である。

・C4-21: 自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/4), 内部は薄墨を流したような地に黒灰色の筋が入る黒曜石で

ある。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点 (1.14g)である。

・C4-22: 自然面は比較的平滑で浅黄色 (2.5Y7/4), 内部は透明な地に黒灰色のモヤの入る黒曜石である。

信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.97g)の単独資料である。

・C4-23: 自然面は比較的平滑で浅黄色 (2.5Y7/4), 内部は透明な地に黒灰色のモヤの入る黒曜石である。

信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.39g)の単独資料である。

・C4-24: 自然面は平滑で． 自然面及び内部は透明な地に筋状のモヤの入る黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。石器群の内訳は．剥片 2点 (1.27g)である。

・C4-25: 自然面は凹凸があり，紙ヤスリ状で灰色 (7.5Y4/l), 内部及び新鮮な面は黒色と黒灰色が縞状

に入る黒曜石である。 cf>1 mmほどの黄灰色の央雑物を少量含む。産地は不明である。石器群の内訳は，使

用痕ある剥片 l点剥片 4点，石核 1点の合計6点 (38.50g)である。接合資料は，剥片 3点 (6.12g) 

である。

・C4-26: 自然面は凹凸があり，紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は暗黒灰色の黒曜石である。 cf>1 mm以下

の黄灰色の央雑物を含む。産地は不明である。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.26g)である。

・C4-27: 自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y4/l), 内部は暗黒灰色の黒曜石である。産地は不明である。

石器群の内訳は，剥片 2点 (1.54g)である。

・C4-28: 黒色の黒曜石である。 cf>2 mmほどの黄灰色の央雑物を含む。産地は不明である。楔形石器1点

(0.98 g)の単独資料である。

・C4-29: 暗黒灰色の黒曜石である。 cf>1 mm以下の黄灰色の央雑物を含む。表面が被熱のため光沢がない。

産地は不明である。剥片 1点 (5.05g)の単独資料である。

・C4-30: 自然面は浅い爪形の裂痕があり灰色 (5Y6/l), 内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片30点 (25個体），砕片 1点．石核4点 (3個体）の合計

35点 (29個体； 505.61 g)である。接合資料は， 2グループあり， Aは剥片16点 (13個体），砕片 1点，

石核 2点の合計19点 (16個体； 366.48 g)である。 Bは剥片 5点 (3個体），石核 2点 (1個体）の合計

7点 (4個体； 80.18 g)である。

・C4-31: 自然面は紙ヤスリ状で黄灰色 (2.5Y4/l). 内部は黄灰色 (2.5Y5/l)の安山岩である。石器群

の内訳は，剥片 2点 (1個体； 6.84 g)である。接合資料は，剥片 2点 (1個体； 6.84 g)である。

・C4-32: 自然面は浅い爪形の裂痕があり黄褐色 (2.5Y5/3), 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2),新鮮な面は暗

灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点石核 1点の合計3点 (23.18g)である。

・C4-33: 自然面は浅い爪形の裂痕があり暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)・ 灰オリー
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ブ色 (5Y5/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石核 l点 (25.10g)の単独資料である。

・C4-34: 自然面は浅い爪形の裂痕があり，自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2). 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石核 1点 (14.38g)の単独資料である。

・C4-35: 自然面は浅い爪形の裂痕があり暗灰黄色 (2.5Y4/2), 内部は黄灰色 (2.5Y4/l),新鮮な面は暗

灰色 (N3/0)の安山岩である。石核 1点 (11.42g)の単独資料である。

・C4-36: 自然面は深い爪形の裂痕があり暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (1個体； 11.69 g)である。接合資料は，剥片 2点

(1個体； 11.69 g)である。

・C4-37: 自然面は浅い爪形の裂痕があり灰オリーブ色 (5Y6/2), 内部は灰黄色 (2.5Y6/2)・ 灰色

(5Y4/l)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (7.43g)である。

・C4-38: 内部は灰色 (7.5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 4

点 (21.74g)である。接合資料は，剥片 2点 (19.19g)である。

・C4-39: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)の地に灰色 (5Y6/l)が部分的に

混じり，新鮮な面は灰色 (5Y5/l)の流紋岩である。石器群の内訳は，剥片 3点，石核 1点の合計4点

(237.57 g)である。接合資料は，剥片 3点，石核 l点の合計4点 (237.57g)である。

・C4-40: 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3)の地に黒褐色 (2.5Y3/l)が部分的に混じり，内部はに

ぶい黄色 (2.5Y6/3)の砂岩である。敲石 1点 (101.45g)の単独資料である。

・C4-41: 自然面は浅い爪形の裂痕があり灰色 (5Y6/l)・ 浅黄色 (2.5Y7/3), 内部は灰色 (5Y6/l), 節

理は明黄褐色 (10YR6/6)の安山岩である。石核 1点 (84.80g)の単独資料である。

・C4-42 : 自然面は浅い爪形の裂痕があり灰色 (5Y6/l), 内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (35.84g)である。

・C4-43 : 内部は灰色 (5Y6/l). 新鮮な面は灰色 (lOY4/1)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2

点 (40.66g)である。

・C4-44: 自然面は爪形の裂痕があり， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)

の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (12.34g)である。

・C4-45: 内部は黄灰色 (2.5Y4/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。石器群の内訳は，剥片

2点 (13.89g)である。

・C4-46: 自然面は紙ヤスリ状で黄灰色 (2.5Y5/l), 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (31.77g)の単独資料である。

・C4-47: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の安山岩である。剥片

1点 (19.70g)の単独資料である。

・C4-48: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。剥片 1点 (11.93g)の単独資料である。

・C4-49: 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 l点 (12.24g) 

の単独資料である。

・C4-50: 自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。剥片 1点 (16.02g)の単独資料である。
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・C4-51 : 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。剥片 1点 (12.15g)の単独資料である。

・C4-52: 内部は黄灰色 (2.5Y4/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (11.83g) 

の単独資料である。

・C4-53: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰黄色 (2.5Y5/2). 内部は黄灰色 (2.5Y5/l)・暗灰黄色 (2.5Y5/2).

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (13.32g)の単独資料である。

・C4-54: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。剥片 1点 (15.13g)の単独資料である。

・C4-55: 自然面は深い爪形の裂痕があり，にぶい黄橙色 (10YR6/4), 内部は黄灰色 (2.5Y4/l),新鮮

な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (8.56g)の単独資料である。

・C4-56: 内部は灰色 (5Y5/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (9.06g)の単独

資料である。

・C4-57: 自然面は深い爪形の裂痕があり黄灰色 (2.5Y6/l). 内部は灰色 (5Y5/l)の安山岩である。剥

片 1点 (7.36g)の単独資料である。

・C4-58: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の安山岩である。剥片 1点

(5.53 g)の単独資料である。

・C4-59: 自然面は浅い爪形の裂痕があり黄褐色 (2.5Y5/3). 内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の安山岩である。

剥片 l点 (4.17g)の単独資料である。

・C4-60: 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (5.18g) 

の単独資料である。

・C4-61 : 自然面は紙ヤスリ状で黄褐色 (2.5Y5/4). 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2). 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (6.37g)の単独資料である。

・C4-62: 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 l点 (3.77g) 

の単独資料である。

・C4-63: 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (4.11g) 

の単独資料である。

・C4-64: 内部は黄灰色 (2.5Y5/l). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (6.13g)の

単独資料である。

・C4-65: 黄灰色 (2.5Y5/l)の安山岩である。剥片 l点 (6.65g)の単独資料である。

・C4-66: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰黄色 (2.5Y4/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片

1点 (3.34g)の単独資料である。

・C4-67 : 内部は黄灰色 (2.5Y4/l).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (2.82g)の

単独資料である。

・C4-68: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

安山岩である。剥片 1点 (1.79g) の単独資料である。

・C4-69: 内部は黄灰色 (2.5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (2.85g)の

単独資料である。
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・C4-70: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は黄灰色 (2.5Y5/l)の安山岩である。剥片

1点 (2.38g)の単独資料である。

・C4-71 : 内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/3), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 l点 (1.46

g)単独資料である。

・C4-72: 自然面は比較的平滑で灰白色 (5Y8/2)の地に黄褐色 (2.5Y5/4)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2)・ 灰

色 (5Y6/l)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4)が部分的に混じり，内部は灰白色 (5Y8/2),新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の軟質の安山岩である。石核 l点 (207.27g)の単独資料である。

・C4-73: 自然面は凹凸があり浅黄色 (5Y8/2), 内部は灰オリーブ色 (5Y6/2), 節理はにぶい黄色

(2.5Y6/3), 新鮮な面は灰色 (5Y5/l)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (26.05g)の単独資料である。

・C4-74: 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4), 内部は灰白色 (10Y7/l),新鮮な面は灰色 (10Y5/l)

の軟質の安山岩である。剥片 1点 (12.67g)の単独資料である。

・C4-75: 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部は灰白色 (10Y7/l)の地に灰白色 (5Y8/l)が部

分的に混じり，新鮮な面は灰色 (10Y6/l)の軟質の安山岩である。剥片 l点 (18.79g)の単独資料である。

・C4-76: 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部は灰白色 (10Y7/l), 新鮮な面は灰色 (10Y6/l)

の軟質の安山岩である。剥片 1点 (11.74g)の単独資料である。

・C4-77: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰白色 (10Y7/l), 新鮮な面は灰色 (10Y6/l)の軟質の安

山岩である。剥片 1点 (9.16g)の単独資料である。

・C4-78: 自然面は平滑で灰白色 (5Y7/2), 内部は灰白色 (10Y7/l),新鮮な面は灰色 (10Y6/l)の軟質

の安山岩である。剥片 1点 (25.01g)の単独資料である。

・C4-79: 内部は灰色 (5Y6/l), 節理は灰黄色 (2.5Y6/2)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (10.49g) 

の単独資料である。

・C4-80: 自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/3), 内部は灰白色 (10Y7/l), 節理は灰黄色 (2.5Y7/2), 新鮮

な面は灰色 (10Y5/l)の軟質の安山岩である。石器群の内訳は，剥片 4点 (19.49g)である。

・C4-81 : 自然面は平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/4), 内部は灰白色 (10Y7/l)の地に灰白色 (5Y8/l)が部

分的に混じり，節理はにぶい黄色 (2.5Y6/4), 新鮮な面は灰色 (10Y5/l)の軟質の安山岩である。剥片

1点 (6.87g)の単独資料である。

・C4-82: 自然面は平滑でオリーブ黄色 (5Y6/3), 内部は灰白色 (5Y7/l),新鮮な面は灰色 (5Y5/l)の

軟質の安山岩である。剥片 1点 (2.60g)の単独資料である。

・C4-83: 自然面は平滑で灰白色 (5Y7/2)・ にぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部は灰白色 (5Y7/2), 新鮮な面

は灰色 (10Y6/l)の軟質の安山岩である。剥片 l点 (3.31g)の単独資料である。

・C4-84: 自然面は平滑でオリーブ灰色 (2.5GY5/l)・ 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1)・ 灰褐色 (7.5YR5/2),

内部は赤灰色 (2.5YR5/l)・灰黄褐色 (10YR6/2)の流紋岩である。石核 1点 (424.93g)の単独資料で

ある。

・C4-85: 自然面は平滑でオリーブ灰色 (2.5GY6/l)・オリーブ灰色 (10Y6/2), 内部はオリーブ灰色

(2.5GY6/l)の地に灰白色 (2.5GY8/l)が部分的に混じり，新鮮な面は灰色 (N4/0)の流紋岩である。剥

片 1点 (63.88g)の単独資料である。

・C4-86: 自然面は凹凸がありオリーブ黄色 (5Y6/3), 内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)の地に灰オリー
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ブ色 (5Y5/3)が粒状に混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/3)の流紋岩である。剥片 1点 (3.24g)の単独資

料である。

・C4-87: 内部は灰白色 (5Y8/1)の地に灰褐色 (5YR5/2) の点紋が入り，新鮮な面は灰白色 (N7/0)

の流紋岩である。石核 1点 (8.69g)の単独資料である。

・C4-88: 自然面は比較的平滑で灰白色 (5Y7/2), 内部は灰色 (5Y6/1)・ 灰白色 (5Y7/1)の流紋岩であ

る。ホルンフェルスの可能性がある。剥片 1点 (2.81g)の単独資料である。

・C4-89: 自然面は平滑で暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3), 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の東北産頁岩である。

石器群の内訳は，剥片 4点 (16.25g)である。接合資料は，剥片 2点 (11.47g)である。

・C4-90: 自然面は爪形の裂痕があり暗褐色 (10YR3/3), 内部は黄灰色 (2.5Y4/1) の地に暗灰黄色

(2.5Y5/2)が帯状に混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の東北産頁岩である。剥片 1点 (16.45g) 

の単独資料である。

・C4-91 : 内部及び新鮮な面は灰黄褐色 (10YR4/2)・ 灰黄褐色 (10YR5/2)の東北産頁岩である。使用

痕ある剥片 1点 (12.57g)の単独資料である。

・C4-92: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4), 内部及び新鮮な面は黒褐色 (2.5Y3/2)の東北産頁岩である。

使用痕ある剥片 1点 (30.73g)の単独資料である。

・C4-93: 自然面は平滑でにぶい赤褐色 (5YR4/4), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)・オリーブ黒色

(10Y3/l)の東北産頁岩である。剥片 1点 (5.15g)の単独資料である。

・C4-94: にぶい黄褐色 (10YR4/3)の東北産頁岩である。石核 1点 (7.20g)の単独資料である。

・C4-95: 自然面は浅い爪形の裂痕があり暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3), 内部は黒褐色 (2.5Y3/2)の東北

産頁岩である。剥片 1点 (2.08g)の単独資料である。

・C4-96: 自然面は浅い爪形の裂痕があり褐色 (10YR4/4), 内部及び新鮮な面は黄褐色 (2.5Y5/3)・オ

リーブ褐色 (2.5Y4/4)・褐色 (7.5YR4/3)の北関東産頁岩である。石核 1点 (29.46g)の単独資料である。

・C4-97: 自然面は平滑で， 自然面及び内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の北関東産頁岩である。加工痕あ

る剥片 1点 (2.73g)の単独資料である。

・C4-98: 黄褐色 (2.5Y5/4)の北関東産頁岩である。加工痕ある剥片 l点 (6.33g)の単独資料である。

・C4-99: 自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/6), 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4) の地に浅黄色

(2.5Y7/3)が部分的に混じる北関東産頁岩である。剥片 1点 (12.21g)の単独資料である。

・C4-100: 自然面は平滑で黄褐色 (10YR5/6), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の北関東産頁岩である。

剥片 1点 (3.51g)の単独資料である。

・C4-101 : 自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)・褐色 (7.5YR4/3), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4),

新鮮な面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の北関東産頁岩である。剥片 1点 (13.84g)の単独資料である。

・C4-102: 自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の地に灰オリー

ブ色 (5Y5/2)・ 明褐色 (7.5YR5/6)・ 明黄褐色 (2.5Y6/6)が部分的に混じる北関東産頁岩である。剥片

1点 (38.07g) の単独資料である。

・C4-103 : 自然面は平滑で褐色 (7.5YR4/4), 内部は黄褐色 (2.5Y5/4)の北関東産頁岩である。剥片 1

点 (2.06g)の単独資料である。

・C4-104: 自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/3), 内部はオリーブ黄色 (5Y6/4)の北関東産頁岩であ
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る。剥片 1点 (1.56g)の単独資料である。

・C4-105: 自然面は平滑で褐色 (10YR4/6), 内部は暗オリーブ色 (5Y4/4)の北関東産頁岩である。剥

片 1点 (1.83g)の単独資料である。

・C4-106 : 自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3), 内部は褐色 (10YR4/4)・褐灰色

(10YR4/l)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2)・ 黒褐色 (2.5Y3/2), 節理はにぶい黄褐色 (10YR4/3)・黄灰色

(10YR4/l), 新鮮な面はにぶい黄褐色 (10YR4/3)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥

片2点 (1個体），剥片17点 (15個体），砕片 2点．石核 3点 (2個体）の合計24点 (20個体： 198.40 g) 

である。接合資料は. 4グループあり， Aは加工痕ある剥片 2点 (1個体），剥片 3点，石核 3点 (2個

体）の合計 8点 (6個体； 127.52 g) である。 Bは剥片 2点 (1個体； 9.59 g) である。 Cは剥片 2点

(3.86 g)である。 Dは剥片 2点 (1個体； 8.13 g)である。

・C4-107: 自然面は比較的平滑で灰オリーブ色 (5Y4/2)・オリーブ褐色 (2.5Y4/3), 内部は灰オリーブ

色 (5Y4/2), 節理は灰オリーブ色 (5Y4/2)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4), 新鮮な面は灰オリーブ色

(5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は．剥片 2点 (3.36g) である。接合資料は、剥片 2点

(3.36 g)である。

・C4-108: 自然面は比較的平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/4), 内部は黄褐色 (2.5Y5/4) の地に灰色

(5Y6/l)・灰オリーブ色 (5Y6/2)が部分的に混じり，節理は褐色 (7.5YR4/4)・褐色 (10YR4/4)の嶺

岡産頁岩である。石核 1点 (33.72g) の単独資料である。

・C4-109: 灰オリーブ色 (5Y5/2)・褐色 (10YR4/4)の嶺岡産頁岩である。ナイフ形石器 l点 (1.97g) 

の単独資料である。

・C4-ll0: 自然面は比較的平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2), 節理は灰オ

リーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点．剥片 2点の合計 3点

(18.25 g)である。

・C4-lll : 灰オリーブ色 (5Y5/2)・オリーブ褐色 (2.5Y4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (12.44g) 

の単独資料である。

・C4-ll2: 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の地ににぶい黄色 (2.5Y6/4)・灰黄色 (2.5Y4/l)・ にぶい黄褐色

(10YR5/4)が部分的に混じり，新鮮な面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (18.94

g)の単独資料である。

・C4-ll3: 灰オリーブ色 (5Y5/2)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。

剥片 1点 (1.84g)の単独資料である。

・C4-ll4: 自然面は比較的平滑で暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は灰色 (5Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2).

節理は褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (12.86g)の単独資料である。

・C4-ll5: 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)の地に灰オリーブ色 (5Y5/2)が部分的に混じり，節理はオリー

ブ褐色 (2.5Y4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 l点 (1.54g)の単独資料である。

・C4-ll6: 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/6), 内部は黄褐色 (10YR5/6)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2)

の地に灰白色 (5Y7/2)が部分的に混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の嶺岡産頁岩である。石器

群の内訳は．剥片 3点 (5.48g)である。

・C4-ll7: オリーブ灰色 (2.5GY5/l)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4)・褐色 (7.5YR4/3)の嶺岡産頁岩であ
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る。剥片 1点 (3.55g)の単独資料である。

・C4-118: 自然面は浅い爪形の裂痕がありにぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・ に

ぶい黄褐色 (10YR5/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (4.63g)の単独資料である。

・C4-119: 自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地に灰色

(5Y5/l)が部分的に混じり，節理は褐色 (10YR4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (19.30g) の単独

資料である。

・C4-120 : 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。

石器群の内訳は，剥片 2点 (19.93g)である。

・C4-121 : 自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/4)・ 灰オリ

ーブ色 (5Y5/2)・灰オリーブ色 (5Y4/2), 節理は褐色 (10YR4/6)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (4.42

g)の単独資料である。

・C4-122: 灰オリーブ色 (5Y4/2)の地に灰白色 (5Y7/2)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。剥片 1

点 (3.80g)の単独資料である。

・C4-123: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/3), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。

剥片 1点 (3.24g)の単独資料である。

・C4-124: 内部はオリーブ灰色 (2.5GY6/l)・黄褐色 (2.5Y5/4)の地に褐色 (10YR4/4)が部分的に混

じり，節理は褐色 (10YR4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (17.63g)の単独資料である。

・C4-125: 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4), 内部は褐色 (10YR4/4)・黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡

産頁岩である。剥片 1点 (5.96g)の単独資料である。

・C4-126: 自然面は浅い爪形の裂痕があり黄褐色 (10YR5/6)・オリーブ褐色 (2.5Y4/4), 内部は黄灰色

(2.5Y4/l)の地に灰白色 (5Y7/2)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (13.70g)の単独資料

である。

・C4-127: 内部は黒褐色 (2.5Y3/2)の地に黒色 (2.5Y2/l)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2)が部分的に混じり，節

理は黄褐色 (2.5Y5/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (15.44g)の単独資料である。

・C4-128: 自然面は比較的平滑で褐色 (10YR4/4), 内部は褐色 (10YR4/4)・黄灰色 (2.5Y5/l)の地に

黒褐色 (2.5Y3/l)・ 黒褐色 (2.5Y3/2)が縞状に混じり，節理は暗灰黄色 (2.5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。

剥片 1点 (6.16g)の単独資料である。

・C4-129: 自然面は平滑でオリーブ黄色 (5Y6/4), 内部はオリーブ灰色 (10Y5/2)・緑灰色 (7.5GY6/l),

新鮮な面は緑灰色 (7.5GY5/l)の硬質緻密な頁岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 l点の合計

2点 (21.25g)である。接合資料は、剥片 1点，石核 1点の合計2点 (21.25g)である。

・C4-130: 自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の硬質緻密な頁岩

である。剥片 1点 (11.70g)の単独資料である。

・C4-131 : 灰オリーブ色 (5Y4/2)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点 (0.62g)の単独資料である。

・C4-132: 灰色 (10Y4/l)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点 (13.50g)の単独資料である。

・C4-133: 黄褐色 (2.5Y5/3)・オリーブ灰色 (2.5GY6/l)の硬質緻密な頁岩である。剥片 l点 (2.35g) 

の単独資料である。

・C4-134: 内部は灰白色 (5Y8/2), 新鮮な面は灰白色 (5Y8/l)の硬質緻密な頁岩である。珪質化した
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凝灰岩もしくは流紋岩の可能性がある。石核 1点 (6.74g)の単独資料である。

・C4-135 : にぶい黄褐色 (10YR5/4)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2)・ 灰白色 (5Y8/2)の硬質緻密な頁岩である。

瑞瑞•玉髄の可能性がある。楔形石器 1 点 (4.07 g)の単独資料である。

・C4-136: 自然面は平滑で黄褐色 (10YR6/6), 内部はオリーブ灰色 (2.5GY6/1)・オリーブ黄色

(5Y6/3)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点 (1.74g)の単独資料である。

・C4-137: 内部は灰色 (5Y5/1)・黄褐色 (2.5Y5/4)・黄褐色 (2.5Y5/6), 節理は黄褐色 (2.5Y5/4)の硬

質緻密な頁岩である。剥片 1点 (1.98g)の単独資料である。

・C4-138: 自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰色 (10Y5/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁

岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (1個体； 7.87 g)である。接合資料は、剥片 2点 (1個体； 7.87 

g)である。

・C4-139 : 内部及び節理は灰色 (10Y5/1), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳は，

剥片 2点石核 1点の合計3点 (44.56g)である。接合資料は、剥片 l点，石核 1点の合計2点 (42.33

g)である。

・C4-140: 内部は灰色 (10Y5/1),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点，

砕片 1点の合計3点 (4.94g)である。接合資料は、剥片 2点 (4.39g)である。

・C4-141 : 自然面は平滑で淡黄色 (2.5Y8/3)・ にぶい黄橙色 (10YR7/4)・灰オリーブ色 (5Y5/2)・ 灰色

(5Y6/1). 内部は灰色 (10Y5/1), 節理は褐色 (10YR4/4)・灰オリーブ色 (5Y5/2), 新鮮な面は灰色

(5Y4/1)の頁岩である。石器群の内訳は，使用痕ある剥片 1点，石刃 2点 (1個体），剥片 2点，石核 2

点の合計7点 (6個体； 855.36 g)である。接合資料は、石刃 2点 (I個体； 45.67 g)である。

・C4-142: 自然面は平滑な部分と深い爪形の裂痕の部分があり灰オリーブ色 (5Y5/2), 内部は灰色

(5Y6/l)・ 灰オリーブ色 (5Y6/2),節理は暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)の頁岩である。剥片 1点 (24.23g) 

の単独資料である。

・C4-143: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y5/2). 内部は灰色 (5Y5/1), 節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2).

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (22.65g)の単独資料である。

・C4-144: 灰色 (10Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2)の頁岩である。剥片 l点 (5.38g)の単独資料である。

・C4-145: 内部は灰色 (7.5Y5/l). 新鮮な面は灰色 (7.5Y4/1)の頁岩である。剥片 l点 (1.66g) の単

独資料である。

・C4-146: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y6/l).新鮮な面は灰色 (10Y4/1)の頁岩

である。剥片 1点 (9.05g)の単独資料である。

・C4-147: 内部は灰色 (10Y6/1), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (17.60g) の単

独資料である。

・C4-148: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2).新鮮な面は灰色 (5Y4/l)

の頁岩である。剥片 1点 (1.14g)の単独資料である。

・C4-149: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y6/2)・オリーブ黄色 (5Y6/3), 新鮮な

面は灰色 (5Y4/1)の頁岩である。石器群の内訳は，敲石 2点 (1個体； 96.10 g)である。接合資料は，

敲石 2点 (1個体； 96.10 g)である。

・C4-150: 自然面は平滑でにぶい黄橙色 (10YR7/4)・褐色 (IOYR4/6), 内部は灰色 (5Y5/l). 新鮮な
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面は灰色 (N4/0)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (2個体； 14.52 g)である。接合資料は，

剥片 3点 (2個体； 14.52 g)である。

・C4-151 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)・ 浅黄色 (2.5Y7/4), 節理は灰黄褐色

(10YR5/2), 新鮮な面は黄灰色 (2.5Y4/l)の頁岩である。石器群の内訳は，剥片 3点 (26.35g)である。

接合資料は，刺片 3点 (26.35g)である。

・C4-152: 自然面は浅黄色 (2.5Y7/3), 内部は明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)・ 灰白色 (5Y7/2),新鮮な面

は灰色 (N4/0)の頁岩である。石核 1点 (419.34g)の単独資料である。

・C4-153: 自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (10Y6/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。

石器群の内訳は，石刃 1点，剥片 l点，砕片 1点の合計3点 (38.89g)である。

・C4-154: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y6/2)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2), 内部は灰色 (5Y6/l)・ 灰白色

(5Y7/2), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石核 1点 (24.60g)の単独資料である。

・C4-155: 自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/3), 内部は灰白色 (2.5Y8/2)の頁岩である。加工痕ある剥片

1点 (27.82g) の単独資料である。

・C4-156: 内部は灰オリーブ色 (5Y6/2), 新鮮な面は暗紫灰色 (5RP3/l), 暗灰色 (N3/0)の頁岩であ

る。石器群の内訳は，剥片 1点，砕片 1点の合計2点 (11.18g)である。

・C4-157: 内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩であるが安山岩の可能性がある。

加工痕ある剥片 1点 (9.85g)の単独資料である。

・C4-158: 自然面は平滑で浅黄色 (2.5Y7/3)・ 暗灰黄色 (2.5Y4/2), 内部は浅黄色 (2.5Y7/3),新鮮な面

は灰白色 (N7/0)の頁岩である。ナイフ形石器 1点 (5.06g)の単独資料である。

・C4-159: 自然面は平滑でオリーブ黒色 (5Y3/2), 内部は灰黄色 (2.5Y7/2), 新鮮な面は灰色 (N5/0)

の頁岩である。石核 1点 (15.52g)の単独資料である。

・C4-160: 自然面は平滑で暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3), 内部はオリーブ黄色 (5Y6/3), 新鮮な面は暗灰

色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (12.71g)単独資料である。

・C4-161 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰白色 (10Y7/l)の地に灰色 (10Y6/l)が縞状に混じり，

節理は浅黄色 (2.5Y7/4)の地に黄灰色 (2.5Y4/l)・褐色 (10YR4/4)が部分的に混じり，新鮮な面は暗

灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 l点 (29.56g)の単独資料である。

・C4-162 : 自然面は凹凸があり淡黄色 (2.5Y8/3), 内部は灰色 (10Y6/l)・ にぶい黄褐色 (10YR5/3)の

頁岩である。剥片 l点 (2.64g)の単独資料である。

・C4-163: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は暗オリーブ灰色 (2.5GY4/l)・灰オリーブ色 (5Y5/3)の

チャートである。石器群の内訳は，楔形石器 1点，剥片 1点の合計2点 (22.83g)である。接合資料は，

楔形石器 1点，剥片 1点の合計2点 (22.83g)である。

・C4-164: 自然面は平滑で灰色 (10Y4/l) の地に黄褐色 (2.5Y5/3)が部分的に混じり，内部は灰色

(10Y4/l), 節理は黄褐色 (2.5Y5/3)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 1点，石核2点 (1個体）

の合計3点 (2個体； 41.87 g) である。接合資料は，剥片 1点，石核 2点 (1個体）の合計3点 (2個

体； 41.87 g)である。

・C4-165 : 自然面は平滑でオリーブ黒色 (5Y3/2) の地に灰オリーブ色 (5Y6/2)・ にぶい黄褐色

(10YR4/3)が部分的に混じり，内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/l), 節理は黄褐色 (2.5Y5/3)・ にぶい褐色

-50-



2 C 4-Cブロック

(7.5YR5/ 4). 新鮮な面はオリーブ灰色 (2.5GY6/l)のチャートである。石器群の内訳は．剥片 1点，石

核 1点の合計2点 (90.93g)である。接合資料は，剥片 1点．石核 1点の合計2点 (90.93g)である。

・C4-166: 内部はオリーブ灰色 (5GY5/l)・ 灰色 (10Y4/1)の地に黒灰色が網目状に入り，節理は灰オ

リーブ色 (5Y6/2), 新鮮な面は灰色 (N4/0)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点 (36.48g) 

である。接合資料は．剥片 2点 (36.48g)である。

・C4-167: 自然面は平滑でオリーブ黒色 (10Y3/l)・オリーブ灰色 (10Y4/2), 内部は灰色 (10Y4/1),

節理は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)のチャートである。剥片 1点 (12.78g)の単独資料である。

・C4-168: 自然面は平滑で． 自然面及び内部は灰色 (10Y4/1), 節理はにぶい黄褐色 (10YR4/3)のチャ

ートである。石核 1点 (26.70g)の単独資料である。

・C4-169: 自然面は平滑で． 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)のチャートである。剥片 1点 (4.48g) 

の単独資料である。

・C4-170: 灰色 (10Y4/1)のチャートである。剥片 l点 (2.51g)の単独資料である。

・C4-171 : 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)のチャートである。剥片

1点 (10.51g)の単独資料である。

・C4-172: 自然面は平滑で青黒色 (5B2/1), 内部は青黒色 (5B2/l)・ 青灰色 (5B6/l)のチャートである。

剥片 1点 (1.91g)の単独資料である。

・C4-173: 内部は灰色 (10Y4/1), 節理は灰オリーブ色 (7.5Y4/2)のチャートである。砕片 1点 (0.70

g)の単独資料である。

・C4-174: 自然面は平滑で． 自然面及び内部は明オリーブ灰色 (5GY7/1)・オリーブ灰色 (5GY6/l),

節理は灰オリーブ色 (5Y5/3)の凝灰岩である。石器群の内訳は．剥片 2点，石核 1点の合計3点 (34.88

g)である。接合資料は．剥片 l点，石核 1点の合計2点 (34.03g)である。

・C4-175: 自然面は比較的平滑で灰色 (10Y4/l)・灰オリーブ色 (5Y5/2), 内部は淡黄色 (2.5Y8/3)・

灰色 (10Y5/1),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の凝灰岩である。石核 1点 (622.59g)の単独資料である。

・C4-176: 自然面は比較的平滑で． 自然面及び内部は灰オリーブ色 (7.5Y6/2)・ 浅黄色 (2.5Y7/4). 新

鮮な面はオリーブ灰色 (5GY5/1)の凝灰岩である。使用痕ある剥片 1点 (11.59g)の単独資料である。

・C4-177: 内部は灰白色 (10Y7/2),新鮮な面は明青灰色 (5B7/l)の凝灰岩である。剥片 l点 (26.36g) 

の単独資料である。

・C4-178: 内部は浅黄色 (2.5Y7/4)・灰白色 (10Y7/2). 新鮮な面は緑灰色 (5G5/l)の凝灰岩である。

剥片 1点 (4.33g)の単独資料である。

・C4-179: 緑灰色 (7.5GY5/l)の凝灰岩である。剥片 l点 (1.45g)の単独資料である。

・C4-180: 自然面は平滑で灰色 (10Y5/1), 内部は灰白色 (5Y7/2), 節理は灰色 (5Y5/l)の凝灰岩であ

る。砕片 l点 (0.20g)の単独資料である。

・C4-181 : 自然面は凹凸があり．自然面及び内部は灰色 (10Y4/1)の地に暗灰黄色 (2.5Y4/2)・ 浅黄色

(2.5Y7/4)が混じり，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の粘板岩である。石刃 1点 (39.49g)の単独資料であ

る。

・C4-182: 青黒色 (10BG2/1)の粘板岩である。剥片 l点 (5.47g)の単独資料である。

・C4-183: 内部は青黒色 (10BG2/1). 節理は黄褐色 (2.5Y5/3)・ 明黄褐色 (10YR6/6).新鮮な面は青黒
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色 (10BG2/l)の粘板岩である。剥片 1点 (17.97g)の単独資料である。

・C4-184: 自然面は比較的平滑で青黒色 (10BG2/l)の地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)の筋が混じり，内

部は青黒色 (10BG2/l),節理はにぶい黄橙色 (10YR6/4)・ 暗褐色 (7.5YR3/3)の粘板岩である。剥片 1

点 (16.95g)の単独資料である。

・C4-185: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2), 節理は

褐色 (10YR4/6)の砂岩である。局部磨製石斧 l点 (146.94g)の単独資料である。

・C4-186: 自然面は平滑でオリーブ黒色 (10Y3/l), 内部は灰色 (10Y4/l)の砂岩である。剥片 1点

(47.96 g)の単独資料である。

・C4-187: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y5/2), 内部は灰黄色 (2.5Y6/2)の砂岩である。敲石 1点

(89.56 g)の単独資料である。

・C4-188: 自然面は比較的平滑でオリーブ黒色 (10Y3/l),内部は灰色 (10Y4/l)の地に淡黄色 (2.5Y8/3)

が部分的に混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/3)の砂岩である。剥片 1点 (35.40g)の単独資料である。

・C4-189: 自然面は比較的平滑で，自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)・ 灰黄色 (2.5Y7/2), 節理はにぶい

黄褐色 (10YR5/4),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，楔形石器2

点，剥片13点 (9個体），石核 l点の合計16点 (12個体； 150.39 g) である。接合資料は，剥片 9点 (5

個体），石核 l点の合計10点 (6個体； 115.37 g)である。

・C4-190: 自然面は平滑で灰色 (10Y5/l), 内部は灰色 (10Y6/l)・ 灰白色 (5Y7/2), 節理は褐色

(10YR4/4)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4),新鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。石器群の内

訳は，剥片 2点，石核 1点の合計3点 (81.05g)である。接合資料は，剥片 l点，石核 1点の合計2点

(67.33 g)である。

・C4-191 : 自然面は比較的平滑で灰色 (10Y5/l)・ 浅黄色 (2.5Y7/4), 内部は灰色 (5Y5/l)・ 浅黄色

(2.5Y7/4), 節理はオリーブ黒色 (5Y3/l),新鮮な面はオリーブ黒色 (5Y3/l)のホルンフェルスである。

石器群の内訳は，剥片 6点 (4個体），砕片 1点の合計7点 (5個体； 60.98 g)である。接合資料は，剥

片4点 (2個体； 52.29 g)である。

・C4-192: 内部は灰色 (5Y5/l)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルス

である。石器群の内訳は，剥片 3点 (2個体； 27.32 g)である。接合資料は，剥片 3点 (2個体； 27.32 

g)である。

・C4-193: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y5/l)の地に浅黄色 (2.5Y7/3)が縞状に混じり，

灰色 (10Y4/l)が部分的に混じるホルンフェルスである。石核 l点 (252.06g)の単独資料である。

・C4-194: 自然面は平滑でオリーブ黒色 (10Y3/l), 内部は灰色 (10Y4/l), 節理は暗灰黄色 (2.5Y5/2),

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石核 1点 (69.14g)の単独資料である。

・C4-195: 自然面は平滑で灰オリープ色 (5Y5/2)・灰オリーブ色 (5Y6/2), 内部は灰オリーブ色

(5Y6/2)・灰色 (5Y5/l), 節理はにぶい黄色 (2.5Y6/4), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルス

である。石核 1点 (70.38g)の単独資料である。

・C4-196: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y5/l)の地に灰白色 (10Y7/l)が部分的に混じ

るホルンフェルスである。加工痕ある剥片 1点 (100.30g)の単独資料である。

・C4-197: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y4/l)の地に明黄褐色 (2.5Y7/6)の点紋
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が入るホルンフェルスである。石核 1点 (50.98g)の単独資料である。

・C4-198: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (7.5Y4/l)の地に黄粉状の点紋が入るホルンフェル

スである。楔形石器 1点 (11.81g) の単独資料である。

・C4-199: 内部は灰色 (5Y5/l)・灰オリーブ色 (5Y6/2).新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルス

である。ナイフ形石器 1点 (4.42g)の単独資料である。

・C4-200: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y4/2). 内部は灰色 (5Y4/l), 節理は灰黄褐色 (10YR4/2)

のホルンフェルスである。石核 1点 (43.06g)の単独資料である。

・C4-201 : 自然面は平滑で灰色 (10Y4/l), 内部は灰色 (10Y4/l)の地に褐色 (7.5YR4/4)が部分的に

混じり，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。ナイフ形石器 1点 (13.56g)の単独資料

である。

・C4-202: 自然面は黒褐色 (2.5Y3/2), 内部は黒褐色 (2.5Y3/l)・ 黒褐色 (2.5Y3/2)・ 浅黄色 (2.5Y7/4)

のホルンフェルスである。加工痕ある剥片 l点 (5.59g)の単独資料である。

・C4-203: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y4/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェ

ルスである。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 1点の合計2点 (17.03g)である。

・C4-204: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・ 灰色 (5Y5/l). 節理は灰

白色 (5Y7/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (8.06g)の単独資料である。

・C4-205: 自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (IOY4/l), 節理は灰色 (5Y5/l)のホルンフェルス

である。剥片 1点 (30.11g)の単独資料である。

・C4-206: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2). 新鮮な

面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片 1点 (4.59g)の単独資料である。

・C4-207: 自然面は平滑で灰色 (5Y4/l). 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・ 青灰色 (10BG5/l). 新鮮な

面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片 1点 (12.36g)の単独資料である。

・C4-208: 内部は暗オリーブ灰色 (5GY4/l)の地に黄粉状の点紋があり，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の

ホルンフェルスである。剥片 1点 (6.26g)の単独資料である。

・C4-209: 内部は灰色 (10Y4/l)の地に黄粉状の点紋が入り，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェ

ルスである。剥片 1点 (22.22g)の単独資料である。

・C4-210: 内部は灰色 (10Y5/l).新鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。剥片 1点 (13.23

g)の単独資料である。

・C4-211 : 灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (1.08g)の単独資料である。

・C4-212: 灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。剥片 l点 (2.38g)の単独資料である。

・C4-213: 自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)の地ににぶい黄褐色 (10YR4/3)が部分的

に混じるホルンフェルスである。剥片 1点 (3.50g)の単独資料である。

・C4-214: 内部は灰色 (5Y4/l).新鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。剥片 1点 (1.83g) 

の単独資料である。

・C4-215: 内部及び新鮮な面は灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (0.91g) の単独資

料である。

・C4-216: 自然面は平滑で灰色 (10Y4/l), 内部は灰色 (10Y4/l)・ 灰オリーブ色 (5Y6/2),新鮮な面は
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灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。剥片 1点 (6.31g)の単独資料である。

・C4-217: 自然面は比較的平滑でにぶい黄褐色 (10YR4/3). 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/3)・黄褐色

(2.5Y5/3), 節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/3). 新鮮な面は灰色 (N5/0)のホルンフェルスである。剥片 l

点 (4.12g)の単独資料である。

・C4-218: にぶい黄色 (2.5Y6/3)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.98g) である。

・C4-219: 自然面は比較的平滑でオリーブ黒色 (5Y3/2). 内部は黄褐色 (2.5Y5/3)・ 暗灰黄色 (2.5Y4/2)

のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 2点 (1.72g) である。

・C4-220: 灰色 (5Y4/1)の地に黄粉をまぶした様なホルンフェルスである。剥片 1点 (0.69g) の単独

資料である。

・C4-221: 内部及び新鮮な面はオリーブ灰色 (2.5GY6/l)・ 明オリーブ灰色 (2.5GY7/1)の地にオリーブ

灰色 (10Y4/2) が部分的に混じり，節理は黄褐色 (2.5Y5/4) の璃瑞• 玉髄である。石器群の内訳は，剥

片3点 (10.71g) である。接合資料は．剥片 2点 (8.50g) である。

・C4-222: 黄灰色 (2.5Y5/1)・ 浅黄色 (2.5Y7/3) の i馬瑞• 玉髄である。石刃 1点 (1.06g) の単独資料

である。

・C4-223: 内部及び新鮮な面は褐灰色 (10YR6/1) の地に灰白色 (10YR7/l) が粒状に混じる i馬瑞• 玉

髄である。ナイフ形石器 l点 (4.27g) の単独資料である。

・C4-224: 黒褐色 (2.5Y3/2)・ 灰黄色 (2.5Y6/2) の地に灰白色 (2.5Y8/2) が部分的に混じる璃瑞• 玉髄

である。剥片 1点 (3.36g) の単独資料である。

・C4-225: 黄灰色 (2.5Y4/1)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2)・ にぶい黄橙色 (10YR6/4) のi馬瑞• 玉髄である。石

器群の内訳は，剥片 2点 (6.05g) である。

・C4-226: 灰黄色 (2.5Y7/2) ・黄灰色 (2.5Y6/l) の i馬瑞• 玉髄である。剥片 1点 (0.69g) の単独資料

である。

・C4-227: 自然面は爪形の裂痕があり黄褐色 (10YR5/6), 内部はオリーブ黒色 (10Y3/l)・ 灰色

(10Y6/1) ・黄褐色 (10YR5/6) のI馬瑞• 玉髄である。剥片 1点 (4.26g) の単独資料である。

・C4-228: 黄褐色 (10YR5/6)・ 灰白色 (5Y7/2) の i馬瑞• 玉髄である。剥片 l点 (0.88g) の単独資料

である。

・C4-229: 内部及び新鮮な面は浅黄色 (2.5Y7/4)で半透明なi馬瑞・玉髄である。石核 1点 (13.93g) の

単独資料である。

・C4-230: 内部は灰黄色 (2.5Y6/2)・ 浅黄色 (2.5Y7/4)・淡黄色 (2.5Y8/4). 節理は明黄褐色 (10YR6/6)

で半透明な瑞瑞・玉髄である。剥片 1点 (6.78g)の単独資料である。

・C4-231 : 浅黄色 (2.5Y7/4)・ 灰白色 (2.5Y8/2) で半透明なi馬瑞• 玉髄である。剥片 1点 (4.23g) の

単独資料である。

・C4-232: 自然面は比較的平滑で浅黄色 (2.5Y7/4). 内部は淡黄色 (2.5Y8/3)の地に黄灰色 (2.5Y5/1)

が部分的に混じり，半透明な璃瑞・玉髄である。剥片 1点 (1.37g)の単独資料である。

・C4-233: にぶい黄色 (2.5Y6/4) の地に浅黄橙色 (10YR8/4) が部分的に混じる半透明なi馬瑞• 玉髄で

ある。剥片 1点 (3.88g)の単独資料である。

・C4-234: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (10YR5/6), 内部は黄褐色 (10YR5/6)の地に灰黄色 (2.5Y7/2)
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が部分的に混じり．半透明なi馬瑞• 玉髄である。剥片 1点 (7.60g)の単独資料である。

・C4-235: 自然面は紙ヤスリ状で灰白色 (2.5Y8/l)の地に浅黄色 (2.5Y7/4)が部分的に混じり，内部

は浅黄色 (2.5Y7/4) で半透明な瑞瑞• 玉髄である。剥片 1点 (0.64g)の単独資料である。

・C4-236: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/6)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4). 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)の

地に黄灰色 (2.5Y5/l)の筋が入り，半透明な瑞瑞・ 玉髄である。剥片 1 点 (8.~6 g)の単独資料である。

・C4-279: 内部は灰色 (10Y5/l)・ 灰色 (10Y6/l), 新鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスである。

石核 1点 (39.22g)の単独資料である。

・C4-292: 自然面は紙ヤスリ状で灰色 (N4/0), 内部は黒色の黒曜石である。(/)1 mmほどの黄灰色の央雑

物を含む。産地は不明である。楔形石器 1点 (1.94g)の単独資料である。

なお，犀岩分類できなかった資料に，黒曜石Bl4点 (9.59g), 黒曜石G3点 (1.19g) . 安山岩28点

(56.54 g). 軟質の安山岩 4点 (4.31g), 頁岩 C5点 (20.93g). 頁岩E6点 (1.67g), チャート 2点

(7.13 g). 凝灰岩 2点 (1.71g), ホルンフェルス 4点 (0.84g),J, 馬瑞• 玉髄 1点 (12.30g)がある。

3)出土遺物（第28-33図）

1 は王馬瑞•玉髄， 2は嶺岡産頁岩， 3・5はホルンフェルス， 4・6は信州和田峠周辺産の黒曜石， 7 

は頁岩によるナイフ形石器で， 1・2は二側縁加工， 3・4は一側縁加工' 5は部分加工. 6は上半部．

7は下半部が欠損しており，形態は不明である。 1は不定型な剥片の打面側を基部として， 2は石刃状の

縦長剥片の打面側を先端部として，二側縁に細かい調整加工を行っており， 2は左側縁の上半部に刃こぽ

れが見られる。 3・4は縦長剥片の打面側を先端部として．左側縁に急角度の調整加工を行っており. 3 

は表面の右側縁と裏面の左側縁に刃こぼれが見られる。 5は縦長剥片の打面側を先端部として，右側縁下

半部に急角度の調整加工を行っている。

8・9は産地不明の黒曜石， 10は硬質緻密な頁岩. 11は安山岩による楔形石器で，両端に対向する剥離

痕が見られる。

12は信州和田峠周辺産の黒曜石， 13・14は頁岩. 15は北関東産頁岩， 16は嶺岡産頁岩. 17はホルンフェ

ルスによる加工痕ある剥片である。 12は両側縁, 13・16は左側縁の一部， 14は右側縁下半部. 15は裏面の

末端， 17は裏面の左側縁の一部に調整加工を行っている。なお， 15・16は石核の可能性もある。

18・19は東北産頁岩, 20は凝灰岩. 21は頁岩による使用痕ある剥片である。 18は左側縁， 19は正面の右

側縁上半部と裏面の左側縁の一部, 20は裏面の左側縁の一部. 21は右側縁の一部に刃こぼれが見られる。

22·24は頁岩， 23は粘板岩， 25は瑞瑞• 玉髄による石刃である。 22は右側縁の一部に刃こぼれ. 23は右

側縁の一部に細かい剥離痕, 24は裏面の左側縁の一部に細かいあるいは微細な剥離痕が見られる。 22は2

点が接合して 1個体となる。

26は砂岩による石斧である。比較的小型で扁平な礫を素材として．両面の右側と正面の左側上部には器

体中央部まで及ぶような調整加工．正面の左側縁下半部から末端にかけては細かい調整加工を行っている。

特に研磨した痕跡は見られない。

27は頁岩， 28・29は砂岩による敲石である。 27は細長い礫の両端に敲打痕や剥離痕，使用に伴うものか

不明だが，裏面のほぼ中央に爪で引っ掻いたような極めて浅い敲打痕状の痕跡が見られる。ほぽ中央で2

つに欠損しているが，接合して 1個体となる。 28はやや不定型で細長い礫， 29はやや円に近い楕円形の礫

の両端に敲打痕や剥離痕が見られる。
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第2節 第 1文化層

30・31は安山岩， 32・33は頁岩， 34は北関東産頁岩， 35・37は凝灰岩， 36は砂岩による剥片である。 30

-34は縦長剥片あるいは石刃状の縦長剥片で， 32・33は背面からの剥離痕が見られることから，稜付きの

石刃の可能性がある。 35・36は不定型な剥片， 37は横長剥片である。

38は軟質な安山岩， 39は凝灰岩， 40はチャート， 41-43は信州和田峠周辺産の黒曜石， 44・52・53・

59・61は安山岩， 45は北関東産頁岩， 46・50・51・55・57はホルンフェルス， 47は嶺岡産頁岩， 48・49・

58・60・63は頁岩， 54・56は流紋岩， 62は璃瑞・ 玉髄， 64は硬質緻密な頁岩による石核である。 38-46・

59・62は打面を転移しながら不定型な剥片を剥離している。 47-52は打面と作業面を入れ替えながら求心

的な剥離作業を行っている。 53-57・60・61・64は打面と作業面を入れ替えながら剥離作業を行っている。

58は両面の周辺に細かい剥離痕が見られる。削器あるいは楔形石器の可能性もある。 63は縦長剥片の左側

面に剥離痕が見られる。その剥離面との新旧関係は不明だが，両面の末端に刃こぽれなどが見られること

から，刃部再生の可能性もある。

4)接合資料とその関連資料（第34-42図）

・C4-38 (第34図65-67) 灰色 (7.5Y4/1)などの安山岩である。 65は剥片 2点 (66・67)の接合資料で

ある。 180度打面を転移して剥離されている。正面には加撃軸に直交する剥離痕も見られる。

・C4-89 (第34図68-70) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの東北産頁岩である。 68は剥片 2点 (69・70)の接

合資料である。

・C4-107 (第34図71-73) 灰オリーブ色 (5Y4/2) などの嶺岡産頁岩である。 71は剥片 2点 (72・73)

の接合資料である。 180度打面を転移して剥離されている。

・C4-140 (第34図74-76) 内部は灰色 (10Y5/1)などの頁岩である。 74は剥片 2点 (75・76)の接合資

料である。

・C4-166 (第34図77-79) オリーブ灰色 (5GY5/1) などのチャートである。 77は剥片 2点 (78・79)

の接合資料である。

・C4-221 (第34図80-82) オリーブ灰色 (2.5GY6/1) などのi馬瑞• 玉髄である。 80は剥片 2点 (81・

82)の接合資料である。 180度打面を転移して剥離されている。

・C4-150 (第35図83-85) 灰色 (5Y5/1) などの頁岩である。 83は剥片 3点 (2個体； 84・85)の接合

資料である。 85は2点が接合して 1個体となる。

・C4-4 (第35図86-89) 透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。

86は剥片 3点 (87-89)である。

・C4-151 (第35図90-93) 灰色 (5Y5/1)などの頁岩である。 90は剥片 3点 (91-93)の接合資料であ

る。

・C4-192 (第35図94-96) 灰色 (5Y5/1) などのホルンフェルスである。 94は剥片 3点 (2個体； 95・ 

96)の接合資料である。 96は2点が接合して 1個体となる。

・C4-191 (第35図97-99) 灰色 (5Y5/1)などのホルンフェルスである。 97は剥片 4点 (2個体； 98・ 

99)の接合資料である。 98・99はそれぞれ， 2点が接合して 1個体となる。

・C4-163 (第36図100-102) 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/1) などのチャートである。 100は楔形石器 1点

(102), 剥片 1点 (101)の接合資料である。 102は両端に対向する剥離痕が見られる。 101は楔形石器の削

片である。
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2 C 4-Cブロック

・C4-3 (第36図103-105) 黒色などの黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。 103は剥片 l点

(104), 石核 1点 (105)の接合資料である。打面転移を繰り返しながら， 104を含む小型で不定型な剥片

を剥離している。

・C4-129 (第36図106-108) オリーブ灰色 (10Y5/2) などの硬質緻密な頁岩である。 106は剥片 l点

(107), 石核 1点 (108)の接合資料である。打面転移を繰り返しながら， 107を含む不定型な剥片を剥離

しており，末端の両面に残る剥離痕から，両極打法による剥離も考えられる。

・C4-139 (第36図109-111) 灰色 (10Y5/l)などの頁岩である。 109は剥片 1点 (llO),石核 1点 (lll)

の接合資料である。厚みのある剥片の末端の傾斜した平坦面を打面として， llOを剥離し，その後も頭部

調整を行いながら，小型で不定型な剥片を剥離している。

・C4-174 (第37図112-114) 明オリーブ灰色 (5GY7/l)などの凝灰岩である。 112は剥片 1点 (ll3),

石核 1点 (114)の接合資料である。 114は厚みのある剥片の平坦面を打面として，小型で不定型な剥片を

剥離している。

・C4-165 (第37図115-117) オリーブ灰色 (2.5GY5/l) などのチャートである。 ll5は剥片 1点 (116),

石核 1点 (ll7)の接合資料である。小型でやや細長い不定型な礫を 2分割し，その分割面を打面として，

小型で不定型な剥片を剥離している。

・C4-190 (第37図118-121) 灰色 (10Y6/l)などのホルンフェルスである。 ll8は剥片 1点 (ll9), 石

核 1点 (120)の接合資料である。 120はやや厚みのある礫を素材として，打面と作業面を入れ替えながら，

求心的な剥離作業により不定型な剥片を剥離している。その後， ll9の剥離後は同一面を作業面として，

縦長剥片を剥離している。

121は接合しなかった同一母岩の不定型な剥片である。

・C4-25 (第38図122-127) 黒色と黒灰色が縞状に入る黒曜石である。産地は不明である。 122は剥片 3

点 (123-125)の接合資料である。 123を剥離した後 90度打面を転移して， 124・125を剥離している。

126は接合しなかった同一母岩の使用痕ある剥片である。正面の上部と裏面の末端に刃こぼれが見られ

る。 127は接合しなかった同一母岩の石核である。打面転移を繰り返しながら，小型で不定型な剥片を剥

離している。

・C4-39 (第38図128-132) 灰オリーブ色 (5Y6/2)などの流紋岩である。 128は剥片 3点 (129-131),

石核 1点 (132)の接合資料である。やや小振りの握り拳大の扁平な礫を素材として，打面と作業面を入

れ替えながら不定型な剥片を剥離している。

・C4-106 (第39図） 褐色 (10YR4/4) などの嶺岡産頁岩である。 133は加工痕ある剥片 2点 (1個体；

135), 剥片 3点 (136-138), 石核 3点 (2個体； 134・139)の接合資料である。厚みのない礫を素材と

して， 134と135-139が節理で分割され，さらに， 134の個体， 135を含む個体， 136-139の個体でそれぞ

れ剥離作業が行なわれている。なお， 135の接合は接合面の狭さから，非接合の可能性も無いとはいえない。

その場合， 134・135-139が2個体に分割され，それぞれで剥離作業が行われたと考えられる。 134は打面

と作業面を入れ替えながら，剥離作業を行なっている。 135は裏面の右側縁上部の剥離痕を調整加工と考

えた。また， 135の素材については，節理あるいは節理状の剥離が多く，主要剥離面を明確に断定するこ

とが出来なかったため，チャンク状の剥片と考えた。 135・139はそれぞれ， 2点が接合して 1個体となる。

140は剥片 2点 (141・142)の接合資料である。
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第2節 第 1文化層

・C4-189 (第40図） 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。 143は剥片 9点 (5個体； 143-148), 

石核 1点 (149)の接合資料である。この接合は144-147と148の2つに分割し， 144は左方向， 145は上方

向， 146・147は左方向， 148は上方向から順に剥離している。 149は打面と作業面を入れ替えながら，不定

型な剥片を剥離している。

・C4-30 (第41・42図） 灰色 (5Y5/l)などの安山岩である。 150は剥片16点 (13個体； 151-159・161-

164), 砕片 1点 (165),石核2点 (160・166)の接合資料である。 151・152は上方向， 153・154は下方向，

155-158は上方向から順に剥離し，また， 159-162と163-165は2つに分割した後 159は右方向， 160は

上方向， 161・162は右方向から順に剥離し， 163は左方向， 164は右方向から順に剥離している。さらに

165は上方向から剥離されている。 166は打面と作業面を入れ替えながら求心的な剥離作業により小型で不

定型な剥片を剥離している。

167は剥片 5点 (3個体； 168・169・171), 石核2点 (1個体； 170)の接合資料である。 168・169は左

方向， 170は上方向， 171は左方向から順に剥離している。その後， 170は主要剥離面を打面として求心的

な剥離作業により小型で不定型な剥片を剥離している。

第4表 C 4-Cブロック礫組成

母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

C4R-680 AN 1 402.10 C4R-715 SA 3 342.84 C4R-750 TU 3 55.53 

C4R-681 AN 1 73.98 C4R-716 SA 4 366.59 C4R-751 TU 1 209.38 
C4R-682 TO 1 57.84 C4R-717 SA 2 49.24 C4R-752 TU 1 18.14 

C4R-683 RH 1 100.79 C4R-718 SA 3 17.34 C4R-753 TU 1 75.39 
C4R-684 RH 1 89.37 C4R-719 SA 2 96.10 C4R-754 TU 1 91.23 

C4R-685 RH 1 63.32 C'4R-720 SA 1 278.41 C4R-755 TU 1 12.89 

C4R-686 RH 1 4.23 C4R-721 SA 1 93.51 C4R-756 TU 1 7.58 

C4R-687 RH 1 8.83 C4R-722 SA 1 133.96 C4R-757 TU 1 61.56 

C4R-688 RH 1 46.81 C4R-723 SA 1 21.82 C4R-758 TU 1 4.34 

C4R-689 RH 1 10.20 C4R-724 SA 1 22.48 C4R-759 SL 1 10.36 

C4R-690 RH 1 1.43 C4R-725 SA 1 11.84 C4R-760 HO 2 295.62 

C4R-691 RH 1 1.23 C4R-726 SA 1 7.98 C4R-761 HO 1 37.11 

C4R-692 CH 2 23.87 C4R-727 SA 1 12.84 その他 RH 1 71.28 
C4R-693 CH 1 337.45 C4R-728 SA 1 23.85 その他 SA 1 424.21 

C4R-694 CH 1 48.68 C4R-729 SA 1 70.44 

C4R-695 CH 1 34.76 C4R-730 SA 1 40.76 

C4R-696 CH 1 52.96 C4R-731 SA 1 26.78 

C4R-697 CH 1 27.99 

C4R-698 CH 1 13.36 

C4R-699 CH 1 15.18 

C4R-700 CH 1 14.24 

C4R-701 CH 1 7.69 

C4R-702 CH 1 9.39 

C4R-703 CH 1 1.33 

C4R-704 CH 1 0.90 

C4R-705 CH 1 8.72 

C4R-706 CH 1 112.26 

C4R-707 SA 2 145.44 

C4R-732 SA 1 12.08 

C4R-733 SA 1 53.67 

C4R-734 SA 1 8.96 

C4R-735 SA 1 0.37 

C4R-736 SA 1 66.13 

C4R-737 SA 3 13.70 

C4R-738 SA 2 19.31 

C4R-739 SA 1 35.35 

C4R-740 SA 1 14.16 

C4R-741 SA 1 5.14 

C4R-742 SA 1 60.43 

石 材 個数 重量

安山岩(AN) 2 476.08 

安山岩{TO) 1 57.84 

流紋岩(RH) 10 397.49 

チャート(CH) 16 708.78 

凝灰岩(TU) 31 1,122.02 

粘板岩(SL) 1 10.36 

砂岩(SA) 58 4,146.32 

ホルンフェルス(HO) 3 332.73 

合 計 122 7,251.62 

C4R-708 SA 1 196.39 C4R-743 SA 1 18.37 

C4R-709 SA 1 496.25 C4R-744 SA 1 0.89 

C4R-710 SA 1 181.39 C4R-745 TU 2 18.73 

C4R-711 SA 1 257.48 C4R-746 TU 7 346.05 

C4R-712 SA 1 82.58 C4R-747 TU 1 81.96 

C4R-713 SA 1 89.89 C4R-748 TU 1 1.93 

C4R-714 SA 7 347.35 C4R-749 TU ， 137.31 
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第5表 C 4-Cブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

C4-l(OBA) 1 1 

C4-2(0BA) 1 1 

C4-3(0BB) 1 1 2 

C4-4(0BB) 5(4) 5(4) 

C4-5(0BB) 1 1 2 

C4-6(0BB) 3 1 4 

C4-7(08Bl 2 2 

C4-8(0BB) 1 1 

C4-9(0BB) 1 1 

C4-10(0BB) 1 1 

C4-1HOBB) 1 1 

C4-13(0BBl 1 1 

C4-14(0BB) 1 1 

C4-15(0BB) 1 1 

C4-16(0BB) 2 2 

C4-17(0BB) 1 1 

C4-18(0BB) 1 1 

C4-19(0BB) 2 2 

C4-20(0BB) 1 1 

C4-21(0BB) 2 2 

C4-22(0BB) 1 1 

C4-23(0BB) 1 1 

C4-24(0BB) 2 2 

C4-25(0BG) 1 4 1 6 

C4-26(0BG) 2 2 

C4-27(0BG} 2 2 

C4-28(0BG) 1 1 

C4-29(0BG) 1 1 

C4-30(AN) 30(25) 1 4(3) 35(29) 

C4-31(AN) 2(1) 2(1) 

C4-32(AN) 2 1 3 

C4-33(AN) 1 1 

C4-34(AN) 1 1 

C4-35(AN) 1 1 

C4-36(AN) 2(1) 2(1) 

C4-37(AN) 2 1 3 

C4-38(AN) 4 4 

C4-39(RH) 3 1 4 

C4-40(SA) 1 1 

C4-41(AN) 1 1 

C4-42(AN) 3 3 

C4-43(AN) 2 2 

C4-44(AN) 2 2 

C4-45(AN) 2 2 

C4-46(AN) 1 1 

C4-47(AN) 1 1 

C4-48(AN) 1 1 

C4-49(AN) 1 1 

C4-50(AN) 1 1 

C4-51(AN) 1 1 

C4-52{AN} 1 1 

C4-53(AN) 1 1 

C4-54(AN) 1 1 

C4-55(AN) 1 1 

C4-56(AN) 1 1 

C4-57(AN) 1 1 

C4-58(AN) 1 1 

C4-59(AN) 1 1 

C4-60(AN} 1 1 

C4-61(AN) 1 1 
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2 C 4-Cプロック

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

C4-62(AN) 1 1 

C4-63(AN) 1 1 

IC4-64(AN) 1 1 

C4-65(AN) 1 1 

C4-66(AN) 1 1 

C4-67(AN) 1 1 

C4-68(AN) 1 1 

C4-69(AN) 1 1 

C4-70(AN) 1 1 

C4-71(AN) 1 1 

C4-72(TOl 1 1 

C4-73(TOl 1 1 

C4-74(TO) 1 1 

C4-75(TOl 1 1 

C4-76(TO) 1 1 

C4-77(TOl 1 1 

C4-78(TOl 1 1 

C4-79(TO) 1 1 

C4-80(TO) 4 4 

C4-81(TO) 1 1 

C4-82(TOl 1 1 

C4-83(TO) 1 1 

C4-84(RH) 1 1 

C4-85(RH) 1 1 

C4-86(RH) 1 1 

C4-87(RH) 1 1 

C4-88(RH) 1 1 

C4-89(SHA) 4 4 

C4-90(SHA} 1 1 

C4-91(SHA) 1 1 

C4-92(SHA) 1 1 

C4-93(SHA) I 1 

C4-94(SHA) 1 1 

C4-95(SHA} 1 1 

C4-96(SHB) 1 1 

C4-97(SHB) 1 1 

C4-98(SHB) 1 1 

C4-99(SHB) 1 1 

C4-100(SHB) 1 1 

C4-101(SHB) 1 1 

C4-102(SHBl 1 1 

C4-103(SHB) 1 1 

C4-104(SHB} 1 1 

C4-105(SHB) 1 1 

C4-106(SHC) 2(1) 17(15) 2 3(2) 24(20) 

C4-107(SHC) 2 2 

C4ー108(SHC) 1 1 

C4-109(SHC) 1 1 

C4-110(SHC) 1 2 3 

C4-111(SHC) 1 1 

C4-112(SHC) 1 1 

C4-113(SHC) 1 1 

C4-114(SHC) 1 1 

C4-115(SHC) 1 1 

C4-116(SHC) 3 3 

C4-117(SHC) 1 1 

C4-118(SHC) 1 1 

C4-119(SHC) 1 1 

C4-120(SHC) 2 2 

C4-121(SHC) 1 1 
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母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

C4-1 22(SHC) 1 1 

C4-123(SHCl 1 1 

C4-124(SHC) 1 1 

C4-125(SHC) 1 1 

C4-126(SHC) 1 1 

C4-127(SHC) 1 1 

C4-128(SHC) 1 1 

C4-129(SHD) 1 1 2 

C4-130(SHD) 1 1 

C4-131(SHD) 1 1 

C4-132(SHD) 1 1 

C4-133(SHDl 1 1 

C4-134(SHD) 1 1 

C4-135(SHD) 1 1 

C4-136(SHD) 1 1 

C4-137(SHD) 1 1 

C4-138(SHE) 2(1) 2(1) 

C4-139(SHE) 2 1 3 

C4-140(SHE) 2 1 3 

C4-141CSHE) 1 2(1) 2 2 7(6) 

C4-142(SHE) 1 1 

C4-143(SHEl 1 1 

C4-144(SHE) 1 1 

C4-145(SHE) 1 1 

C4-146(SHE) 1 1 

C4-147(SHE) 1 1 

C4ー148(SHE) 1 1 

C4-149(SHE) 2(1) 2(1) 

C4-150(SHE) 3(2) 3(2) 

C4-151(SHE) 3 3 

C4-152(SHE) 1 1 

C4-153(SHE) 1 1 1 3 

C4-154(SHE) 1 1 

C4-1 55(SHE) I 1 

C4-156(SHE) 1 1 2 

C4-157(SHE) 1 1 

C4-158(SHE) 1 1 

C4-159(SHEl 1 1 

C4-160(SHE) 1 1 

C4-161(SHE) 1 1 

C4-162(SHE) 1 1 

C4-163(CH) 1 1 2 

C4-164(CH) 1 2(1) 3(2) 

C4-165(CH) 1 1 2 

C4-166(CH) 2 2 

C4-167(CH) 1 1 

C4-168(CH) 1 1 

C4-169(CH) 1 1 

C4-170(CH) 1 1 

C4-171(CH) 1 1 

C4-172(CH) 1 1 

C4-173(CH) 1 1 

C4-174(TU) 2 1 3 

C4-175(TU) 1 1 

C4-176(TU) 1 1 

C4-177(TU) 1 1 

C4-178(TU) 1 1 

C4-179(TU} 1 1 

C4-180(TU) 1 1 

C4-181(SL) 1 1 
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2 C 4-Cプロック

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

C4-182(SL) 1 1 

C4-183(SLl 1 1 

C4-184(SL) 1 1 

C4-185(SA) 1 1 

C4-186(SA) 1 1 

C4-187(SA) 1 1 

C4-188(SA) 1 1 

C4-189{HO) 2 13(9) 1 16(12) 

C4-190(HO) 2 1 3 

C4-191(HO) 6(4) 1 7(5) 

C4-192{HO) 3(2: 3(2) 

C4-193(HO) 1 1 

C4-194(HOl 1 1 

C4-195(HO) 1 1 

C4-196(HO) 1 1 

C4-197(HOl 1 1 

C4-198(HO) 1 1 

C4-199(HO) 1 1 

C4-200(HO) 1 1 

C4-201(HO) 1 1 

C4-202(HO) 1 1 

C4-203(HO) 1 1 2 

C4-204(HOl 1 1 

C4-205(HO) 1 1 

C4-206(HO) 1 1 

C4-207(HO) 1 1 

C4-208(HO) 1 1 

C4-209(HO) 1 1 

C4-210(HO) 1 1 

C4-21 l(HO) 1 1 

C4-212(HO) 1 1 

C4-213(HO) 1 1 

C4-214(HO) 1 1 

C4-215(HO) 1 1 

C4-216(HO) 1 1 

C4-217(HO) 1 1 

C4-218(HO) 2 2 

C4-219(HO) 2 2 

C4-220(HO) 1 1 

C4-221(CC) 3 3 

C4-222(CC) 1 1 

C4-223(CC) 1 1 

C4-224(CC) 1 1 

C4-225(CC) 2 2 

C4-226(CC) 1 1 

C4-227(CC) 1 1 

C4-228(CC} 1 1 

C4-229(CC) 1 1 

C4-230(CC) 1 1 

C4-231(CC) 1 1 

C4-232(CC) 1 1 

C4-233(CC) 1 1 

C4-234(CC) 1 1 

C4-235(CC) 1 1 

C4-236(CC) 1 1 

C4-279(HO) 1 1 

C4-292(0BG) 1 1 

Iその他(OBB) 8 6 14 

Iその他(OBG) 1 2 3 

Iその他(AN) 1 27 28 
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第2節第 1文化層

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co 
その他(TO) 4 

その他(SHC) 2 2 1 

その他(SHE) 6 

Iその他(CH) 2 

その他(TU) 1 1 

Iその他(HO) 4 

Iその他(CC) 1 

合 計 7 8 11(10) 5 5(4) 1 4(3) 350(331) 31 49(46) 

第6表 C 4-Cブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co 
黒曜石A(OBA) 2 

黒暉石B(OBB) 2 1 35(34) 7 4 

里暉右G(OBG) 2 1 10 2 1 

I安山岩(AN) 1 104(97) 1 10(9) 

1安山岩(TO) 18 1 

流紋岩(RH) 6 3 

I頁岩A(SHA) 2 7 1 

頁 岩B(SHB) 2 7 1 

頁 岩C(SHC) 1 3(2) 44(42) 4 5(4) 

頁 岩D(SHDl 1 7 2 

百岩E(SHE) 1 2 1 3(2) 2(1) 26(24) ， 6 

キヤート(CH) 1 12 1 4(3) 

凝灰岩(TU) 1 6 2 2 

粘板岩(SU 1 3 

砂岩(SA) 1 2 2 

ホルンフェルス(HO) 2 3 3 44(37) 5 8 

璃瑞•玉髄(CC) 1 1 17 1 

合 計 7 8 11(10) 5 5(4) 1 4(3) 350(331) 31 49(46) 

3 E4-Aブロック（第43-50図，第 7-9表，図版3, カラー図版5・9)

1) ブロックの概要

SM SP MB MC 合計

4 

5 

6 

2 

2 

4 

1 

471(446) 

SM SP MB MC 合計

2 

49(48) 

16 

116(108) 

19 ， 
10 

10 

57(53) 

10 

50(46) 

18(17) 

11 

4 

5 

65(58) 

20 

471(446) 

E4-Aブロックは，調査範囲西側のD3-89・96-99,D4-05-09・29, E3-83・84・90-94, E4-00-

04・10-13・21-23・32グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点（台

地の縁辺）までの距離は20mである。プロックの規模と形状は，長軸36m,短軸19mの範囲に154点の石

器・礫が分布する。その内，原位置不明の遺物が2点ある。出土層位は， N・V層から X層にかけて，

120cmほどの高低差をもって包含されているが，中心は調査時の所見によれば， IXa層からIXc層で， 40cm

ほどである（第43-45図）。なお，後述するE4-Bブロックについて，遺物の注記によればE4-07グリッド

であったが， D4-07グリッドの可能性が高く，その場合， E4-Aブロックに帰属すると考えられる。

ブロックは，ナイフ形石器4点，削器2点．楔形石器 1点，加工痕ある剥片 9点，使用痕ある剥片2点，

石刃 1点，敲石 2点剥片84点 (80個体），砕片23点，石核13点 (12個体）の合計141点 (136個体）と礫

13点で構成される。石器石材は，黒曜石B47点 (44個体），黒曜石G5点，安山岩20点，軟質の安山岩 3

点 流 紋 岩 l点，頁岩A3点頁岩B2点，頁岩C2点，頁岩D3点頁岩Ell点．チャート13点，凝灰

岩 1点粘板岩2点，砂岩10点 (9個体），ホルンフェルス12点．瑞瑞・ 玉髄6点 (5個体）である。礫

石材は，流紋岩 3点 (2母岩； 33.25 g), チャート 4点 (4母岩； 123.69 g), 凝灰岩 1点 (1母岩；

11.54 g), 砂岩4点 (4母岩； 123.76 g), ホルンフェルス 1点 (1母岩； 28.85 g) で，識別率は100%で

ある。
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第2節 第 1文化層

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは78母岩を識別した。内訳は，黒曜石B20母岩 (E4-l -19・86), 黒曜石G1母岩 (E4-

20), 安山岩11母岩 (E4-21-31), 軟質の安山岩 3母岩 (E4-32-34), 流紋岩 l母岩 (E4-35), 頁岩A

2母岩 (E4-36・37), 頁岩B2母岩 (E4-38・39), 頁岩C2母岩 (E4-40・41), 頁岩D3母岩 (E4-42

-44), 頁岩E7併岩 (E4-45-51), チャート11母岩 (E4-52-62), 凝灰岩 1母岩 (E4-63), 粘板岩 2

母岩 (E4-64・65), 砂岩 1母岩 (E4-66), ホルンフェルス 9母岩 (E4-67-75), :E. 馬瑞• 玉随2舟岩 (E4-

76・77)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は86%(121/141点）である。

・E4-l : 自然面は平滑で， 自然面・内部・新鮮な面は黒色の黒曜石である。信朴l和田峠周辺産と考えら

れる。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 1点，剥片 3点 (2個体），石核 3点 (2個体）の合計7点 (5

個体； 38.76 g) である。接合資料は， 2グループあり， Aは，加工痕ある剥片 1点，剥片 3点 (2個体），

石核 1点の合計5点 (4個体； 29.76 g)である。 Bは，石核 2点 (1個体； 9.00 g)がE4-Bブロックの

石核 1点と接合して 1個体となる。

・E4-2 : 自然面は平滑で暗灰色 (N3/0), 内部は黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。

石器群の内訳は，剥片 1点，砕片 1点，石核 1点の合計3点 (11.66g) である。接合資料は，剥片 1点，

砕片 1点，石核 1点の合計3点 (11.66g) がE4-Bブロックの剥片 1点，石核 2点 (1個体）と接合して

いる。

・E4-3 : 自然面は紙ヤスリ状で灰色 (N4/0), 内部は黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えら

れる。石核 1点 (7.42g)の単独資料である。

・E4-4 : 黒色の黒曜石である。信1+1和田峠周辺産と考えられる。石核 l点 (7.88g)の単独資料である。

・E4-5 : 自然面は紙ヤスリ状で暗灰色 (N3/0), 内部は黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考え

られる。ナイフ形石器 l点 (2.90g)の単独資料である。

・E4-6 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は黒色の黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。使

用痕ある剥片 1点 (0.96g)の単独資料である。

・E4-7 : 内部は黒色，節理はにぶい黄橙色 (10YR7/3)の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられ

る。剥片 1点 (0.51g)の単独資料である。

・E4-8 : 黒色の黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 3点 (2.65g) 

である。

・E4-9 : 自然面は比較的平滑で暗灰色 (N3/0), 黒色の地に暗赤褐色の筋が入る黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器 l点 (2.26g) の単独資料である。

・E4-10: 黒色の地に暗赤褐色が縞状に混じる黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。ナイフ形

石器 l点 (6.63g)の単独資料である。

・E4-ll : 自然面は比較的平滑で暗赤褐色，内部は透明な地に暗黒灰色• 暗赤褐色が縞状に混じる黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (2.95g)の単独資料である。

・E4-12: 内部及び新鮮な面は暗黒灰色半透明な黒曜石である。信朴l和田峠周辺産と考えられる。剥片 1

点 (2.75g) の単独資料である。

・E4-13: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰色 (N3/0), 透明な地に暗灰色の筋が多数入る黒曜石である。信朴l

和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.28g) である。
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3 E 4-Aブロック

・E4-14: 透明な地に暗黒灰色のモヤ状の縞が入る黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。剥片

1点 (0.98g)の単独資料である。

・E4-15: 自然面は紙ヤスリ状で暗灰色 (N3/0), 内部は透明な地に暗黒灰色のモヤの入る黒曜石である。

信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，砕片 2点 (0.58g)である。

・E4-16: 自然面は紙ヤスリ状で明黄褐色 (2.5Y6/6), 内部は黒灰色の黒曜石である。信州和田峠周辺産

と考えられる。剥片 1点 (1.03g)の単独資料である。

・E4-17: 自然面は比較的平滑で， 自然面• 内部・新鮮な面は薄墨を流したような黒曜石である。信州和

田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は．剥片 3点 (2個体； 5.20 g)である。接合資料は，剥片 2点

(1個体； 4.15 g)である。

・E4-18: 薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (1.18g)

の単独資料である。

・E4-19: 自然面は紙ヤスリ状で灰色 (N4/0), 内部は透明な地に淡黒灰色のモヤの入る黒曜石である。

信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (1.23g)の単独資料である。

・E4-20: 自然面は比較的平滑で灰色 (N4/0), 内部は黒色の黒曜石である。の 1mmほどの灰白色の央雑

物を多数含む。産地は不明である。石器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，加工痕ある剥片 2点，剥片 2点

の合計5点 (32.68g)である。接合資料は，加工痕ある剥片 2点 (10.88g)である。

・E4-21: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は黄灰色 (2.5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安

山岩である。石器群の内訳は，剥片 4点，石核 1点の合計5点 (53.15g)である。接合資料は， 2グル

ープあり ,Aは剥片 2点．石核 1点の合計3点 (48.49g)である。 Bは剥片 2点 (4.66g)である。

・E4-22: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)・ 灰色 (5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)

の安山岩である。石器群の内訳は，加工痕ある剥片 l点，剥片 2点，石核 1点の合計4点 (42.84g)で

ある。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (29.15g)である。

・E4-23: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y6/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山

岩である。石核 1点 (10.86g)の単独資料である。

・E4-24: 内部は灰色 (10Y6/l). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (6.67g)の単

独資料である。

・E4-25: 自然面は比較的平滑で灰色 (5Y6/l), 内部は灰色 (5Y5/l). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安

山岩である。剥片 1点 (6.84g)の単独資料である。

• E4-26: 自然面は爪形の裂痕があり黄褐色 (2.5Y5/3), 内部は灰色 (5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)

の安山岩である。剥片 l点 (6.78g)の単独資料である。

・E4-27: 内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。 E4-28・29と同一舟岩の可

能性がある。剥片 1点 (4.52g)の単独資料である。

・E4-28: 内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。 E4-27・29と同一母岩の可

能性がある。剥片 1点 (3.35g)の単独資料である。

・E4-29: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)の安山岩である。 E4-27・28と同一

母岩の可能性がある。剥片 1点 (3.64g)の単独資料である。

・E4-30: 内部は黄灰色 (2.5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (1.04g)の
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単独資料である。

・E4-31 : 暗灰黄色 (2.5Y5/2)の安山岩である。剥片 1点 (0.70g)の単独資料である。

・E4-32: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は灰白色 (7.5Y7/l)の地に灰白色 (2.5Y8/l)が部分

的に混じり，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の軟質の安山岩である。石核 l点 (34.62g)の単独資料である。

・E4-33: 内部は灰白色 (5Y7/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (3.75g) 

の単独資料である。

・E4-34: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/4), 内部は灰白色 (5Y7/l)・ 灰白色 (2.5Y8/2)の軟質

の安山岩である。剥片 1点 (4.73g)の単独資料である。

・E4-35: 自然面は比較的平滑で灰色 (5Y5/l), 内部は灰色 (5Y5/l)の地に灰オリーブ色 (5Y5/2)の

粒が混じり，節理は明褐色 (7.5YR5/6), 新鮮な面は灰色 (N4/0)の流紋岩である。剥片 1点 (21.32g) 

の単独資料である。

・E4-36: 灰黄褐色 (10YR5/2)の東北産頁岩である。加工痕ある剥片 1点 (7.73g)の単独資料である。

・E4-37: 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)の東北産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (5.17g)である。

・E4-38: 自然面は比較的平滑でにぶい黄橙色 (10YR6/4), 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)・ 暗灰黄色

(2.5Y5/2)の北関東産頁岩である。加工痕ある剥片 l点 (5.98g)の単独資料である。

・E4-39: 自然面は平滑で褐色 (10YR4/6), 内部は黄褐色 (2.5Y5/4)の北関東産頁岩である。剥片 1点

(7.46 g)の単独資料である。

・E4-40: 自然面は平滑で褐色 (10YR4/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・オリーブ褐色 (2.5Y4/4)・

黄褐色 (2.5Y5/3)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (10.26g)の単独資料である。

・E4-41 : 自然面は平滑でにぶい黄褐色 (10YR5/4)・褐色 (10YR4/4), 内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の地に

黒褐色 (2.5Y3/l)が部分的に混じる嶺岡産頁岩である。剥片 l点 (5.89g)の単独資料である。

・E4-42: 自然面は平滑で， 自然面及び内部はオリーブ灰色 (5GY6/l)の地に淡黄色 (5Y8/3)の筋が入

る硬質緻密な頁岩である。敲石 1点 (247.56g)の単独資料である。

・E4-43: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部はオリーブ灰色 (10Y5/2), 節理は黒褐色 (2.5Y3/l)

の硬質緻密な頁岩である。削器 1点 (16.39g)の単独資料である。

・E4-44: 暗オリーブ灰色 (2.5GY4/l)・褐色 (5YR4/l)・ 暗赤褐色 (5YR3/2)の硬質緻密な頁岩である。

加工痕ある剥片 l点 (6.89g)の単独資料である。

・E4-45: 自然面は比較的平滑で灰色 (7.5Y6/l), 内部は灰色 (10Y6/l)・灰色 (10Y5/l)・灰色 (10Y4/l),

節理は黒褐色 (10YR3/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。削器 1点 (56.56g)の単独資料で

ある。

・E4-46: 内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は褐灰色 (7.5YR4/l)の頁岩である。石刃 1点 (4.82g)の単

独資料である。

・E4-47: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l),新鮮な面は灰色 (N4/0)・褐灰色 (5YR4/l)

の頁岩である。石核 1点 (17.77g)の単独資料である。

・E4-48: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l), 節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2),新鮮な面は暗

灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (16.76g)の単独資料である。

・E4-49 : 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4), 内部は灰白色 (7.5Y7/l)の地に灰色 (7.5Y6/l)の点紋が
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混じり，節理は黄褐色 (10YR5/6)・褐色 (10YR4/4), 新鮮な面は灰色 (N5/0)の頁岩である。剥片 1

点 (7.54g)の単独資料である。

・E4-50: 内部はオリーブ黄色 (5Y6/3),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。剥片 1点 (4.08g) 

の単独資料である。

・E4-51: 灰オリーブ色 (5Y6/2)の頁岩である。砕片 1点 (0.40g) の単独資料である。

・E4-52: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/4)の地に暗青灰色 (10BG3/l)の縞が混じり，内部は浅黄色

(2.5Y7/4)のチャートである。敲石 1点 (302.01g)の単独資料である。

・E4-53: 内部はオリーブ灰色 (2.5GY5/l)・灰色 (10Y4/l)の地に暗青灰色の筋が入り，新鮮な面は灰

色 (10Y4/l)・灰白色 (N8/0)のチャートである。楔形石器 1点 (4.87g)の単独資料である。

・E4-54: 自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/3), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)・ 青黒色 (10BG2/l),

新鮮な面は灰色 (10Y5/l)のチャートである。使用痕ある剥片 1点 (2.64g)の単独資料である。

・E4-55: 灰褐色 (10Y4/l)・オリーブ黒色 (10Y3/l)・灰オリーブ色 (7.5Y4/2)のチャートである。石

核 1点 (26.27g)の単独資料である。

・E4-56: 内部はオリーブ黒色 (5Y3/l)・ 暗緑灰色 (7.5GY4/l)・ 暗紫灰色 (5RP3/l), 節理は暗灰黄色

(2.5Y5/2)のチャートである。剥片 l点 (26.54g)の単独資料である。

・E4-57: 内部は青黒色 (lOBGl.7/1)・ 灰色 (5Y4/l), 節理は暗灰黄色 (2.5Y4/2)のチャートである。

加工痕ある剥片 1点 (31.12g)の単独資料である。

・E4-58: オリーブ灰色 (5GY5/l)の地に灰オリーブ色 (7.5Y34/2)・灰色 (10Y4/l)が部分的に混じる

チャートである。石器群の内訳は，剥片 2点 (18.19g)である。

・E4-59: 暗緑灰色 (10GY4/l)の地に暗紫灰色 (5RP4/l)が部分的に混じるチャートである。剥片 1点

(7.67 g)の単独資料である。

・E4-60: 自然面は凹凸がありオリーブ黒色 (5Y3/2), 内部はオリーブ黒色 (10Y3/2)・ 暗緑灰色

(7.5GY4/l)のチャートである。剥片 1点 (12.12g)の単独資料である。

・E4-61 : 自然面は凹凸があり黒褐色 (2.5Y3/2), 内部は黒褐色 (2.5Y3/l)・ 暗緑灰色 (7.5GY4/l)のチ

ャートである。剥片 l点 (1.48g)の単独資料である。

・E4-62: 灰色 (10Y5/l)・オリーブ黒色 (lOY3/l)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点 (1.26

g)である。

・E4-63: 内部は明オリーブ灰色 (5GY7/l), 節理は明黄褐色 (2.5Y6/6)・ 暗灰黄色 (2.5Y4/2), 新鮮な

面はオリーブ灰色 (5GY5/l)の凝灰岩である。剥片 l点 (21.54g)の単独資料である。

・E4-64: オリーブ黒色 (5Y3/l)の粘板岩である。剥片 l点 (5.02g)の単独資料である。

・E4-65: 灰色 (10Y4/l)の粘板岩である。剥片 1点 (0.56g)の単独資料である。

・E4-66: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (5Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2), 新鮮な面

は灰色 (5Y4/l)の砂岩である。石器群の内訳は，剥片10点 (9個体； 51.86 g)である。接合資料は，剥

片2点 (1個体； 30.68 g)である。

・E4-67: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，

剥片 2点 (21.65g)である。

・E4-68: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l), 節理は灰色 (10Y4/l)の地に暗灰黄色
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(2.5Y5/2)が混じるホルンフェルスである。剥片 1点 (42.02g)の単独資料である。

• E4-69: 自然面は平滑で灰色 (10Y4/l)・ にぶい褐色 (7.5YR5/4), 内部は灰色 (10Y5/l)の地に黄粉状

の点紋が入り，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片 l点 (43.22g)の単独資料である。

・E4-70: 内部は灰色 (10Y5/l)の地に黄粉状の点紋が入り，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェ

ルスである。剥片 1点 (29.79g)の単独資料である。

・E4-71 : 自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)の地に黄粉状の点紋が入り，新鮮な面はオ

リーブ黒色 (10Y3/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (11.08g)の単独資料である。

・E4-72: 自然面は比較的平滑で灰色 (10Y5/l), 内部は灰色 (10Y5/l)のホルンフェルスである。剥片

1点 (18.33g)の単独資料である。

・E4-73: 内部は黄灰色 (2.5Y4/l)の地に黄粉状の点紋が入り，新鮮な面は灰色 (5Y4/l)のホルンフェ

ルスである。剥片 1点 (4.02g)の単独資料である。

・E4-74: 灰色 (10Y4/l)・灰黄色 (2.5Y6/2) のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 2点

(4.53 g)である。

・E4-75: 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y4/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (1.72

g)の単独資料である。

・E4-76: 灰黄色 (2.5Y7/2) などのI馬瑞• 玉髄である。母岩の特徴はE3-Aブロックに記したとおりであ

る。石器群の内訳は，剥片 4点 (3個体），石核 l点の合計5点 (4個体； 51.12 g)である。接合資料は，

3グループあり， Aは剥片 1点石核 1点の合計2点 (40.17g)である。 Bは剥片 1点 (6.62g)がE3-

Aブロックの剥片 1点と接合している。 Cは剥片 2点 (1個体： 4.33 g)である。

・E4-77: 内部は淡黄色 (2.5Y8/3), 節理は黄橙色 (10YR7/8), 新鮮な面は灰白色 (N8/0)で半透明な

甥瑞• 玉髄である。加工痕ある剥片 1点 (10.46g)の単独資料である。

・E4-86: 透明な地に黒灰色のモヤが入る黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる剥片 1点 (1.13

g)の単独資料である。。

なお，母岩分類できなかった資料に，黒曜石Bl3点 (1.37g), 安山岩2点 (1.23g), 頁岩E4点 (0.55

g), ホルンフェルス 1点 (0.39g)がある。

3)出土遺物（第46-48図23-27)

1-3は信州和田峠周辺産の黒曜石によるナイフ形石器である。 1は二側縁加工で，横長剥片を横位に

用い，左側縁と右側縁下半部に細かい調整加工を行っている。また，裏面の左側縁上半部に刃こぽれが見

られる。 2は一側縁加工で，石刃の打面側を先端部として，右側縁に直角に近い急角度の調整加工を行っ

ている。また，裏面の右側縁に刃こぽれが見られる。 3は部分加工のナイフ形石器と考えたが，後述する

7に近い調整加工のあり方から，加工痕ある剥片とした方が良いかもしれない。縦長剥片の打面側を先端

部として，正面の左側縁下部と裏面の両側縁のほぽ中央に細かい調整加工を行っている。また，正面の右

側縁上部に刃こほれが見られる。

4は頁岩， 5は硬質緻密な頁岩による削器で， 4は鋭角， 5は急角度の調整加工を右側縁に行っている。

6はチャートによる楔形石器である。両端に対向する剥離痕が見られる。

7は硬質緻密な頁岩， 8は北関東産頁岩， 9 は東北産頁岩， 10は瑞瑞• 玉髄， 11はチャートによる加工

痕ある剥片である。 7は正面の右側縁上半部と裏面の両側縁のほぼ中央に調整加工を行っている。裏面の

-86-



3 E 4-Aブロック

剥離痕の大きさから石核の可能性もある。 8は左側縁の一部， 9は右側縁上半部， 10は裏面の左側縁， 11

は末端に細かい調整加工を行っている。また， 9は正面の左側縁と裏面の両側縁の一部， 10は両面の右側

縁に刃こぽれが見られる。 12はチャートによる使用痕ある剥片である。正面の右側縁と裏面の両側縁の一

部に刃こぼれが見られる。 13は頁岩による石刃である。

14はチャート， 15は硬質緻密な頁岩による敲石である。 14は細長く厚みがある礫の両端， 15は不定型で

やや細長く厚みがある礫の両端に敲打痕が見られる。

16は頁岩， 17は凝灰岩， 18・20はホルンフェルス， 19は砂岩， 21は信州和田峠周辺産の黒曜石， 22はチ

ャートによる剥片で， 16-21は縦長剥片， 22は不定型な剥片である。 19・21はそれぞれ， 2点が接合して

1個体となる。 21は両端に対向する細かい剥離痕が見られることから，楔形石器の削片の可能性がある。

23は安山岩， 24は信州和田峠周辺産の黒曜石， 25は軟質な安山岩， 26はチャート， 27は頁岩による石核

である。 23は打面を転移しながら，不定型な剥片を剥離している。 24-26は打面と作業面を入れ替えなが

ら求心的な剥離作業を行っている。また， 24は剥離痕の大きさ，正面の左側縁と裏面の右側縁に刃こぽれ

が見られることから，加工痕ある剥片，あるいは残核を使用した可能性がある。 27も縦長剥片の末端に細

かい剥離痕が見られる。その剥離痕の大きさから加工痕ある剥片の可能性がある。 26は全周に上面からの

剥離痕が見られる事から，打面再生剥片を素材としたと思われる。

4)接合資料とその関連資料（第48図28-33, 第49・50図）

・E4-20 (第48図28-30) 黒色などの黒曜石である。産地は不明である。 28は加工痕ある剥片 2点 (29・

30)の接合資料である。 29・30は右側縁に調整加工を行っている。

・E4-22 (第48図31-33) 灰色 (5Y5/l)などの安山岩である。 31は剥片 1点 (32), 石核 1点 (33)の

接合資料である。打面と作業面を入れ替えながら求心的な剥離作業により， 32を含む不定型な剥片を剥離

している。

・E4-21 (第49図34-37) 黄灰色 (2.5Y4/l) などの安山岩である。 34は剥片 2点 (35・36), 石核 l点

(37)の接合資料である。 37は石核と考えたが明らかに素材の主要剥離面を切る剥離面はないことから，

剥片の可能性もある。

・E4-76 (第49図38-43) 灰黄色 (2.5Y7/2) などの瑞瑞• 玉髄である。 38は剥片 1点 (39), 石核 l点

(40)の接合資料である。 40は素材の主要剥離面を打面として，小型で不定型な剥片を剥離している。

41は剥片 l点 (42),E3-Aブロックの剥片 1点 (43)の接合資料である。

・E4-2 (第50図44-48) 黒色などの黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。 44は剥片 l点

(45), E4-Bブロックの剥片 1点 (47), 砕片 1点 (46),石核 1点 (48),E4-Bブロックの石核2点 (1

個体； 48)の接合資料である。その内，本ブロックの石核 1点 (48)がE4-Bブロックの石核 2点 (48)

と接合して 1個体となる。 45は上方向， 46は右方向， 47は左方向から順に剥離している。 48は素材の主要

剥離面を打面として，求心的な剥離作業により，小型で不定型な剥片を剥離している。

・E4-l (第50図49-54) 黒色の黒曜石である。信1+1和田峠周辺産と考えられる。 49は加工痕ある剥片

1点 (50), 剥片 3点 (2個体； 51・52), 石核 1点 (53)の接合資料である。 51は2点が接合して 1個体

となる。また， 50・51は同時剥離（欠損）である。その後， 50は左側縁に調整加工を行っている。

54は石核 2点 (1個体； 54)がE4-Bブロックの石核 1点 (54) と接合して 1個体となる。求心的な剥

離作業により，小型で不定型な剥片を剥離している。
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3 E 4-Aプロック

第 7表 E 4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

E4-HOBB) 1 3(2) 3(2) 7(5) 

E4-2(0BB) 1 1 1 3 

E4-3(0BB) 1 1 

E4-4(0BBl 1 1 

E4-5(0BB) 1 1 

E4-6(0BB) 1 1 

E4-7(0BB) 1 1 

E4-8(0BB) 3 3 

E4-9(0BB) 1 1 

E4-10(0BB) 1 1 

E4-1 HOBB) 1 1 

E4-12(08Bl 1 1 

E4-13(0BB) 2 2 

E4-14(0BB) 1 1 

E4-15(0BB) 2 2 

E4-16(0BB) 1 1 

E4-17(0BB) 3(2) 3(2) 

E4-18(0BB) 1 1 

E4-19(0BB) 1 1 

E4-20(0BG) 1 2 2 5 

E4-2HAN) 4 1 5 

E4-22(AN) 1 2 1 4 

E4-23(AN) 1 1 

E4-24(AN) 1 1 

E4-25(AN) 1 1 

E4-26(AN) 1 1 

E4-27(AN) 1 1 

E4-28(AN) 1 1 

E4-29(AN) 1 1 

E4-30(AN) 1 1 

E4-31(AN) 1 1 

E4-32(TO) 1 1 

E4-33(TO) 1 1 

E4-34(TO) 1 1 

E4-35(RH) 1 1 

E4-36(SHA) 1 1 

E4-37(SHA} 2 2 

E4-38(SHB) 1 1 

E4-39(SHB) 1 1 

E4-40(SHC) 1 1 

E4-4HSHC) 1 1 

E4-42(SHD) 1 1 

E4-43(SHD) 1 1 

E4-44(SHD) 1 1 

E4-45(SHE) 1 1 

E4-46(SHE) 1 1 

E4-47(SHEl 1 1 

E4-48(SHE} 1 1 

E4-49(SHEl 1 1 

E4-50(SHE) 1 1 

E4-5HSHE) 1 1 

E4-52(CH) 1 1 

E4-53(CH) 1 1 

E4-54(CH) 1 1 

E4-55(CH) 1 1 

E4-56(CH) 1 1 

E4-57(CH) 1 1 

E4-58(CH) 2 2 

E4-59(CH} 1 1 

E4-60(CH) 1 1 
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母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

E4-6HCH) 1 1 

E4-62(CH) 2 2 

E4-63(TU) 1 1 

E4-64(Sll 1 1 

E4-65(SL) 1 1 

E4-66(SAl 10(9) 10(9 

E4-67(HO) 2 2 

E4-68(HO) 1 1 

E4-69(HO) 1 1 

E4-70(HO) 1 1 

E4-7HHO) 1 1 

E4-72(HOl 1 1 

E4-73(HO) 1 1 

E4-74(HO) 2 2 

E4-75(HO) 1 1 

E4-76(CC) 4(3) 1 5(4) 

E4-77(CC) 1 1 

E4-86(08Bl 1 1 

その他(088) 13 13 

その他(AN) 2 2 

その他(SHE) 4 4 

その他(HO) 1 1 

合 計 4 2 1 ， 2 1 2 84(80) 23 13(12) 141(136) 

第8表 E 4-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

I黒暉石B(OBBl 3 1 1 20(18; 16 6(51 47(441 

I黒暉石G(OBG) 1 2 2 5 

I安山岩(AN) 1 14 2 3 20 

l安山岩(TO) 2 1 3 

流紋岩(RH) 1 1 

l百 圭A(SHAl 1 2 3 

頃呈B(SHBl 1 1 2 

I百 l;!!C(SHCl 2 2 

l百 岩D(SHDl 1 1 1 3 

I百宰E(SHE) 1 1 3 5 1 11 

I"'-.>. . ト(CH) 1 1 1 1 8 1 13 

湿灰岩(TU) 1 1 

粘板岩(SU 2 2 

砂岩(SA) 10(9) 10(9) 

ホルンフェルス(HO) 12 12 

璃瑞•玉髄(CC) l 4(3) 1 6(5) 

合 計 4 2 1 ， 2 1 2 84(80) 23 13(12) 141(136) 

第9表 E 4-Aブロック礫組成

母 岩 石 材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 石 材 個数 重量

E4R-1 RH 1 11.47 E4R-6 CH 1 39.88 流紋岩(RH) 3 33.25 

E4R-2 RH 2 21.78 E4R-7 TU 1 11.54 チャート(CH) 4 123.69 

E4R-3 CH 1 39.38 E4R-8 SA 1 39.18 凝灰岩(TU) 1 11.54 

E4R-4 CH 1 27.07 E4R-9 SA 1 5.47 砂岩(SA) 4 123.76 

E4R-5 CH 1 17.36 E4R-10 SA 1 21.97 ホルンフェルス(HO) 1 28.85 

E4R-11 SA 1 57.14 合 計 13 321.09 

E4R-12 HO 1 28.85 
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4 E4-Bブロック（第51図，第10・11表，カラー図版4)

1) ブロックの概要

4 E 4-Bブロック

E4-Bブロックは，調査範囲西側のE4-07グリッドで，ブロックの立地は，台地の東側にのびる緩斜面

に位置する。ブロックの規模と形状は，不明である。出土層位は，調査時の所見によれば， IXa層からIXc

層にかけて， 40cmほどの高低差をもって包含されている。なお，遺物の注記によればE4-07グリッドであ

ったが， D4-07グリッドの可能性が高く，その場合，本ブロックはE4-Aブロックに帰属すると考えられる。

ブロックは，ナイフ形石器 1点，石刃 3点，剥片 3点，砕片 3点，石核4点 (3個体）の合計14点 (13

個体）で構成される。石器石材は，黒曜石B6点 (5個体），軟質の安山岩 1点，流紋岩 1点，頁岩E2

点凝 灰 岩3点粘 板 岩 1点である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは10母岩を識別した。内訳は，黒曜石B3母岩 (E4-1・2・78), 軟質の安山岩 1母岩

(E4-79), 流紋岩 1母岩 (E4-80), 頁岩E2母岩 (E4-81・82), 凝灰岩 2母岩 (E4-83・84), 粘板岩 1

母岩 (E4-85)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(14/14点）である。

・E4-l : 黒色の黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。母岩の特徴はE4-Aブロックに記した

とおりである。本ブロックでは石核 1点 (4.74g)の単独資料であるが， E4-Aブロックの石核 2点 (1

個体）と接合して 1個体となる。その他に同一母岩がE4-Aブロックに 5点 (4個体）ある。

・E4-2 : 黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。栂岩の特徴はE4-Aブロックに記した

とおりである。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 2点 (1個体）の合計 3点 (2個体； 5.19 g)である。

接合資料は，剥片 1点，石核 2点 (1個体）の合計3点 (2個体； 5.19 g)がE4-Aブロックの剥片 l点，

砕片 1点，石核 1点の合計3点と接合している。

・E4-78: 黒色の黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。石器群の内訳は，ナイフ形石器 l点，

砕片 1点の合計2点 (2.28g)である。

・E4-79: 自然面は比較的平滑で褐色 (lOYR4/6), 内部は灰白色 (10Y7/1)の地に灰白色 (5Y8/l)が

部分的に混じる軟質の安山岩である。剥片 1点 (5.98g)の単独資料である。

・E4-80: 内部はにぶい黄褐色 (10YR5/3)・ 浅黄橙色 (7.5YR8/4)・ にぶい橙色 (5YR7/4), 新鮮な面は

黒褐色 (10YR3/2)の流紋岩である。砕片 1点 (0.12g)の単独資料である。

・E4-81 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰オリーブ色 (5Y5/3), 新鮮な面は灰色 (5Y5/l)の頁岩

である。石核 1点 (14.83g)の単独資料である。

・E4-82: 内部は灰色 (10Y5/l), 節理はにぶい黄橙色 (10YR6/4), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩

である。石刃 1点 (4.61g)の単独資料である。

・E4-83: 自然面は平滑で， 自然面及び内部はオリーブ灰色 (5GY6/l),新鮮な面は暗緑灰色 (10GY4/l)

の凝灰岩である。石刃 1点 (52.45g)の単独資料である。

・E4-84: 内部は灰色 (10Y4/l),節理は浅黄色 (2.5Y7/4),新鮮な面は灰色 (10Y4/l)の凝灰岩である。

石器群の内訳は，剥片 l点，砕片 1点の合計2点 (0.64g)である。

・E4-85: 暗青灰色 (10BG3/l)の粘板岩である。石刃 1点 (3.60g)の単独資料である。

3) 出土遺物（第51図）

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による一側縁加工のナイフ形石器である。石刃あるいは石刃状の縦長剥
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第10表 E 4-Bプロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

E4-HOBB} 1 1 

E4-2(0BB) 1 2(1) 3(2) 

E4-78(0BB) 1 1 2 

E4-79(TO) 1 1 

E4-80(RH) 1 1 

E4-81CSHE) 1 1 

E4-82(SHE) 1 1 

E4-83(TU) 1 1 

E4-84(TU) 1 1 2 

E4-85(SL) 1 1 

合 計 1 3 3 3 4(3) 14(13) 
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4 E 4-Bプロック

第11表 E 4-Bブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

I里 暉""'B(OBB) 1 1 1 3(2; 6(5) 

1安山岩(TO) 1 1 

流紋岩(RH) 1 1 

I百 岸E(SHEl 1 1 2 

I凝灰岩(TU) 1 1 1 3 

粘板岩(SL) 1 1 

合 計 1 3 3 3 4(3) 14(13) 

片の打面側を基部として，右側縁に急角度の調整加工を行っている。また，裏面の右側縁に細かい剥離痕

と刃こぼれが見られる。

2は凝灰岩， 3は頁岩， 4は粘板岩による石刃である。 2は右側縁下部に刃こぽれが見られる。

5は頁岩による石核である。石刃の旧打面や折断面を打面として，小石刃状の剥片を剥離している。

5 G5-Aブロック（第52--54図，第12--14表，カラー図版6・9)

1) ブロックの概要

G5-Aブロックは，調査範囲東側のG5-35・44-46グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の中

央部で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は18mである。

ブロックの規模と形状は，長軸 8m, 短軸 3mの範囲に10点の石器・礫が分布する。出土層位は， IXa

層からIXc層にかけて40cmほどの高低差をもって包含されている（第52・53図）。

ブロックは，楔形石器 1点，石刃 2点，剥片 2点砕片2点，石核2点の合計9点と礫 1点で構成され

る。石器石材は，安山岩 6点，頁岩E1点，チャート 2点である。礫石材は，軟質の安山岩 1点 (1母

岩； 24.98 g)で，識別率は100%である。

2)屈岩の特徴と内容

本ブロックでは 4母岩を識別した。内訳は，安山岩 2母岩 (G5-l・2), 頁岩E1母岩 (G5-3), チ

ャート 1母岩 (G5-4)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(9/9点）である。

・G5-1 : 自然面は平滑で灰色 (10Y6/l) の地に淡白色 (2.5Y8/3) が帯状に混じり，内部は灰色

(10Y6/l)の地に淡白色 (2.5Y8/3)・褐色 (10YR4/4)が部分的に混じり，節理は灰白色 (7.5Y8/l)・淡

黄色 (2.5Y8/3)・灰色 (10Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩としたが，いわゆる黒色頁岩の可

能性もある。石器群の内訳は，剥片 1点砕片2点，石核 2点の合計5点 (190.32g)である。接合資料

は，剥片 1点，砕片 1点，石核 2点の合計4点 (189.98g)である。

・G5-2 : 自然面は浅い爪形の裂痕があり灰色 (5Y6/l), 内部は灰色 (5Y5/l), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石刃 l点 (7.38g)の単独資料である。

・G5-3 : 内部は灰白色 (10Y7/l), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石刃 1点 (6.19g)の単

独資料である。

・G5-4: 自然面は平滑で，自然面及び内部は灰色 (10Y4/l). 節理はにぶい黄褐色 (10YR5/3)・ 浅黄色

(2.5Y7/3)のチャートである。石器群の内訳は，楔形石器 1点剥片 l点の合計2点 (7.42g)である。
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第52図 G 5-Aブロック出土遺物分布 (1) —器種別分布ー

第12表 G 5-Aブロック栂岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

G5-HAN) 1 2 2 5 

G5-2(ANl 1 1 

G5-3(SHE) 1 1 

G5-4(CH) 1 1 2 

合 計 1 2 2 2 2 ， 

第13表 G 5-Aブロック石材別石器組成

KNITPIPOIKPIESISSIGRIDRIPQ RF UFIBLjHXjPTjHSjAS 

l 
l 

~ 

2
 

1
-
2
 

2
 

co2,sMJ SP,MB,MCI合計6

l 

E. ， 2
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5
 

G 5-Aブロック

3)出土遺物（第54図1-3)

1は安山岩， 2は頁岩による石刃である。 1は右側縁， 2は正面の両側縁の一部と裏面の左側縁の一部

に刃こぽれが見られる。

3はチャートによる楔形石器である。両端に対向する剥離痕が見られる。

4)接合資料とその関連資料（第54図4-8)

（第54図4-8) 灰色 (10Y6/l)などの安山岩である。・G5-l 4は剥片 1点 (6)' 砕片 1点 (7)'

石核 2点 (5・8)の接合資料である。 5・8は元々 ， 同一個体の石核であったが，欠損後も， 8は打面

と作業面を入れ替えながら不定型な剥片を剥離している。
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第53図

第14表 G 5-Aブロック礫組成

IG~R-1 岩 1 石~~材 Ii酎~, 重~;.981

G 5-Aブロック出土遺物分布 (2) 一石材別分布ー

石材
● ・ -

安山岩(TO)

合計

数一ー＿
1

個 m-24-24 
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ゃ ~ 
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66.38g 

口
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▽べ］
亡
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第54図

8 G5-46-1 
G5-1A(AN) 
co 
120.92g 

゜
(1/2) 

G 5-Aブロック出土遺物
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6 プロック外

6 ブロック外（第55・56図，カラー図版6)

石器群の内訳は，ナイフ形石器2点．加工痕ある剥片 1点，石刃 3点，礫 l点の合計7点である。

1は灰オリーブ色 (5Y5/2)の地に浅黄色 (5Y7/3)が部分的に混じる頁岩による二側縁加工のナイフ

形石器である。石刃の打面側を基部として．右側縁と左側縁下半部に急角度の調整加工を行っている。ま

た，左側縁上半部には刃こぽれが見られる。 41住居 (E4-36グリッド）から出土している。 2は薄墨を流

したような透明な黒曜石によるナイフ形石器である。信州和田峠周辺産と考えられる。形態は不明である。

C3-59グリッドから出土している。

3は薄墨を流したような半透明な地に黒灰色の筋が入る黒曜石による加工痕ある剥片である。信州和田

峠周辺産と考えられる。不定型な剥片の正面の両側縁上部と裏面の左側縁に細かい調整加工を行っている。

また，正面の右側縁下部に刃こぼれが見られる。 E3-42グリッドから出土している。

豆＇

＂几二塁＠
こ ~ 

2 C3-59-1 
その他(OBB)
KN 
2.67g 

<I.::<> 

乙こニニフ
3 E3-42-1 

その他(OBB)
RF 
1.68g 

1 41-78 
その他(SHE)
KN 
15.79g 

疇 こ 炉

こ
4 D3-65-1 

その他(CH)
BL 
50.46g 

＇ こ 'sD3-66-3 
その他(SHE)
BL 
24.59g 

＇ 乙~

こ
6 D3-66-2 

その他(SHE)
BL 
15.07g 

゜
(2/3) 10cm 

第55図 第 1文化層ブロック外出土遺物
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第2節 第1文化層

4は灰色 (10Y4/l)の地に黒色の筋が入るチャートによる石刃である。両側縁に細かい剥離痕が見ら

れる。 D3-65グリッドから出士している。 5は自然面は平滑で， 自然面及び内部は灰白色 (5Y7/l)・ にぶ

い黄橙色 (10YR6/4) の地に灰色 (5Y4/l) の線が入り，節理は褐灰色 (10YR4/l), 新鮮な面は灰色

(5Y4/l) の頁岩による石刃である。 D3-66グリッドから出土している。 6は自然面は平滑で浅黄色

(2.5Y7/4)の地に灰色 (5Y6/l)の線が入り，内部は灰白色 (5Y7/2)の地にオリーブ褐色 (2.5Y4/6)が

部分的に混じり，節理は暗褐色 (10YR3/3), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の頁岩による石刃である。左側

縁に細かい剥離痕が見られる。 D3-66グリッドから出土している。

A 話 ＋鳳 一ミ,,_,ブロ ：ック 七3 付 試

姑 ／埼 ¥IC二 o后 姑
E4-Bブロック

女 KN

+ ＋ だ／汽 『嵐 誌 0 RF 

• BL 

* PE 

゜
(1/1,500) 40m い 4 に, : 6 こ

G5-Aブロック

第56図 第1文化層ブロック外出土遺物分布

7 礫群（第15-17表）

本文化層では， 4か所のブロックと 1か所の単独地点から礫の集中分布が確認されており，それらに対

して通例の名称である礫群を呼称した。礫群を構成する礫の属性分類に当たっては，石材・母岩• 重量・

礫分類・礫遺存率．母岩復元率について分類を行った。礫分類は. A : 完形被焼成礫， B:破損被焼成礫

（破損面非焼成）， c: 破損被焼成礫（破損面被焼成）， D:完形非焼成礫， E:破損非焼成礫に区分し，

礫遺存率及び母岩復元率は， a : 完形. b : 1/2以上, C : 1/2未満， d : 破片とした。なお，被焼成と非

焼成の区別は，表面が赤化している，煤けたように黒くなっている，あるいはひび割れが生じているなど，

被熱によると考えられる痕跡が肉眼で観察されるか否かによった。

礫の総点数は138点，総重量は7,686.86gである。最大重量は496.25g. 最低重量は0.37g, 平均重量は

55.70 gである。母岩分類のできなかった資料を除いた石材の母岩数と点数は，ブロックにより差があるが，

全体としては，砂岩が42毎岩 (44%)・61点 (45%) とほぼ半数を占め，以下，流紋岩が11母岩 (11%) . 

12点 (9%), 凝灰岩が15毎岩 (16%)・32点 (24%), チャートが19母岩 (20%)・20点 (15%), ホルン

フェルスが3栂岩 (3%)・4点 (3%)で砂岩と合わせ，母岩数で94%, 点数で96%を占める。礫分類

はc:破損被焼成礫（破損面被焼成），礫遺存率は C : 1/2未満，母岩復元率は C : 1/2未満がほぽ半数で

ある。
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第15表 ブロック別礫分類

礫分類 A B 

ブロック名 点数 点数比 点数 点数比 点数
E3-A 

C4-C 11 9.0% 12 9.8% 75 
E4-A 

G5-A 

ブロック外

合 計 11 8.0% 12 8.7% 75 

礫分類

A: 完形被焼成礫

B: 破損被焼成礫（破損面非焼成）

c: 破損被焼成礫（破損面被焼成）

第16表 ブロック別礫遺存率

礫遺存率 a b 

ブロック名 点数 点数比 点数 点数比 点数
E3-A 1 
C4-C 15 12.3% 13 10.7% 87 
E4-A 10 76.9% 2 
G5-A 1 100.0% 

ブロック外 1 100.0% 
合 計 27 19.6% 13 9.4% 90 

第17表 ブロック別母岩復元率

母岩復元率 a b 

ブロック名 母岩数 母岩数比 母岩数 母岩数比 母岩数
E3-A 1 
C4-C 14 17.1% 16 19.5% 46 
E4-A 10 83.3% 2 
G5-A 1 100.0% 

合 計 25 26.0% 16 16.7% 49 

C D 
点数比 点数 点数比

61.5% 5 4.1% 

10 76.9% 

1 100.0% 

1 100.0% 

54.3% 17 12.3% 

D: 完形非焼成礫

E: 破損非焼成礫

C d 

点数比 点数 点数比
100.0% 
71.3% 7 5.7% 
15.4% 1 7.7% 

65.2% 8 5.8% 

C d 

母岩数比 母岩数 母岩数比
100.0% 
56.1% 6 7.3% 
16.7% 

51.0% 6 6.3% 
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E 
点数 点数比

1 100.0% 

19 15.6% 

3 23.1% 

23 16.7% 

合 計

点数 点数比
1 100.0% 

122 100.0% 
13 100.0% 
1 100.0% 
1 100.0% 

138 100.0% 

合 計

母岩数 母岩数比
1 100.0% 

82 100.0% 
12 100.0% 
1 100.0% 

96 100.0% 

7 礫群

合 計

点数 点数比
1 100.0% 

122 100.0% 

13 100.0% 
1 100.0% 

1 100.0% 

138 100.0% 

礫遺存率

a : 完形

b : 1/2以上

C : 1/2未満

d : 破片

母岩復元率

a : 完形

b : 1/2以上

C : 1/2未満

ct: 破片



第3節 第2文化層

第3節 第2文化層

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層 (N層下部-v層）を中心に包含される石器群である。

D2-A・B, D3-A-C, C4-A・Bブロックと 4か所の単独出土地点が該当する。武蔵野台地のW層下

部の石器群に相当すると考えられる。

1 D2-Aブロック（第57-60図，第18-20表，図版 6, カラー図版6)

1) ブロックの概要

D2-Aブロックは，調査範囲西側のD2-41・42・51・52・62・63・72・73グリッドに位置する。ブロッ

クの立地は，台地の北側縁辺部である。

ブロックの規模と形状は，長軸16m, 短軸 7mの範囲に131点の石器・礫が分布する。出土層位は， III

層を中心に， 80cmほどの高低差をもって包含されている（第57-59図）。

ブロックは，敲石 1点，剥片 4点 (3個体）の合計5点 (4個体）と礫126点で構成される。石器石材

は，黒曜石G4点 (3個体），ホルンフェルス 1点である。礫石材は，流紋岩25点 (18母岩； 655.09 g), 

チャート 6点 (3母岩： 72.42 g), 凝灰岩 5点 (4栂岩； 185.73 g), 砂岩77点 (56母岩； 1,890.24 g) , ホ

ルンフェルス13点 (9母岩； 311.08 g)で，識別率は100%である。

2)屈岩の特徴と内容

本ブロックでは 2母岩を識別した。内訳は，黒曜石Gl母岩 (D2-1), ホルンフェルス 1母岩 (D2-

2) である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(5/5点）である。

・D2-1 : 自然面は平滑で， 自然面及び内部は暗黒灰色と黒灰色が縞状に入る黒曜石である。産地は不明

である。石器群の内訳は，剥片 4点 (3個体； 6.97 g)である。接合資料は，剥片 2点 (1個体； 5.81 g) 

である。

・D2-2: 自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4)・黄褐色 (2.5Y5/3)

のホルンフェルスである。敲石 1点 (219.76g)の単独資料である。

3)出土遺物（第60図）

1は産地不明の黒曜石による不定型な剥片である。 2点が接合して 1個体となる。

2はホルンフェルスによる敲石である。不定型な礫の両端と正面のほぼ中央に表皮が剥げたような浅い

敲打痕が見られる。

第18表 D 2-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 IKN I TP I Pill_KP I ES I ss I GR I DR I PQ I RF I UF I BL I HX I p廿HSIAs I FL I CHI co 

D2-l(OBG 
D2~fH9L 
LI 計

第19表 D 2-Aブロック石材別石器組成

材 IKNITP!PolKPIEslsslaRloRIPalRF luFlsLIHxlP廿HsiAs I FL I cHI co lsMlsPIMslMcl合計
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第3節 第2文化層
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第60図 D 2-Aブロック出土遺物

第20表 D 2-Aブロック礫組成

母 岩 石材 個数 重量

D2R-1 RH 1 41.71 

D2R-2 RH 4 76.92 

D2R-3 RH 2 61.73 

D2R-4 RH 3 45.84 

D2R-5 RH 2 55.91 

D2R-6 RH 1 108.99 

D2R-7 RH 1 41.44 

D2R-8 RH 1 34.59 

D2R-9 RH 1 71.62 

D2R-10 RH 1 59.71 

D2R-11 RH 1 10.01 

D2R-12 RH 1 24.57 

D2R-13 RH 1 3.79 

D2R-14 RH 1 5.23 

D2R-15 RH 1 6.48 

D2R-16 RH 1 4.07 

D2R-17 RH 1 1.57 

D2R-18 RH 1 0.91 

D2R-19 CH 1 34.10 

D2R-20 CH 4 36.40 

02R-21 CH 1 1.92 

D2R-22 TU 1 46.99 

D2R-23 TU 2 79.71 

D2R-24 TU 1 33.61 

D2R-25 TU 1 25.42 

D2R-26 HO 1 102.47 

D2R-27 HO 3 56.01 

D2R-28 HO 2 44.65 

D2R-29 HO 1 45.68 

D2R-30 HO 1 22.83 

D2R-31 HO 2 5.66 

D2R-32 HO 1 21.32 

D2R-33 HO 1 12.13 

D2R-34 HO 1 0.33 

D2R-35 SA 1 55.83 

母 岩 石材 個数 重歪

D2R-36 SA 1 64.60 

D2R-37 SA 1 75.71 

D2R-38 SA 1 43.55 

02R-39 SA 1 53.35 

D2R-40 SA 1 34.60 

D2R-41 SA 1 22.05 

D2R-42 SA 2 73.88 

D2R-43 SA 2 94.26 

D2R-44 SA 4 63.85 

D2R-45 SA 1 51.86 

D2R-46 SA 2 57.33 

D2R-47 SA 2 43.08 

D2R-48 SA 4 56.32 

D2R-49 SA 2 25.33 

D2R-50 SA 2 19.66 

D2R-51 SA 2 33.71 

02R-52 SA 3 46.85 

D2R-53 SA 2 85.77 

D2R-54 SA 2 22.06 

D2R-55 SA 1 105.05 

D2R-56 SA 1 75.74 

D2R-57 SA 1 51.92 

D2R-58 SA 1 32.67 

D2R-59 SA 1 49.36 

D2R-60 SA 1 69.03 

D2R-61 SA 1 49.78 

D2R-62 SA 2 29.96 

D2R-63 SA 1 25.82 

D2R-64 SA 1 17.20 

D2R-65 SA 1 27.45 

D2R-66 SA 1 31.28 

D2R-67 SA 1 16.69 

D2R-68 SA 1 20.22 

D2R-69 SA 1 24.70 

D2R-70 SA 1 20.21 

母 岩 石材 個数 重畳

D2R-71 SA 1 15.53 

D2R-72 SA 1 21.55 

D2R-73 SA 1 14.93 

D2R-74 SA 1 19.92 

D2R-75 SA 1 11.43 

D2R-76 SA 1 5.26 

D2R-77 SA 1 5.77 

D2R-78 SA 1 3.50 

D2R-79 SA 1 5.33 

D2R-80 SA 1 6.99 

D2R-81 SA 1 3.53 

D2R-82 SA 1 8.25 

D2R-83 SA 1 1.82 

D2R-84 SA 1 1.93 

02R-85 SA 1 1.44 

D2R-86 SA 1 1.21 

D2R-87 SA 1 1.71 

D2R-88 SA 1 1.32 

D2R-89 SA 1 0.17 

D2R-90 SA 4 87.92 

石 材 個数 重量

流紋岩(RH) 25 655.09 

チャート(CH) 6 72.42 

凝灰岩(TU) 5 185.73 

砂岩(SA) 77 1,890.24 

ホルンフェルス(HO) 13 311.08 

合 計 126 3,114.56 

-108-



2
 

D 2-Bブロック

2
 

（第61-63図，

1) ブロックの概要

D2-Bブロック 第21-23表， 図版6, カラー図版6)

D2-Bブロックは，調査範囲西側のD2-94,D3-03-05グリッドに位置する。ブロックの立地は，

の北西側縁辺部で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は13mである。

ブロックの規模と形状は，長軸5m, 短軸 4mの範囲に20点の石器・礫が分布する。その内，

明の遺物が2点ある。出土層位は， N・V層を中心に， 30cmほどの高低差をもって包含されている

台地

原位置不

（第

61・62図）。

点＇ 

ブロックは，ナイフ形石器 1点，剥片 2点の合計3点と礫17点で構成される。石器石材は，黒曜石Bl

凝灰岩 1点，粘板岩 1点である。礫石材は，流紋岩 9点 (3母岩； 352.40 g), 砂岩 8点 (8母岩；

193.19 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは 2母岩を識別した。内訳は，黒曜石Bl母岩 (D2-3),粘板岩 1母岩 (D2-4)である。

母岩識別した石器の石器総数に対する割合は67%(2/3点） である。

・D2-3 : 薄墨を流したような透明な地に黒灰色の線状のモヤが縞状に入る黒曜石である。信州和田峠周

辺産と考えられる。ナイフ形石器l点 (2.85g) の単独資料である。
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第61図 D 2-Bブロック出土遺物分布 (1) ―器種別分布ー
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第 3節 第2文化層

・D2-4: 内部は黒色 (10Y2/1),

の単独資料である。

節理はにぶい黄褐色 (10YR5/3)の粘板岩である。剥片 1点 (1.22g) 

なお， 母岩分類できなかった資料に，凝灰岩 1点 (23.33g)がある。

3) 出士遺物（第63図）

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による二側縁加工のナイフ形石器としたが，加工痕ある剥片あるいは楔

形石器の可能性もある。横長剥片を横位に用い． 両側縁に細かい調整加工を行っている。
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第63図 D 2-Bブロック出土遺物
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第62図 D 2-Bブロック出土遺物分布 (2) ―礫石材別分布ー

第21表 D 2-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号

D2-3(088 

D2-4(SL 

孟ーの他・¥!ill
L>. •+ ~ 

KNJTPJPOJKPIESISSIGRIDRIPO 

1 

RF UF!BL!HX!PT!HS!AS FL CH 

1
-
1
-
2
 

co SMI SPI MBI MC -"-•t .E....!!... 

1 

1 

！ 
3 

第22表 D 2-Bブロック石材別石器組成

KNfTPf POfKPfESf SSfGR/DR/PQ 

1 

RF UFIBLIHXIPTIHSIAS FL CH co 

1
-
l
-
2
 

SM! SPjMBjMCI合計

！ 
1 

！ 
3 
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2 D 2-Bプロック

第23表 D 2-Bブロック礫組成

母 岩 石材 個数 重量

D2R-91 RH 7 234.26 

D2R-92 RH 1 112.30 

D2R-93 RH 1 5.84 

D2R-94 SA 1 46.39 

D2R-95 SA 1 19.61 

母 岩 石材 個数 重量

D2R-96 SA 1 24.28 

D2R-97 SA 1 8.96 

D2R-98 SA 1 18.84 

D2R-99 SA 1 13.74 

D2R-100 SA 1 4.69 

D2R-101 SA 1 56.68 

虐

3 D3-Aブロック（第64-66図，第24-26表，図版6, カラー図版6)

1) ブロックの概要

D3-Aブロックは，調査範囲西側のD3-25・33-35・43・44・53グリッドに位置する。ブロックの立地

は，台地のほぼ中央部で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は20mである。

ブロックの規模と形状は，長軸14m, 短軸 9mの範囲に88点の石器・礫が分布する。出土層位は， III層

を中心に， 50cmほどの高低差をもって包含されている（第64・65図）。

ブロックは，剥片 3点，石核 1点の合計4点と礫84点で構成される。石器石材は，黒曜石Bl点，安山

岩 2点 粘 板 岩 1点である。礫石材は流紋岩 6点 (5母岩： 206.43 g), 凝灰岩4点 (3母岩； 54.26 g), 

砂岩56点 (31母岩： 1,758.80 g), ホルンフェルス18点 (10母岩； 372.54 g)で，識別率は100%である。

2)犀岩の特徴と内容

本ブロックでは 4母岩を識別した。内訳は，黒曜石B1母岩 (D3-1), 安山岩 2栂岩 (D3-2・3), 

粘板岩 1母岩 (D3-4)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は100%(4/4点）である。

・D3-l : 自然面は比較的平滑で， 自然面・内部・新鮮な面は透明な地に黒色の縞状のモヤが入る黒曜石

である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片 l点 (5.11g)の単独資料である。

・D3-2 : 自然面は凹凸があり紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は黄褐色 (2.5Y5/3)・ 暗灰黄色 (2.5Y4/2),

新鮮な面は灰色 (N4/0)の安山岩である。石核 1点 (46.16g)の単独資料である。

第24表 D 3-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PO RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

D3-HOBB) 1 1 

D3-2(AN) 1 1 

D3-3(AN) 1 1 

D3-4(SL) 1 1 

合 計 3 1 4 

第25表 D 3-Aブロック石材別石器組成

, 1KNjwJPojKPJEsJssJaRJoRJPal RF 1uFIBLIHXIPTIHs1Asl FL jCHj co lsMISPJMBJMcl合計

2
 

3
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第3節 第2文化層
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D 3-Aブロック
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第 3節 第2文化層

・D3-3 : 自然面は紙ヤスリ状でオリーブ褐色 (2.5Y4/4), 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2), 新鮮な面は暗灰

色 (N3/0) の安山岩である。剥片 1点 (5.42g)の単独資料である。

・D3-4: 内部は灰色 (10Y4/1)・オリーブ黒色 (10Y3/2), 新鮮な面は暗灰色 (N3/0) の粘板岩である。

剥片 1点 (1.07g)の単独資料である。

3)出土遺物（第66図）

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による縦長剥片である。

2は安山岩による石核である。求心的な剥離作業により，不定型な剥片を剥離している。

瓜〕

こ 〉毘―1(0B8)

5.11g 

゜
(2/3) 5cm 

第26表 D 3-Aブロック礫組成

母 岩 石材 個数 重量

D3R-1 RH 1 76.59 

D3R-2 RH 2 50.31 

D3R-3 RH 1 50.11 

D3R-4 RH 1 27.27 

D3R-5 RH 1 2.15 

D3R-6 TU 2 47.47 

D3R-7 TU 1 6.58 

D3R-8 TU 1 0.21 

D3R-9 SA 5 153.43 

03R-10 SA 3 105.79 

D3R-11 SA 6 325.44 

D3R-12 SA 3 170.15 

D3R-13 SA 2 36.46 

D3R-14 SA 3 97.72 

D3R-15 SA 3 46.03 

D3R-16 SA 3 75.94 

D3R-17 SA 2 80.08 

D3R-18 SA 4 99.74 

03R-19 SA 2 69.61 

D3R-20 SA 1 81.99 

~ 
(v~~ 

第66図 D 3-Aブロック出土遺物

母 岩 石材 個数 重量

D3R-21 SA 1 54.95 

D3R-22 SA 1 101.04 

D3R-23 SA 1 53.77 

D3R-24 SA 1 24.05 

D3R-25 SA 1 27.54 

D3R-26 SA 1 18.42 

03R-27 SA 1 10.70 

D3R-28 SA 1 20.18 

D3R-29 SA 1 22.30 

D3R-30 SA 1 24.41 

D3R-31 SA 1 5.49 

D3R-32 SA 1 6.03 

D3R-33 SA 1 3.46 

D3R-34 SA 1 0.66 

D3R-35 SA 1 0.47 

D3R-36 SA 1 1.29 

D3R-37 SA 1 13.41 

D3R-38 SA 1 27.35 

D3R-39 SA 1 0.90 

D3R-40 HO 4 103.51 

゜

2 D3-44-3 
D3-2(AN) 
co 
46.16g 

(1/2) 5cm 

母 岩 石材 個数 重蓋

D3R-41 HO 3 25.02 

D3R-42 HO 2 48.80 

D3R-43 HO 2 5.20 

D3R-44 HO 2 3.65 

D3R-45 HO 1 73.38 

03R-46 HO 1 67.92 

D3R-47 HO 1 13.04 

D3R-48 HO 1 18.38 

D3R-49 HO 1 13.64 

石 材 個数 重量

流紋岩(RH) 6 206.43 

湿灰岩(TU) 4 54.26 

砂岩(SA) 56 1,758.80 

ホルンフェルス(HO) 18 372.54 

合 計 84 2,392.03 
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4 D3-Bブロック（第67-70図，第27-29表，図版6, カラー図版6・9)

1) ブロックの概要

4 D 3-Bブロック

D3-Bブロックは，調査範囲西側のD3-28・29・38・39・48・49,E3-20・30・31・40・41グリッドに

位置する。ブロックの立地は，台地の北東側縁辺で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は14mである。

ブロックの規模と形状は，直径13mの範囲に133点の石器・礫が分布する。その内，垂直分布のない遺

物が 1点ある。出土層位は， II C層から IlI層にかけて， 70cmほどの高低差をもって包含されている（第67

-69図）。

ブロックは，加工痕ある剥片 1点，敲石 l点，剥片17点 (16個体），石核 1点の合計20点 (19個体）と

礫113点で構成される。石器石材は，黒曜石B2点，頁岩C1点，チャート 6点，砂岩 1点，ホルンフェ

ルス 8 点， i馬瑞•玉髄 2 点 (1 個体）である。礫石材は，流紋岩11点 (10母岩； 149.22 g), 頁岩 l点 (1

母岩； 7.02 g), チャート 4点 (4母岩； 31.77 g), 凝灰岩 9点 (8母岩； 69.57 g), 砂岩84点 (69母岩；

2,033.87 g) , ホルンフェルス 4点 (3母岩； 229.30 g)で，識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは12母岩を識別した。内訳は，黒曜石B2栂岩 (D3-5・6), 頁岩C1母岩 (D3-7),

チャート 3母岩 (D3-8-10), 砂岩 l母岩 (D3-ll), ホルンフェルス 4母岩 (D3-12-15), l. 馬瑞・ 玉随

l母岩 (D3-16)である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は95%(19/20点）である。

・D3-5 : 自然面は紙ヤスリ状で，自然面及び内部は黒灰色半透明な黒曜石である。信朴l和田峠周辺産と

考えられる。剥片 1点 (2.16g)の単独資料である。

・D3-6 : 黒灰色半透明な黒曜石である。信朴I和田峠周辺産と考えられる。加工痕ある剥片 1点 (0.55g) 

の単独資料である。

・D3-7 : 灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。剥片 l点 (1.48g)の単独資料である。

・D3-8 : 自然面は凹凸があり， 自然面及び内部は黒色 (10Y2/l)・オリーブ灰色 (5GY6/l)・ 灰白色

(2.5Y7/l), 節理は灰黄色 (2.5Y6/2)のチャートである。石器群の内訳は，剥片 2点，石核 1点の合計3

点 (53.73g)である。

・D3-9 : 黒色 (5Y2/l)・オリーブ灰色 (2.5GY5/l)の地に暗オリーブ灰色 (5GY4/l)が縞状に入るチ

ャートである。剥片 l点 (8.78g)の単独資料である。

・D3-10: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/4), 内部は灰色 (5Y4/l)・ 灰色 (5Y5/l)・灰黄色

(2.5Y6/2)・ 褐色 (7.5YR4/6), 節理は灰黄色 (2.5Y6/2)・ 灰色 (5Y5/l) のチャートである。剥片 1点

(16.18 g)の単独資料である。

・D3-ll : 自然面は比較的平滑で黒褐色 (2.5Y3/2)・ にぶい黄褐色 (10YR5/4), 内部はにぶい赤褐色

(5YR4/4)・ にぶい橙色 (5YR6/4)・ にぶい黄橙色 (10YR6/4)の砂岩である。敲石 1点 (94.39g)の単

独資料である。

・D3-12: 自然面は比較的平滑で灰色 (5Y4/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2), 内部は灰色 (5Y5/l)・灰オリ

ーブ色 (5Y5/2)・灰色 (5Y4/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，

剥片 5点 (89.03g)である。接合資料は，剥片 2点 (6.01g)である。

・D3-13: 自然面は平滑で灰色 (10Y4/l), 内部は灰色 (10Y5/l), 新鮮な面は灰色 (lOY4/1)のホルン

フェルスである。剥片 1点 (7.98g)の単独資料である。
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4 D 3-Bブロック

・D3-14: 内部は灰色 (10Y5/l)の地に黄粉状の点紋が入り，新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェ

ルスである。剥片 1点 (0.84g) の単独資料である。

・D3-15: 内部は灰色 (5Y5/l)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4). 新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルス

である。剥片 1点 (1.06g)の単独資料である。

・D3-16: 内部は暗灰色 (2.5Y5/2)の地に褐色 (7.5YR4/4)・黄灰色 (2.5Y6/l)が部分的に混じり，節

理はにぶい黄褐色 (10YR5/3) で半透明な瑞瑞• 玉髄である。石器群の内訳は，剥片 2点 (1個体；

10.92 g) である。接合資料は．剥片 2点 (1個体； 10.92 g)である。

なお，栂岩分類できなかった資料に．チャート 1点 (0.77g)がある。

3) 出土遺物（第70図1-5)

1は信州和田峠周辺産の黒曜石による加工痕ある剥片で．折断面に細かい調整加工を行っている。

2は砂岩による敲石である。末端に敲打痕が見られる。

3 は瑞瑞•玉髄 4はチャートによる縦長剥片である。 3は2点が接合して 1個体となる。

5はチャートによる石核である。求心的な剥離作業により，小型で不定型な剥片を剥離している。

4)接合資料とその関連資料（第70図6-9)

・D3-12 (第70図6-9) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。 6は剥片 2点 (7・8)の接合

資料である。

9は接合しなかった同一母岩の縦長剥片である。

第27表 D 3-Bブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

03-5(0B8) 1 1 

D3-6(0BB) 1 1 

D3-7(SHC} 1 1 

03-S(CHl 2 1 3 

03-9(CH) 1 1 

D3-lO(CH) 1 1 

D3-1 HSA) 1 1 

03-12(HO) 5 5 

D3-13(HOl 1 1 

D3-14(HO) 1 I 

D3-15(HO) 1 1 

D3-16(CC) 2(1) 2(1: 

その他(CH) 1 I 

合 計 1 1 17(16) 1 20(19) 

第28表 D 3-Bブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

黒曜石B(OBB) 1 1 2 

1百岩C(SHC) 1 1 

1チャート(CH) 5 1 6 

砂岩(SA) 1 1 

ホルンフェルス(HO) 8 8 

璃瑞•玉髄(CC) 2(1) 2(1) 

合 計 1 1 17(16) 1 20(19) 
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第29表 D 3-Bブロック礫組成

母 岩 石 材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

D3R-50 RH 1 11.18 D3R-85 SA 2 33.73 

D3R-51 RH 2 85.66 D3R-86 SA 2 65.47 

D3R-52 RH 1 12.12 D3R-87 SA 2 66.43 

D3R-53 RH 1 18.06 D3R-88 SA 3 86.01 

D3R-54 RH 1 9.44 D3R-89 SA 2 18.94 

D3R-55 RH 1 4.54 D3R-90 SA 2 22.43 

D3R-56 RH 1 2.91 D3R-91 SA 2 6.66 

D3R-57 RH 1 1.66 D3R-92 SA 2 11.66 

D3R-58 RH 1 2.43 D3R-93 SA 1 137.35 

D3R-59 RH 1 1.22 D3R-94 SA 1 80.38 

D3R-60 SH 1 7.02 D3R-95 SA 1 132.06 

D3R-61 CH 1 10.54 D3R-96 SA 1 58.29 

D3R-62 CH 1 4.94 D3R-97 SA 1 49.35 

D3R-63 CH 1 11.81 D3R-98 SA 1 42.29 

D3R-64 CH 1 4.48 D3R-99 SA 1 34.90 

D3R-65 HO 1 25.14 D3R-100 SA 1 25.85 

D3R-66 TU 1 9.01 D3R-101 SA 1 21.30 

03R-67 TU 2 31.94 D3R-102 SA 1 47.17 

D3R-68 TU 1 5.87 D3R-103 SA 1 17.83 

D3R-69 TU 1 11.37 D3R-104 SA 1 36.97 

D3R-70 TU 1 5.18 D3R-105 SA 1 34.55 

D3R-71 TU 1 1.28 D3R-106 SA 1 28.23 

D3R-72 TU 1 1.31 D3R-107 SA 1 23.76 

D3R-73 TU 1 3.61 D3R-108 SA 1 18.17 

D3R-74 SA 1 53.54 D3R-109 SA 1 16.08 

D3R-75 SA 1 59.58 D3R-110 SA 1 12.89 

D3R-76 SA 2 129.94 D3R-111 SA 1 22.57 

D3R-77 SA 2 31.63 D3R-112 SA 1 8.31 

D3R-78 SA 3 111.20 D3R-113 SA 1 14.31 

D3R-79 SA 1 76.59 D3R-114 SA 1 22.70 

D3R-80 SA 1 59.14 D3R-115 SA 1 22.15 

D3R-81 SA 1 9.36 D3R-116 SA 1 24.91 

D3R-B2 SA 1 7.86 D3R-117 SA 1 18.96 

D3R-83 SA 1 0.31 D3R-118 SA 1 13.36 

D3R-84 SA 3 46.20 D3R-119 SA 1 13.83 

5 D3-Cブロック（第71・72図，第30-32表，カラー図版6)

1) ブロックの概要

4 D 3-Bブロック

母 岩 石材 個数 重量

D3R-120 SA 1 7.22 

D3R-121 SA 1 7.68 

D3R-122 SA 1 4.50 

D3R-123 SA 1 14.20 

D3R-124 SA 1 6.09 

D3R-125 SA 1 3.74 

D3R-126 SA 1 5.39 

03R-127 SA 1 4.31 

D3R-128 SA 1 15.36 

D3R-129 SA 1 7.95 

D3R-130 SA 1 14.69 

D3R-131 SA 1 4.42 

D3R-132 SA 1 15.47 

D3R-133 SA 1 4.57 

D3R-134 SA 1 11.79 

D3R-135 SA 1 7.01 

03R-136 SA 1 4.91 

D3R-137 SA 1 5.59 

D3R-138 SA 1 2.56 

D3R-139 SA 1 3.02 

D3R-140 SA 1 4.05 

D3R-141 SA 1 2.85 

D3R-142 SA 1 1.30 

D3R-143 HO 2 50.41 

D3R-144 HO 1 153.75 

石材 個数 重量

流紋岩(RH) 11 149.22 

I頁岩(SH) 1 7.02 

チャート(CH) 4 31.77 

凝灰岩(TU) ， 69.57 
砂岩(SA) 84 2,033.87 

ホルンフェルス(HO) 4 229.30 

合 計 113 2,520.75 

D3-Cブロックは，調査範囲西側のD3-14グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の北東側縁辺

部で，傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は17mである。

ブロックの規模と形状は，直径2mの範囲に 3点の石器・礫が分布する。出土層位は， 皿層を中心に，

30cmほどの高低差をもって包含されている（第71図）。

ブロックは，剥片 1点と礫2点で構成される。石器石材は，頁岩C1点である。礫石材は，流紋岩 1点

(1母岩； 16.59 g), 砂岩 1点 (1母岩； 14.13 g)で，識別率は100%である。

2)栂岩の特徴と内容

本ブロックでは 1母岩を識別した。内訳は，頁岩Cl栂岩 (D3-17)である。母岩識別した石器の石器

総数に対する割合は100%(1 / 1点）である。
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第3節 第2文化層

・D3-17: 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2)・黄褐色 (10YR5/6), 節理は黄褐色 (10YR5/6)の嶺岡産頁岩

である。剥片 l点 (2.29g) の単独資料である。

3)出土遺物（第72図）

1は嶺岡産頁岩による不定型な剥片である。
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第30表 D 3-Cブロック母岩別石器組成

母岩番号

D3;17(SH(2l 

＾ 叶.e.........2-

KNITPIPOIKPIESISSIGRIDRIPQ RF UFIBLIHXIPTIHSIAS EL..ICH 

l 
I 

co SMISPIMBIMC ＾叶~ 

！ 
1 

第31表 D 3-Cブロック石材別石器組成

KNITPIPOIKPIESISSIGRIDRIPQ RF UFIBLIHXIPTIHSIAS Eh_lCH 

！ 
1 

co SMI SPIMBIMCI合計

l 
1 

第32表

一母 岩

D3R-145 

D3R-146 

D 3-Cブロック礫組成

一重量＿
16.59 

• 一● 9 

14.13 
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-
A
 

材石
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皿
1
 

石材

流紋岩(RI-I}_

砂岩(SA)
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数ーー＿
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重
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6 C 4-Aブロック

6 C4-Aブロック（第73-83図第33-35表，図版5・6, カラー図版6・7・9)

1) ブロックの概要

C4-Aブロックは，調査範囲西側のC4-40-44・50-55・64-66・74-77・81-84・91-94,C5-01 -

04グリッドに位置する。ブロックの立地は，台地の南西側縁辺部で．傾斜変換点（台地の縁辺）までの距

離は15mである。

ブロックの規模と形状は，長軸29m, 短軸26mの範囲に848点の石器・礫が分布する。その内，原位置

不明の遺物が207点ある。出土層位は， III層上部からW層下部にかけて， 200cmほどの高低差をもって包含

されている（第73-79図）。

ブロックは，ナイフ形石器2点，加工痕ある剥片 1点，石刃 2点，敲石 l点，台石 l点，剥片39点，砕

片2点，石核14点の合計62点と礫786点で構成される。石器石材は，黒曜石B2点，安山岩 8点，軟質の

安山岩3点，流紋岩 1点，頁岩B4点，頁岩C7点，頁岩D5点，頁岩E8点，凝灰岩7点，砂岩2点，

ホルンフェルス 12点，田馬瑞• 玉髄3点である。礫石材は，安山岩7点 (7母岩； 351.84 g), 流紋岩215点

(174母岩； 11,785.92 g), 頁岩 2点 (2母岩； 91.71 g), チャート68点 (65母岩； 3,195.64 g), 凝灰岩71点

(67母岩； 6,308.46 g) , 砂岩377点 (317母岩； 22,818.38 g) , ホルンフェルス46点 (41母岩； 3,662.20 g)で，

識別率は100%である。

2)母岩の特徴と内容

本ブロックでは52母岩を識別した。内訳は，黒曜石B2母岩 (C4-237・291), 安山岩 6母岩 (C4-238

-243), 軟質の安山岩 3母岩 (C4-245-247), 流紋岩 1母岩 (C4-244). 頁岩B2母岩 (C4-248・249),

頁岩C6母岩 (C4-250-255), 頁岩D4母岩 (C4-256-259), 頁岩E7母岩 (C4-260-266),凝灰岩 6

母岩 (C4-267-272),砂岩 2母岩 (C4-273・274), ホルンフェルス10母岩 (C4-275-278・280-285),

甥瑞•玉随 3 母岩 (C4-286-288) である。母岩識別した石器の石器総数に対する割合は97% (60/62点）

である。

・C4-237: 薄墨を流したような透明な黒曜石である。信州和田峠周辺産と考えられる。ナイフ形石器 l

点 (1.93g)の単独資料である。

・C4-238: 自然面は浅い爪形の裂痕があり暗灰黄色 (2.5Y4/2)・ にぶい黄橙色 (10YR6/4)の地ににぶ

い赤褐色 (5YR4/4)が帯状に混じり，内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩

である。石器群の内訳は，剥片 2点 (219.02g)である。接合資料は，剥片 2点 (219.02g)である。

・C4-239: 自然面は深い爪形の裂痕があり， 自然面及び内部は灰黄色 (2.5Y6/2), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。石核 l点 (15.55g) の単独資料である。

・C4-240: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/4), 新鮮な面は暗灰色

(N3/0)の安山岩である。剥片 l点 (35.13g)の単独資料である。

・C4-241: 内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/3),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の安山岩である。剥片 1点 (1.99

g)の単独資料である。

・C4-242: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)の安山岩である。剥片 l

点 (5.28g)の単独資料である。

・C4-243: 灰色 (5Y5/1)・ 暗青灰色 (5PB4/1)の安山岩である。剥片 l点 (4.07g)の単独資料である。

・C4-244: 自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3), 内部は灰白色 (10Y7/1) の地に灰黄色
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(2.5Y7/2)が部分的に混じり，節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の流紋岩である。剥片 1点 (15.02g) 

の単独資料である。

・C4-245: 自然面は比較的平滑でにぶい橙色 (7.5YR7I 4)・ にぶい褐色 (7.5YR5/4), 内部は灰白色

(2.5Y8/l), 節理はにぶい黄褐色 (10YR5/3)・ 暗赤褐色 (5YR3/3)の軟質の安山岩である。石核 1点

(34.21 g)の単独資料である。

・C4-246: 内部は灰白色 (10Y7/l) の地に灰白色 (2.5Y8/2) が部分的に混じり，新鮮な面は灰色

(10Y5/l)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (1.86g)の単独資料である。

・C4-247: 内部は灰白色 (lOY7/l),新鮮な面は灰色 (10Y5/l)の軟質の安山岩である。剥片 1点 (5.12

g)の単独資料である。

・C4-248: 内部は黄褐色 (2.5Y5/3)・ 褐色 (7.5YR4/4),新鮮な面は灰黄色 (2.5Y6/2)・灰白色 (2.5Y7/l)

の北関東産頁岩である。石刃 1点 (9.96g)の単独資料である。

・C4-249: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (10YR5/6), 内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の地に褐色 (7.5YR4/4)

が混じり，節理は褐色 (10YR4/6)の北関東産頁岩である。石器群の内訳は，剥片 2点 (25.48g)である。

・C4-250: 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/3)・黄灰色 (2.5Y5/l),新鮮な面は灰黄褐色 (10YR5/2)の嶺岡産

頁岩である。石核 1点 (8.29g)の単独資料である。

・C4-251: 自然面は凹凸があり灰オリーブ色 (5Y6/2), 内部は黄灰色 (2.5Y5/l)・ 灰オリーブ色

(5Y5/2)・ にぶい褐色 (7.5YR5/3), 新鮮な面は灰オリーブ色 (5Y5/2)の嶺岡産頁岩である。自然面は

節理の可能性がある。石核 1点 (15.67g)の単独資料である。

・C4-252: 内部は黄褐色 (2.5Y5/4)の地に黄灰色 (2.5Y5/l)が部分的に混じり，節理は褐色 (lOYR4/6)

の嶺岡産頁岩である。剥片 1点 (4.37g)の単独資料である。

・C4-253: 内部及び新鮮な面は灰色 (5Y4/l)・ 灰オリーブ色 (5Y4/2)の地に褐色 (10YR4/4)が部分

的に混じり，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)・ にぶい黄褐色 (lOYR5/4)の嶺岡産頁岩である。石器群の

内訳は，剥片 2点 (35.53g)である。

・C4-254: 自然面は凹凸があり褐色 (lOYR4/4), 内部は灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩である。

剥片 l点 (4.97g)の単独資料である。

・C4-255: 自然面は爪形の裂痕がありオリーブ褐色 (2.5Y4/3), 内部は黄褐色 (2.5Y5/3)の地に灰白色

(5Y7/2)・ 灰色 (5Y5/l)が部分的に混じり，節理は褐色 (7.5YR4/4)の嶺岡産頁岩である。剥片 1点

(9.12 g)の単独資料である。

・C4-256: 自然面は比較的平滑で暗灰黄色 (2.5Y4/2)・ 黒褐色 (2.5Y3/2), 内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)

の地に浅黄色 (2.5Y7/4)の斑紋が入る硬質緻密な頁岩である。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の

合計2点 (26.51g)である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (26.51g)である。

・C4-257: 自然面は浅い爪形の裂痕があり黒褐色 (2.5Y3/2), 内部は灰色 (7.5Y4/l)・ 灰色 (7.5Y5/l)

の地に青黒色 (10BG2/l)が部分的に網目状に入り，節理はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)の硬質緻密な頁岩

である。剥片 1点 (8.01g)の単独資料である。

・C4-258: 黒褐色 (2.5Y3/l)・ 暗灰黄色 (2.5Y4/2)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点 (2.46g) の単

独資料である。

・C4-259: 内部は灰黄色 (2.5Y7/2), 節理は明黄褐色 (2.5Y6/6)の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点
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(23.48 g)の単独資料である。

・C4-260: 自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3)・灰オリーブ色 (5Y6/2), 内部は灰白色 (10Y7/l),

新鮮な面は灰色 (10Y5/l)の頁岩である。石核 1点 (97.07g)の単独資料である。

・C4-261: 自然面は比較的平滑で灰オリーブ色 (5Y6/2), 内部は灰色 (5Y5/l)・灰黄色 (2.5Y6/2), 新

鮮な面は灰色 (N5/0)の頁岩である。石刃 1点 (19.55g)の単独資料である。

・C4-262: 内部は灰色 (10Y6/l)・ にぶい黄色 (2.5Y6/3), 新鮮な面は灰色 (N5/0)の頁岩である。石

器群の内訳は，ナイフ形石器 1点，剥片 1点の合計2点 (12.51g)である。

・C4-263: 自然面は爪形の裂痕があり灰黄色 (2.5Y7/2), 内部は灰色 (5Y6/l), 節理はにぶい黄色

(2.5Y6/3)・ 灰黄褐色 (10YR7/2), 新鮮な面は灰色 (N6/0)・ 暗灰色 (N3/0)の頁岩である。石核 1点

(66.58 g)の単独資料である。

・C4-264: 自然面は平滑で灰オリーブ色 (5Y5/2), 内部は浅黄色 (2.5Y7/3), 新鮮な面は暗青灰色

(5PB3/1)の頁岩である。剥片 l点 (14.88g)の単独資料である。

・C4-265: 自然面は紙ヤスリ状でにぶい褐色 (7.5YR5/4), 内部は灰白色 (2.5Y8/2)・ 灰白色 (7.5Y7/1), 

節理は黄褐色 (2.5Y5/3)の頁岩である。剥片 1点 (3.69g)の単独資料である。

・C4-266: 自然面は凹凸がありにぶい褐色 (7.5YR5/4), 内部は灰白色 (7.5Y7/l), 節理は褐色

(7.5YR4/4)の頁岩である。剥片 1点 (8.23g)の単独資料である。

・C4-267: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は灰色 (10Y6/l)・ 浅黄色 (2.5Y7/3), 節理は褐色

(7.5YR4/4)の凝灰岩である。石核 1点 (221.37g)の単独資料である。

・C4-268: 自然面は比較的平滑でオリーブ黄色 (5Y6/3)・ 浅黄色 (2.5Y7/3)の地に黒褐色 (2.5Y3/l)

が混じり，内部は明緑灰色 (7.5GY7/l)・ 暗緑灰色 (7.5GY4/l)の地にオリーブ黄色 (5Y6/3)が黄粉状

に混じる凝灰岩である。石核 1点 (185.14g)の単独資料である。

・C4-269: 自然面は平滑で灰白色 (7.5Y7/2), 内部は灰白色 (10Y8/l), 新鮮な面は灰白色 (lOY8/l)

の凝灰岩である。石核 1点 (18.05g)の単独資料である。

・C4-270: 自然面は凹凸があり灰白色 (5Y8/2)・ にぶい黄色 (2.5Y6/4), 内部及び新鮮な面はオリーブ

灰色 (5GY5/l)にオリーブ灰色 (5GY6/l)の点紋が入る凝灰岩である。珪化度が高い。剥片 1点 (28.03

g)の単独資料である。

・C4-271: 内部は灰色 (10Y5/l),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の凝灰岩である。剥片 1点 (2.81g)の単

独資料である。

・C4-272: 内部は灰色 (10Y5/l),節理は黄褐色 (2.5Y5/3),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)の凝灰岩である。

石器群の内訳は，剥片 2点 (5.92g)である。

・C4-273: 自然面は比較的平滑で灰黄色 (2.5Y6/2)・ 浅黄色 (2.5Y7/3), 内部は黄灰色 (2.5Y5/l)の砂

岩である。敲石 1点 (397.99g)の単独資料である。

・C4-274: 自然面は比較的平滑でにぶい橙色 (2.5YR6/4)・ にぶい黄褐色 (10YR5/3)・ 暗灰黄色

(2.5Y5/2), 内部は灰黄褐色 (10YR6/2)・ にぶい橙色 (2.5YR6/4) , 節理は灰赤色 (2.5YR4/2), 新鮮な

面は褐色 (10YR4/4)の砂岩である。 YR系は被熱による変色の可能性がある。台石 1点 (1,092.66g)の

単独資料である。

・C4-275: 自然面は比較的平滑で灰オリーブ色 (5Y5/2)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2)の地に灰白色 (5Y7/2)
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が同心円状に混じり，内部は灰色 (5Y5/l)・灰白色 (5Y8/2)・褐色 (10YR4/4),節理は褐色 (10YR4/4)・

灰黄褐色 (10YR5/2),新鮮な面は灰黄褐色 (10YR4/2)・ 灰色 (5Y5/l)のホルンフェルスである。石器

群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (341.32g)である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合

計2点 (341.32g)である。

・C4-276: 自然面は比較的平滑で， 自然面及び内部は暗灰黄色 (2.5Y4/2)・ にぶい褐色 (7.5YR5/4)・ 浅

黄色 (2.5Y7/3)のホルンフェルスである。石器群の内訳は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (40.03g) 

である。接合資料は，剥片 1点，石核 1点の合計2点 (40.03g)である。

・C4-277: 自然面は比較的平滑で暗灰黄色 (2.5Y5/2)・灰色 (5Y5/l), 内部は灰黄色 (2.5Y6/2)・灰黄

褐色 (10YR5/2),新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。石核 1点 (26.52g)の単独資料

である。

・C4-278: 自然面は平滑で灰色 (5Y5/l), 内部は灰色 (5Y6/l)・ 灰オリーブ色 (5Y6/2), 節理はにぶい

黄褐色 (10YR5/4),新鮮な面は灰色 (N5/0)のホルンフェルスである。石核 1点 (35.00g)の単独資料

である。

・C4-280: 自然面は平滑でオリーブ褐色 (2.5Y4/6), 内部は灰色 (5Y6/l), 節理は褐色 (10YR4/4)の

ホルンフェルスである。剥片 l点 (7.96g)の単独資料である。

・C4-281: 灰色 (10Y5/l)のホルンフェルスである。剥片 1点 (1.40g)の単独資料である。

・C4-282: 自然面は比較的平滑でにぶい黄色 (2.5Y6/3)の地に黄灰色 (2.5Y5/l)・灰白色 (2.5Y7/l)が

部分的に混じり，内部は黄灰色 (2.5Y5/l)・ にぶい黄橙色 (10YR6/4)で，黒い粉状の付着物のあるホル

ンフェルスである。剥片 1点 (5.27g)の単独資料である。

・C4-283: 自然面は平滑で灰色 (5Y4/l), 内部は灰オリーブ色 (5Y5/2), 節理はオリーブ黒色 (5Y3/l),

新鮮な面は暗灰色 (N3/0)のホルンフェルスである。剥片 l点 (7.20g)の単独資料である。

・C4-284: 自然面は比較的平滑で黄褐色 (2.5Y5/3), 内部は浅黄色 (2.5Y7/3), 節理はオリーブ褐色

(2.5Y4/4)のホルンフェルスである。剥片 1点 (0.86g)の単独資料である。

・C4-285: 内部は灰色 (10Y5/l)・ 暗灰黄色 (2.5Y5/2), 新鮮な面は灰色 (N4/0)のホルンフェルスで

ある。剥片 1点 (7.11g)の単独資料である。

・C4-286: 灰白色 (2.5Y8/l)・ 浅黄色 (2.5Y7/3) の王馬瑞• 玉髄である。加工痕ある剥片 1点 (5.63g) 

の単独資料である。

・C4-287: 内部は暗灰黄色 (2.5Y5/2), 節理は灰白色 (2.5Y8/l) のi馬瑞• 玉髄である。剥片 1点 (1.28

g)の単独資料である。

・C4-288: 黒褐色 (10YR2/2) の瑶瑞• 玉髄である。砕片 1点 (0.59g)の単独資料である。

・C4-291: 自然面は紙ヤスリ状で， 自然面及び内部は透明な地に黒灰色のモヤの入る黒曜石である。信

州和田峠周辺産と考えられる。剥片 1点 (0.59g)の単独資料である。

なお，母岩分類できなかった資料に，安山岩 l点 (1.64g), 頁岩Bl点 (0.24g)がある。

3)出士遺物（第80-82図）

lは信州和田峠周辺産の黒曜石による二側縁加工のナイフ形石器である。縦長剥片あるいは石刃の打面

側を基部として，左側縁と右側縁下半部に細かい調整加工を行っている。また，正面の右側縁上半部と裏

面の左側縁上半部に刃こぽれが見られる。 2は頁岩による一側縁加工あるいは部分加工のナイフ形石器で
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第82図 C 4-Aブロック出土遺物 (3)
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ある。縦長剥片あるいは石刃の打面側を基部として，左側縁に細かい調整加工を行っている。

3は玉髄.l. 馬瑞による加工痕ある剥片である。求心的な剥離作業を行った残核の右側縁に細かい調整加

工を行っている。

4は北関東産頁岩による稜付き石刃， 5は頁岩による石刃である。

6は砂岩による敲石である。小振りの握り拳大の礫の末端に磨痕状の敲打痕が見られる。

7は砂岩による台石である。比較的大型の不定型な礫の両面の平坦面に浅い敲打痕が見られる。

8は嶺岡産頁岩， 9は北関東産頁岩， 10は凝灰岩， 11は安山岩， 12は硬質緻密な頁岩， 13は頁岩による

剥片である。 8-12は不定型な剥片， 13は横長剥片である。

14は軟質な安山岩， 15は安山岩， 16・17はホルンフェルス， 18・19は頁岩， 20・22・23は凝灰岩， 21・

24は嶺岡産頁岩による石核である。 14・17-19・21は打面と作業面を入れ替えながら， 15・16・20・22は

打面を転移しながら， 23・24は打面と作業面を入れ替えながら，求心的な剥離作業により不定型な剥片を

剥離している。

4)接合資料とその関連資料（第83図）

・C4-238 (第83図25-27) 暗灰黄色 (2.5Y5/2) などの安山岩である。 25は剥片 2点 (26・27)の接合

資料である。

・C4-275 (第83図28-30) 灰色 (5Y5/l)などのホルンフェルスである。 28は剥片 1点 (30),石核 1点

(29)の接合資料である。 30は図示しなかったが， 29に残る剥離痕と同一方向の加撃により，剥離されて

いる。

・C4-276 (第83図31-33) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などのホルンフェルスである。 31は剥片 1点 (32), 石

核 l点 (33)の接合資料である。

・C4-256 (第83図34-36) 暗灰黄色 (2.5Y4/2)などの硬質緻密な頁岩である。 34は刺片 1点 (35), 石

核 l点 (36)の接合資料である。 36は35を剥離した後，その面を打面として，小型で不定型な剥片を剥離

している。

第33表 C 4-Aブロック石材別石器組成

石 材 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合計

黒曜石B(OBB) 1 1 2 

I安山岩(AN) 7 1 8 

安山岩(TO) 2 1 3 

流紋岩(RH) 1 1 

頁岩B(SHB) l 2 1 4 

頁岩C(SHC) 5 2 7 

頁岩D(SHD) 4 1 5 

頁岩E(SHE) 1 1 4 2 8 

湿灰岩(TU) 4 3 7 

砂岩(SA) 1 1 2 

ホルンフェルス(HO) 8 4 12 

璃瑞•玉髄(CC) 1 l 1 3 

合 計 2 1 2 1 1 39 2 14 62 
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第34表 C 4-Aブロック母岩別石器組成

母岩番号 KN TP PO KP ES ss GR DR PQ RF UF BL HX PT HS AS FL CH co SM SP MB MC 合 計

C4-237(0BB) 1 1 

C4-238(AN) 2 2 

C4-239(AN) 1 1 

C4-240(AN) 1 1 

C4-241(AN) 1 1 

C4-242(AN) 1 1 

C4-243(AN} 1 1 

C4-244(RH) 1 1 

C4-245(TO) 1 1 

C4-246(TO) 1 1 

C4-247(TO) 1 1 

C4-248(SHBl 1 1 

C4-249(SHB) 2 2 

C4-250(SHC) 1 1 

C4-251(SHC) 1 1 

C4-252(SHC) 1 1 

C4-253(SHC) 2 2 

C4-254(SHC) 1 1 

C4-255(SHC) 1 1 

C4-256(SHD) 1 1 2 

C4-257(SHD) 1 1 

C4-258(SHDl 1 1 

C4-259(SHD) 1 1 

C4-260(SHE) 1 1 

C4-261(SHE) 1 1 

C4-262(SHE) 1 1 2 

C4-263(SHE) 1 1 

C4-264(SHE) 1 1 

C4-265(SHE) 1 1 

C4-266(SHE) 1 1 

C4-267ffUl 1 1 

C4-268(TU) 1 1 

C4-269(TU) 1 1 

C4-270(TU) 1 1 

C4-271(TU) 1 1 

C4-272(TUl 2 2 

C4-273(SA) 1 1 

C4-274(SA) 1 1 

C4-275(HOl 1 1 2 

C4-276(HO) 1 1 2 

C4-277(HO) 1 1 

C4-278(HO) 1 1 

C4-280(HO) 1 1 

C4-281CHO) 1 1 

C4-282(HO) 1 1 

C4-283(HO) 1 1 

C4-284(HO) 1 1 

C4-285(HO) 1 1 

C4-286(CC) 1 1 

C4-287(CC) 1 1 

C4-288(CC) 1 1 

C4-29HOBB) 1 1 

その他(AN) 1 1 

その他(SHB) 1 1 

合 計 2 1 2 1 1 39 2 14 62 
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第35表 C 4-Aブロック礫組成

母 岩石材 個数 重量 母 岩石材 個数 重量 母 岩石材 個数 重量

C4R-1 AN 1 32.04 C4R-61 RH 1 51.19 C4R-121 RH 1 97.46 

C4R-2 AN 1 43.67 C4R-62 RH 1 39.25 C4R-122 RH 1 30.93 

C4R-3 AN 1 39.14 C4R-63 RH 1 31.66 C4R-123 RH 1 69.93 

C4R-4 AN 1 74.44 C4R-64 RH 1 55.56 C4R-124 RH 1 175.38 

C4R-5 AN 1 58.55 C4R-65 RH 1 39.43 C4R-125 RH 1 175.15 

C4R-6 AN 1 31.99 C4R-66 RH 1 42.19 C4R-126 RH 1 163.84 

C4R-7 AN 1 72.01 C4R-67 RH 1 34.42 C4R-127 RH 1 213.30 

C4R-8 RH 2 67.00 C4R-68 RH 1 31.05 C4R-128 RH 1 44.59 

C4R-9 RH 3 237.35 C4R-69 RH 1 27.27 C4R-129 RH 1 30.18 

C4R-10 RH 5 238.19 C4R-70 RH 1 53.18 C4R-130 RH 1 65.63 

C4R-11 RH 2 195.05 C4R-71 RH 1 51.20 C4R-131 RH 1 72.66 

C4R-12 RH 3 203.40 C4R-72 RH 1 64.50 C4R-132 RH 1 30.06 

C4R-13 RH 2 199.16 C4R-73 RH 1 54.40 C4R-133 RH 1 64.40 

C4R-14 RH 3 282.85 C4R-74 RH 1 56.07 C4R-134 RH 1 57.70 

C4R-15 RH 5 353.57 C4R-75 RH 1 53.07 C4R-135 RH 1 60.74 

C4R-16 RH 2 60.00 C4R-76 RH 1 33.24 C4R-136 RH 1 97.71 

C4R-17 RH 3 117.18 C4R-77 RH 1 42.43 C4R-137 RH 1 71.70 

C4R-18 RH 2 67.39 C4R-78 RH 1 46.50 C4R-138 RH 1 33.39 

C4R-19 RH 3 202.87 C4R-79 RH 1 18.47 C4R-139 RH 1 30.28 

C4R-20 RH 5 139.74 C4R-80 RH 1 31.18 C4R-140 RH 1 56.13 

C4R-21 RH 2 84.44 C4R-81 RH 1 34.61 C4R-141 RH 1 74.46 

C4R-22 RH 4 132.06 C4R-82 RH 1 72.62 C4R-142 RH 1 70.54 

C4R-23 RH 2 139.83 C4R-83 RH 1 37.00 C4R-143 RH 1 29.36 

C4R-24 RH 2 64.50 C4R-84 RH 1 19.20 C4R-144 RH 1 197.20 

C4R-25 RH 2 43.89 C4R-85 RH 1 28.19 C4R-145 RH 1 130.82 

C4R-26 RH 3 34.40 C4R-86 RH 1 32.40 C4R-146 RH 1 21.18 

C4R-27 RH 2 26.97 C4R-87 RH 1 47.65 C4R-147 RH 1 93.66 

C4R-28 RH 2 46.80 C4R-88 RH 1 40.73 C4R-148 RH 1 53.51 

C4R-29 RH 2 37.40 C4R-89 RH 1 155.60 C4R-149 RH 1 40.64 

C4R-30 RH 1 132.75 C4R-90 RH 1 32.61 C4R-150 RH 1 163.08 

C4R-31 RH 1 124.90 C4R-91 RH 1 29.60 C4R-151 RH 1 45.42 

C4R-32 RH 1 142.83 C4R-92 RH 1 126.75 C4R-152 RH 1 18.64 

C4R-33 RH 1 64.64 C4R-93 RH 1 76.40 C4R-153 RH 1 16.25 

C4R-34 RH 1 110.10 C4R-94 RH 1 52.38 C4R-154 RH 1 27.96 

C4R-35 RH 1 72.57 C4R-95 RH 1 44.28 C4R-155 RH 3 68.64 

C4R-36 RH 1 203.65 C4R-96 RH 1 33.00 C4R-156 RH 1 15.13 

C4R-37 RH 1 180.32 C4R-97 RH 1 165.40 C4R-157 RH 1 18.27 

C4R-38 RH 1 102.92 C4R-98 SA 1 143.91 C4R-158 RH 1 18.92 

C4R-39 RH 1 79.09 C4R-99 RH 1 37.83 C4R-159 RH 1 8.19 

C4R-40 RH 1 163.60 C4R-100 RH 1 154.40 C4R-160 RH 1 20.04 

C4R-41 RH 1 93.01 C4R-101 RH 1 81.69 C4R-161 RH 1 10.51 

C4R-42 RH 1 173.98 C4R-102 RH 1 66.27 C4R-162 RH 1 9.90 

C4R-43 RH 1 109.93 C4R-103 RH 1 69.56 C4R-163 RH 1 9.07 

C4R-44 RH 1 179.81 C4R-104 RH 1 60.03 C4R-164 RH 1 31.65 

C4R-45 SA 1 101.49 C4R-105 RH 1 59.51 C4R-165 RH 1 6.37 

C4R-46 RH 1 108.65 C4R-106 RH 1 21.71 C4R-166 RH 1 10.35 

C4R-47 RH 1 82.24 C4R-107 RH 1 11.44 C4R-167 RH 1 18.47 

C4R-48 RH 1 76.47 C4R-108 RH 1 31.05 C4R-168 RH 1 13.03 

C4R-49 RH 1 24.36 C4R-109 RH 1 11.96 C4R-169 RH 1 21.72 

C4R-50 RH 1 51.87 C4R-110 RH 1 5.16 C4R-170 RH 1 25.10 

C4R-51 RH 1 55.96 C4R-111 RH 1 10.12 C4R-171 RH 1 19.58 

C4R-52 RH 1 40.06 C4R-112 RH 1 7.41 C4R-172 RH 1 25.68 

C4R-53 RH 1 63.08 C4R-113 RH 1 47 78 C4R-173 RH 1 11 60 

C4R-54 RH 1 45.52 C4R-114 RH 1 4.45 C4R-174 RH 1 5.41 

C4R-55 RH 1 5.31 C4R-115 RH 1 14.14 C4R-175 RH 1 6.04 

C4R-56 RH 1 33.77 C4R-116 RH 1 46.22 C4R-176 RH 1 2.87 

C4R-57 RH 1 88.78 C4R-117 SA 1 227.30 C4R-177 RH 1 5.90 

C4R-58 RH 1 82.84 C4R-118 RH 1 57.78 C4R-178 RH 1 0.92 

C4R-59 RH 1 49.15 C4R-119 RH 1 44.77 C4R-179 RH 1 109.30 

C4R-60 RH 1 40.63 C4R-120 RH 1 85.07 C4R-180 RH 1 19.45 
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母 岩石材 個数 重量 母 岩石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量
C4R-181 RH 1 12.49 C4R-241 CH 1 5.39 C4R-301 TU 1 78.15 
C4R-182 RH 1 55.62 C4R-242 CH 1 22.65 C4R-302 TU 1 40.38 
C4R-183 RH 1 5.98 C4R-243 CH 1 10.34 C4R-303 TU 1 24.81 
C4R-184 RH 1 5.98 C4R-244 CH 1 18.15 C4R-304 TU 1 128.30 
C4R-185 SH 1 67.92 C4R-245 CH 1 9.03 C4R-305 TU 1 95.98 

C4R-186 SH 1 23.79 C4R-246 CH 1 53.99 C4R-306 TU 1 162.14 

C4R-187 CH 1 110.83 C4R-247 CH 1 6.41 C4R-307 TU 1 156.85 
C4R-188 CH 1 71.84 C4R-248 CH 1 7.69 C4R-308 TU 1 260.50 
C4R-189 CH 1 111.91 C4R-249 CH 1 67.15 C4R-309 TU 1 160.11 
C4R-190 CH 1 95.62 C4R-250 CH 1 13.39 C4R-310 TU 1 17.95 

C4R-191 CH 1 103.17 C4R-251 TU 1 152.99 C4R-311 TU 1 42.43 
C4R-192 CH 1 77.88 C4R-252 TU 1 424.40 C4R-312 TU 1 18.80 
C4R-193 CH 1 35.58 C4R-253 TU 1 141.03 C4R-313 TU 1 110.69 

C4R-194 CH 1 40.02 C4R-254 TU 1 68.65 C4R-314 TU 1 62.32 
C4R-195 CH 1 31.04 C4R-255 TU 1 136.71 C4R-315 TU 1 10.97 

C4R-196 CH 1 79.22 C4R-256 TU 1 302.25 C4R-316 TU 1 45.21 

C4R-197 CH 1 24.20 C4R-257 TU 1 144.40 C4R-317 TU 1 33.01 

C4R-198 CH 1 32.52 C4R-258 TU 1 121.97 C4R-318 TU 1 0.24 

C4R-199 CH 1 52.78 C4R-259 TU 1 29.13 C4R-319 TU 1 54.92 
C4R-200 CH 1 36.79 C4R-260 TU 1 28.34 C4R-320 SA 1 36.10 

C4R-201 CH 1 49.22 C4R-261 TU 1 36.18 C4R-321 SA 1 22.47 

C4R-202 CH 1 101.46 C4R-262 TU 1 77.35 C4R-322 SA 1 46.83 

C4R-203 CH 1 50.85 C4R-263 TU 1 79.40 C4R-323 SA 1 77.49 

C4R-204 CH 1 73.07 C4R-264 TU 1 106.41 C4R-324 SA 1 35.91 
C4R-205 CH 1 48.39 C4R-265 TU 1 112.03 C4R-325 SA 1 38.66 

C4R-206 CH 1 48.94 C4R-266 TU 1 91.23 C4R-326 SA 1 205.91 

C4R-207 CH 1 43.60 C4R-267 TU 1 61.71 C4R-327 SA 1 35.96 

C4R-208 CH 1 24.57 C4R-268 TU 1 36.91 C4R-328 SA 1 73.59 

C4R-209 CH 1 1.88 C4R-269 TU 1 67.47 C4R-329 SA 1 61.29 
C4R-210 CH 1 131.69 C4R-270 TU 1 65.37 C4R-330 SA 1 49.58 

C4R-211 CH 1 118.95 C4R-271 TU 1 39.68 C4R-331 SA 1 82.57 

C4R-212 CH 1 116.93 C4R-272 TU 1 11.16 C4R-332 SA 1 112.53 

C4R-213 CH 2 52.06 C4R-273 TU 1 110.89 C4R-333 SA 1 60.44 

C4R-214 CH 2 95.14 C4R-274 TU 1 83.16 C4R-334 SA 1 43.40 

C4R-215 CH 2 26.81 C4R-275 TU 1 83.95 C4R-335 SA 1 24.86 

C4R-216 CH 1 79.16 C4R-276 TU 1 28.10 C4R-336 SA 1 26.57 

C4R-217 CH 1 87.42 C4R-277 TU 1 60.31 C4R-337 SA 1 29.00 

C4R-218 CH 1 46.81 C4R-278 TU 1 46.35 C4R-338 SA 1 44.25 

C4R-219 CH 1 70.54 C4R-279 TU 1 702.00 C4R-339 SA 1 73.64 

C4R-220 CH 1 16.32 C4R-280 TU 1 120.25 C4R-340 SA 1 98.40 

C4R-221 CH 1 138.00 C4R-281 TU 1 155.29 C4R-341 SA 1 85.81 

C4R-222 CH 1 58.43 C4R-282 TU 1 48.77 C4R-342 SA 1 57.45 

C4R-223 CH 1 51.84 C4R-283 TU 1 57.07 C4R-343 SA 1 149.49 

C4R-224 CH 1 42.74 C4R-284 SA 1 217.72 C4R-344 SA 1 17.56 

C4R-225 CH 1 20.75 C4R-285 TU 1 49.42 C4R-345 SA 1 86.05 

C4R-226 CH 1 60.03 C4R-286 TU 1 57.09 C4R-346 SA 1 86.20 

C4R-227 CH 1 6.79 C4R-287 TU 1 52.73 C4R-347 SA 1 92.52 

C4R-228 CH 1 38.50 C4R-288 TU 1 48.09 C4R-348 SA 1 84.13 

C4R-229 CH 1 40.16 C4R-289 TU 1 59.38 C4R-349 SA 1 50.04 

C4R-230 CH 1 53.33 C4R-290 TU 1 20.98 C4R-350 SA 1 50.06 

C4R-231 CH 1 49.94 C4R-291 TU 1 82.26 C4R-351 SA 1 91.06 

C4R-232 CH 1 49.11 C4R-292 TU 1 29.87 C4R-352 SA 1 67.75 

C4R-233 CH 1 35.48 C4R-293 TU 1 4.57 C4R-353 SA 1 59.08 

C4R-234 CH 1 28.17 C4R-294 TU 1 2.89 C4R-354 SA 1 31.45 

C4R-235 CH 1 20.17 C4R-295 HO 1 0.09 C4R-355 SA 1 3.63 

C4R-236 CH 1 59.04 C4R-296 TU 2 124.44 C4R-356 SA 1 48.78 

C4R-237 CH 1 24.34 C4R-297 TU 3 80.79 C4R-357 SA 1 72.28 

C4R-238 CH 1 1.67 C4R-298 TU 2 128.47 C4R-358 SA 1 45.57 

C4R-239 CH 1 3.99 C4R-299 TU 1 140.83 C4R-359 SA 1 32.71 

C4R-240 CH 1 5.58 C4R-300 TU 1 91.98 C4R-360 SA 1 34.32 
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母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重量

C4R-361 SA 1 40.21 C4R-421 SA 1 25.50 C4R-481 SA 2 215.19 

C4R-362 SA 1 74.38 C4R-422 SA 1 35.18 C4R-482 SA 2 36.65 

C4R-363 SA 1 60.44 C4R-423 SA 4 111.33 C4R-483 SA 3 54.38 

C4R-364 SA 1 47.19 C4R-424 SA 4 588.25 C4R-484 SA 3 185.68 

C4R-365 SA 1 100.32 C4R-425 SA 2 90.55 C4R-485 SA 6 182.94 

C4R-366 SA 1 16.49 C4R-426 SA 5 281.99 C4R-486 SA 2 137.37 

C4R-367 SA 1 42.19 C4R-427 SA 1 244.10 C4R-487 SA 7 901.70 

C4R-368 SA 1 24.05 C4R-428 SA 1 82.23 C4R-488 SA 3 54.83 

C4R-369 SA 1 18.94 C4R-429 SA 2 188.39 C4R-489 SA 3 111.56 

C4R-370 SA 1 46.59 C4R-430 SA 2 95.22 C4R-490 SA 3 89.26 

C4R-371 SA 1 47.66 C4R-431 SA 2 126.70 C4R-491 SA 2 113.61 

C4R-372 SA 1 159.44 C4R-432 SA 1 335.97 C4R-492 SA 2 25.26 

C4R-373 SA 1 26.57 C4R-433 SA 1 86.80 C4R-493 SA 2 35.27 

C4R-374 SA 1 30.53 C4R-434 CH 1 6.18 C4R-494 SA 2 71.85 

C4R-375 SA 1 70.86 C4R-435 SA 1 136.89 C4R-495 SA 2 34.80 

C4R-376 SA 1 65.83 C4R-436 SA 1 29.46 C4R-496 SA 2 93.10 

C4R-377 SA 1 61.20 C4R-437 SA 1 71.90 C4R-497 SA 3 75.37 

C4R-378 SA 1 44.41 C4R-438 SA 1 21.19 C4R-498 SA 2 120.16 

C4R-379 SA 1 38.52 C4R-439 SA 1 48.08 C4R-499 SA 2 99.37 

C4R-380 SA 1 53.42 C4R-440 SA 1 24.76 C4R-500 SA 1 22.24 

C4R-381 SA 1 20.64 C4R-441 SA 1 37.43 C4R-501 SA 1 174.23 

C4R-382 SA 1 52.32 C4R-442 SA 1 66.79 C4R-502 SA 1 98.09 

C4R-383 SA 1 17.95 C4R-443 SA 1 11.94 C4R-503 SA 1 383.78 

C4R-384 SA 1 81.82 C4R-444 SA 1 22.46 C4R-504 SA 1 46.49 

C4R-385 SA 1 63.70 C4R-445 SA 1 16.56 C4R-505 SA 1 588.05 

C4R-386 SA 1 47.45 C4R-446 SA 1 68.60 C4R-506 SA 1 402.64 

C4R-387 SA 1 78.69 C4R-447 SA 1 24.24 C4R-507 SA 1 48.57 

C4R-388 SA 1 36.77 C4R-448 SA 1 7.39 C4R-508 SA 1 29.62 

C4R-389 SA 1 56.28 C4R-449 SA 1 7.37 C4R-509 SA 1 79.21 

C4R-390 SA 1 30.53 C4R-450 SA 1 9.22 C4R-510 SA 1 61.18 

C4R-391 SA 1 68.70 C4R-451 SA 1 14.76 C4R-511 SA 1 211.90 

C4R-392 SA 1 36.35 C4R-452 SA 1 6.31 C4R-512 SA 1 522.25 

C4R-393 SA 1 33.1 B C4R-453 SA 1 20.98 C4R-513 SA 1 21.08 

C4R-394 SA 1 49.96 C4R-454 SA 1 168.21 C4R-514 SA 1 34.60 

C4R-395 SA 1 36.89 C4R-455 SA 1 65.95 C4R-515 SA 1 50.13 

C4R-396 SA 1 51.82 C4R-456 SA 1 14.15 C4R-516 SA 1 35.80 

C4R-397 SA 1 61.19 C4R-457 SA 1 26.78 C4R-517 SA 1 34.08 

C4R-398 SA 1 47.25 C4R-458 SA 1 78.18 C4R-518 SA 1 82.08 

C4R-399 SA 1 83.17 C4R-459 SA 1 19.51 C4R-519 SA 1 172.40 

C4R-400 SA 1 42.03 C4R-460 SA 1 23.85 C4R-520 SA 1 33.77 

C4R-401 SA 1 33.80 C4R-461 SA 1 92.87 C4R-521 SA 1 30.88 

C4R-402 SA 1 32.58 C4R-462 SA 1 22.84 C4R-522 SA 1 27.12 

C4R-403 SA 1 37.05 C4R-463 SA 1 61.85 C4R-523 SA 1 40.58 

C4R-404 SA 1 47.89 C4R-464 SA 1 18.19 C4R-524 SA 1 31.59 

C4R-405 SA 1 47.73 C4R-465 SA 1 39.93 C4R-525 SA 1 65.35 

C4R-406 SA 1 106.93 C4R-466 SA 1 12.25 C4R-526 SA 1 33.02 

C4R-407 SA 1 56.03 C4R-467 SA 1 66.37 C4R-527 SA 1 7.88 

C4R-408 SA 1 41.84 C4R-468 SA 1 41.35 C4R-528 SA 1 17.03 

C4R-409 SA 1 29.15 C4R-469 SA 1 27.21 C4R-529 SA 1 13.38 
C4R-410 SA 1 38.74 C4R-470 SA 1 24.94 C4R-530 SA 1 23.42 

C4R-411 SA 1 73.30 C4R-471 SA 1 4.83 C4R-531 SA 1 29.55 

C4R-412 SA 1 120.67 C4R-472 SA 2 221.05 C4R-532 SA 1 24.83 

C4R-413 SA 1 93.65 C4R-473 SA 2 73.02 C4R-533 SA 1 4.24 

C4R-414 SA 1 60.24 C4R-474 SA 3 81.86 C4R-534 SA 1 27.00 

C4R-415 SA 1 51.00 C4R-475 SA 2 84.00 C4R-535 SA 1 30.00 

C4R-416 SA 1 82.81 C4R-476 SA 2 111.46 C4R-536 SA 1 15.20 

C4R-417 SA 1 39.59 C4R-477 SA 2 273.76 C4R-537 SA 1 25.65 

C4R-418 SA 1 52.04 C4R-478 SA 2 95.73 C4R-538 SA 1 102.80 

C4R-419 SA 1 24.10 C4R-479 SA 2 328.25 C4R-539 SA 1 3.39 

C4R-420 SA 1 35.22 C4R-480 SA 3 461.60 C4R-540 SA 1 13.67 

-141-



第3節第2文化層

母 岩 石 材 個数 重量 母 岩 石材 個数 重畳 母 岩 石材 個数 重量

C4R-541 SA 1 25.63 C4R-591 SA 2 34.88 C4R-641 HO 1 32.00 

C4R-542 SA 1 128.76 C4R-592 SA 1 82.44 C4R-642 HO 1 209.21 

C4R-543 SA 1 128.83 C4R-593 SA 1 14.36 C4R-643 HO 1 24.15 

C4R-544 SA 1 31.97 C4R-594 SA 1 42.81 C4R-644 HO 1 51.04 

C4R-545 SA 1 28.03 C4R-595 SA 1 43.72 C4R-645 HO 1 159.61 

C4R-546 SA 1 15.13 C4R-596 SA 1 29.31 C4R-646 HO 1 71.48 

C4R-547 SA 1 10.38 C4R-597 SA 1 85.10 C4R-647 HO 1 86.41 

C4R-548 SA 1 47.46 C4R-598 SA 1 82.99 C4R-648 HO 1 40.55 

C4R-549 SA 1 51.16 C4R-599 SA 1 12.94 C4R-649 HO 1 86.82 

C4R-550 SA 1 38.14 C4R-600 SA 1 22.57 C4R-650 HO 1 23.41 

C4R-551 SA 1 9.54 C4R-601 SA 1 50.78 C4R-651 HO 1 27.93 

C4R-552 SA 1 19.49 C4R-602 SA 1 4.85 C4R-652 HO 1 92.59 

C4R-553 SA 1 8.84 C4R-603 SA 1 12.76 C4R-653 HO 1 193.64 

C4R-554 SA 1 168.94 C4R-604 SA 1 1.32 C4R-654 HO 1 17.57 

C4R-555 SA 1 165.64 C4R-605 SA 1 1.39 C4R-655 HO 1 58.73 

C4R-556 SA 1 52.58 C4R-606 SA 1 2.51 C4R-656 HO 1 47.17 

C4R-557 SA 1 35.67 C4R-607 SA 1 16.86 C4R-657 HO 1 7.10 

C4R-558 SA 1 29.41 C4R-608 SA 1 41.50 C4R-658 HO 1 46.35 

C4R-559 SA 1 55.84 C4R-609 SA 1 93.71 C4R-659 HO 1 105.28 

C4R-560 SA 1 23.51 C4R-610 SA 1 91.87 C4R-660 HO 1 749.28 

C4R-561 SA 1 51.10 C4R-611 SA 1 86.46 C4R-661 HO 1 68.63 

C4R-562 SA 1 9.57 C4R-612 SA 1 210.35 C4R-662 HO 1 3.50 

C4R-563 SA 1 21.09 C4R-613 SA 1 52.19 C4R-663 HO 1 57.09 

C4R-564 SA 1 58.86 C4R-614 SA 1 25.13 C4R-664 HO 1 52.04 

C4R-565 SA 1 64.96 C4R-615 SA 1 25.40 C4R-665 HO 1 40.52 

C4R-566 SA 1 54.46 C4R-616 SA 1 24.93 C4R-666 HO 1 36.08 

C4R-567 SA 1 20.91 C4R-617 SA 1 49.58 C4R-667 HO 1 36.35 

C4R-568 SA 1 22.02 C4R-618 SA 1 79.55 C4R-668 HO 1 27.03 

C4R-569 SA 1 20.60 C4R-619 SA 1 76.46 C4R-669 HO 1 7.99 

C4R-570 SA 1 26.17 C4R-620 SA 1 99.36 C4R-670 HO 1 54.80 

C4R-571 SA 1 43.77 C4R-621 SA 1 30.65 C4R-671 HO 1 30.36 

C4R-572 SA 1 82.12 C4R-622 SA 1 34.57 C4R-672 HO 1 36.56 

C4R-573 SA 1 23.21 C4R-623 SA 1 134.90 C4R-762 SA 1 5.17 

C4R-574 SA 1 26.63 C4R-624 SA 1 35.50 

C4R-575 SA 1 20.54 C4R-625 SA 1 137.09 

C4R-576 SA 1 18.84 C4R-626 SA 1 36.48 

C4R-577 SA 1 27.88 

C4R-578 SA 1 63.32 

C4R-627 SA 1 45.92 

C4R-628 SA 1 50.96 
石 材 個数 重量

C4R-579 SA 1 175.05 

C4R-580 SA 1 17.18 

C4R-629 SA 1 31.65 

C4R-630 SA 1 200.08 

安山岩(AN) 7 351.84 

流紋岩(RH) 215 11 785.92 

C4R-581 SA 1 11.88 C4R-631 SA 1 38.70 
頁岩(SH) 2 91.71 

C4R-582 SA 1 40.95 

C4R-583 SA 1 30.77 

C4R-584 SA 1 48.02 

C4R-585 SA 1 37.38 

C4R-586 SA 1 86.91 

C4R-632 SA 1 71.94 

C4R-633 HO 1 137.47 

C4R-634 HO 2 181.99 

C4R-635 HO 2 165.14 

C4R-636 HO 2 81.06 

チャート(CH) 68 3 195.64 

凝灰岩(TU) 71 6,308.46 

砂岩(SA) 377 22,818.38 

ホルンフェルス(HO) 46 3 662.20 

合 計 786 48214.15 

C4R-587 SA 1 21.54 C4R-637 HO 2 119.51 

C4R-588 SA 1 19.66 C4R-638 HO 2 82.37 

C4R-589 SA 1 12.48 C4R-639 HO 1 181.42 

C4R-590 SA 1 32.12 C4R-640 HO 1 131.88 
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C 4-Bプロック

ヽ
~

7

1

 

C4-Bブロック （第84-86図， 第36-38表， カラー図版 7)

ブロックの概要

C4-Bフ，，ロックは， 調査範囲西側のC4-89,D4-80グリッドに位置する。ブロックの立地は， 台地の南

側縁辺部で， 傾斜変換点（台地の縁辺）までの距離は 5mである。

ブロックの規模と形状は，

時の所見によれば， III層で，

長軸4m, 短軸 2mの範囲に 9点の石器・礫が分布する。出土層位は，調査

30cmほどの高低差をもって包含されている （第84・85図）。

ブロックは，掻器 1点，剥片 1点の合計2点と礫7点で構成される。石器石材は， 頁岩Dl点 溺瑞．

玉髄 1点である。礫石材は， 軟質の安山岩 1点 (1母岩； 73.87 g), 流紋岩 1点 (1母岩； 214,61 g), チ

ャート 1点 (1母岩； 18.67 g), 砂岩 3点 (3栂岩； 84.80 g), ホルンフェルス 1点 (1母岩； 24.74 g) 

で， 識別率は100%である。

A
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E
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． 
SHD ＊
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@ ES 

• FL 

* PE 

＋ 

＊
 

＊ 

*" 

*
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＋。 (1/80) 4m 
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＊
 

＊
 .* * ＊＊＊ @ 

・45.500m 

第84図 C 4-Bブロック出土遺物分布 (1) —器種• 石材別分布ー

第36表

一母岩番号

C4-289(SHD 

q~ 咄_qcl
合 計

C 4-Bブロック母岩別石器組成

KNITPIPOIKPIESISSIGRIDRIPO RF UFIBLIHXIPTIHSIAS 且―ICH

1 

co SMI SPIMBIMCI豆」土

； 
第37表 C 4-Bブロック石材別石器組成

石材

益 P)
璃瑞・玉髄(CC)

合 計

KNJTPJPOJKPJESJSSJGRJDRJPQ RF UFIBLIHXIPTIHSIAS ELj..2t! 1
 

co SMI SPIMBIMCI含」止

； 
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A
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第85図 C 4-Bブロック出土遺物分布 (2)

2)栂岩の特徴と内容

本プロックでは 2母岩を識別した。内訳は，

(C4-289), 

頁岩Dl母岩

瑞瑞・玉随 1母岩 (C4-290)

した石器の石器総数に対する割合は100%(2/2点）

・C4-289: 自然面は平滑で黄褐色 (2.5Y5/3),

である。母岩識別

リーブ色 (5Y5/3)

(14.36 g)の単独資料である。

である。

内部は灰オ

の硬質緻密な頁岩である。剥片 1点

・C4-290: 灰黄色 (2.5Y6/2)

部分的に灰白色 (2.5Y8/2) が混じる瑞瑞• 玉髄である。掻

の地に黄灰色 (2.5Y5/l) で，

器 1点 (9.23g) の単独資料である。

3)出士遺物（第86図）

1 は王馬瑞•玉髄による掻器である。縦長剥片の末端に急角

一礫石材別分布ー

｀
ご
〗
〕第86図

D4-80-2 
C4-290(CC) 
ES 
9.23g 

゜
(2/3) 5cm 

度の調整加工を行っており，
C 4-Bブロック出土遺物

刃こぼれも見られる。

第38表 C 4-Bブロック礫組成

母 岩 石材 個数 重量

C4R-673 TO 1 73.87 

C4R-674 RH 1 214.61 

C4R-675 CH 1 18.67 

C4R-676 SA 1 34.66 

C4R-677 SA 1 29.70 

母岩

C4R-678 ... _一
C4R-679 

A_o 

材石一

S

H
皿

1
 

屯
24.74 

石 材 個数 重量

安山岩(TO) 1 73.87 

流紋岩(RH) 1 214.61 

チャート(CH) 1 18.67 

砂岩(SA) 3 84.80 

ホルンフェルス(HO) 1 24.74 

合 計 7 416.69 

-144一



8 プロック外

8 ブロック外（第87・88図，カラー図版7)

石器群の内訳は，ナイフ形石器1点，砕片2点，礫2点の合計5点である。

1は浅黄色 (2.5Y7/3)の硬質緻密な頁岩による一側縁加工のナイフ形石器である。横長剥片を横位に

用い，右側縁の先端部から2/3にかけてほぽ垂直，残り 1/3は鋭角な調整加工を行っている。また，裏面の

右側縁上部に刃こぼれが見られる。打面が右側縁の下部1/3に残っている。 D3-55グリッドから出土して

いる。

＼
 

麟 七2

D2-Aプロック

元

話

． ・． ・ヽ.・ ． ヽヽ.,., 
.: .• .,._",;・-) C 

... ・.・ 

＋遺麟
C4-Aプロック

△
二

1 D3-55-1 
その他(SHD)
KN 
6.82g 

゜
(2/3) 5cm 

第88図 第2文化層ブロック外出土遺物

O (1/1,500) 40m 

第87図 第2文化層ブロック外出土遺物分布

9 礫群（第39-41表）

本文化層では， 7か所のブロックと 1か所の単独地点から礫の集中分布が確認されており，それらに対

して通例の名称である礫群を呼称した。礫群を構成する礫の属性分類に当たっては，石材・母岩• 重量・

礫分類・礫遺存率．母岩復元率について分類を行った。礫分類は， A:完形被焼成礫， B:破損被焼成礫

（破損面非焼成）， c:破損被焼成礫（破損面被焼成）， D:完形非焼成礫， E:破損非焼成礫に区分し，

礫遺存率及び母岩復元率は， a : 完形， b : 1/2以上， C : 1/2未満， a: 破片とした。なお，被焼成と非

焼成の区別は，表面が赤化している，煤けたように黒くなっている，あるいはひび割れが生じているなど，

被熱によると考えられる痕跡が肉眼で観察されるか否かによった。

礫の総点数は1,137点，総重量は57,325.89gである。最大重量は749.28g, 最低重量は0.09g, 平均重量

は50.42gである。母岩分類のできなかった資料を除いた石材の母岩数と点数は，ブロックにより差があ

るが，全体としては，砂岩が485母岩 (52%)・606点 (53%) とほぼ半数を占め，以下，流紋岩が212栂岩
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(23%)・268点 (24%), 凝灰岩が82母岩 (9%)・89点 (8%), チャートが73母岩 (8%)・79点 (7%), 

ホルンフェルスが64母岩 (7%)・82点 (7%)で砂岩と合わせて，母岩数及び点数ともに99%を占める。

礫分類はc:破損被焼成礫（破損面被焼成），礫遺存率は C : 1/2未満，母岩復元率は C : 1/2未満がほぼ

半数である。

第39表 ブロック別礫分類

礫分類 A B 

ブロック名 点数 点数比 点数 点数比 点数

D2-A 12 9.5% 19 15.1% 83 

D2-B 6 35.3% 11 

D3-A 17 20.2% 64 

D3-B 3 2.7% 11 9.7% 93 

D3-C 2 

C4-A 273 34.7% 59 7.5% 413 

C4-B 6 

ブロック外 2 

合 計 288 25.3% 112 9.9% 674 

礫分類

A: 完形被焼成礫

B: 破損被焼成礫（破損面非焼成）

c: 破損被焼成礫（破損面被焼成）

第40表 ブロック別礫遺存率

礫遺存率 a b 

ブロック名 点数 点数比 点数 点数比 点数

D2-A 15 11.9% 13 10.3% 84 

D2-B 16 

D3-A 1 1.2% 76 

D3-B 6 5.3% 5 4.4% 91 

D3-C 2 

C4-A 302 38.4% 103 13.1% 362 

C4-B 1 14.3% 2 28.6% 4 

ブロック外 2 

合 計 325 28.6% 123 10.8% 637 

第41表 ブロック別栂岩復元率

母岩復元率 a b 

ブロック名 母岩数 母岩数比 母岩数 母岩数比 母岩数
D2-A 19 21.1% 10 11.1% 50 
D2-B 10 
D3-A 1 2.0% 3 6.1% 39 
D3-8 7 7.4% 4 4.2% 74 
D3-C 2 
C4-A 317 47.1% 99 14.7% 243 
C4-B 1 14.3% 2 28.6% 4 

合 計 345 37.2% 118 12.7% 422 

C D 
点数比 点数 点数比

65.9% 3 2.4% 

64.7% 

76.2% 1 1.2% 

82.3% 3 2.7% 

100.0% 

52.5% 29 3.7% 

85.7% 1 14.3% 

100.0% 

59.3% 37 3.3% 

D: 完形非焼成礫

E: 破損非焼成礫

C d 

点数比 点数 点数比

66.7% 14 11.1% 
94.1% 1 5.9% 
90.5% 7 8.3% 
80.5% 11 9.7% 

100.0% 
46.1% 19 2.4% 
57.1% 
100.0% 
56.0% 52 4.6% 

C d 

母岩数比 母岩数 母岩数比
55.6% 11 12.2% 
90.9% 1 9.1% 
79.6% 6 12.2% 
77.9% 10 10.5% 
100.0% 
36.1% 14 2.1% 
57.1% 
45.5% 42 4.5% 
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点数， 
2 

3 

12 

26 

合
点数

126 
17 
84 
113 
2 

786 
7 
2 

1137 

合

母岩数
90 
11 
49 
95 
2 

673 
7 

927 

E 

点数比

7.1% 

2.4% 

2.7% 

1.5% 

2.3% 

計

点数比
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 

計

母岩数比
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 
100.0% 

合 計

点数 点数比

126 100.0% 

17 100.0% 

84 100.0% 

113 100.0% 

2 100.0% 

786 100.0% 

7 100.0% 

2 100.0% 

1137 100.0% 

礫遺存率

a : 完形

b : 1/2以上

C : 1/2未満

ci: 破片

母岩復元率

a : 完形

b : 1/2以上

C : 1/2未満

d : 破片



1 ブロック外

第4節時期不明

ここでは上層遺構等に混在していて帰属文化層を決定できなかったグリッド単独出土の遺物，検出層

位・出土層位が不明なため帰属文化層を決定できなかった土坑• 炭化物集中地点について記述する。

l ブロック外（第89図，カラー図版 7)

石器群の内訳は，ナイフ形石器5点．削器 1点，加工痕ある剥片 7点．使用痕ある剥片 2点，石刃 6点，

剥片18点石核6点礫l点の合計46点 (976.73g)である。

1は灰オリーブ色 (5Y5/2)・灰オリーブ色 (5Y4/2)の嶺岡産頁岩による二側縁加工のナイフ形石器で

ある。縦長剥片あるいは石刃の打面側を先端部として．両側縁の下半部は急角度の調整加工，左側縁の上

半部は鋭角な細かい調整加工を行っている。先端部が欠損していることから，断定はできないが．右側縁

の上半部の細かい剥離痕は刃こぽれと考え，二側縁加工と判断した。 103A住居 (D4-49グリッド）から

出土している。 2は自然面は平滑で， 自然面・内部・新鮮な面は黒色で</)1 mmほどの白色の央雑物を含む

黒曜石による二側縁加工のナイフ形石器である。信州和田峠周辺産と考えられる。剥片の打面側を基部と

して，右側縁はほぽ垂直左側縁の下半部は細かい調整加工を行っている。先端部に刃こぽれが見られる。

128住居 (C4-78グリッド）から出土している。 3は灰褐色 (7.5YR4/2)の東北産頁岩による二側縁加工

のナイフ形石器である。剥片を横位に用い，右側縁はほぽ垂直な調整加工．左側縁の下半部は裏面側に細

かい調整加工．同中間部は表側に細かい調整加工を行っている。 50A住居 (4E-63グリッド）から出土し

ている。

4は内部及び新鮮な面は暗灰黄色 (2.5Y5/2)・ 灰黄色 (2.5Y6/2), 節理はにぶい黄褐色 (10YR5/4)の

瑞瑞•玉髄による削器である。剥片を横位に用い．左側縁から末端にかけて細かい調整加工を行っている。

末端側の加工は扶入状で．挟入削器の可能性もある。右側が欠損しているため．全体の形状は不明である。

あるいは，左側縁側が末端の可能性もある。 40号墳 (M-02: D4-34グリッド）から出土している。

5は内部及び新鮮な面は暗赤灰色 (10R4/l)・ にぶい黄褐色 (10YR4/3) の瑞瑞• 玉髄による石刃であ

る。両面の右側縁側の下半部に細かい調整加工あるいは刃こぼれが見られる。西区表採である。 6は灰色

(7.5Y5/l)・ 灰オリーブ色 (5Y5/2)の流紋岩による石刃である。正面の左側縁上半部と右側縁下半部．

裏面の左側縁上半部に刃こぽれが見られる。 46住居 (E4-54グリッド）から出土している。 7は自然面は

平滑でにぶい黄橙色 (10YR6/4), 内部はにぶい黄色 (2.5Y6/4). 節理は褐色 (10YR4/4)の硬質緻密な

頁岩による石刃である。 D3グリッドから出土している。 8は自然面は平滑で．自然面及び内部は暗灰色

(N3/0)・灰色 (7.5Y5/l), 節理は褐色 (7.5YR4/4)の硬質緻密な頁岩による石刃である。 49B住居 (E4-

53グリッド）から出土している。 7・8は器体中央の右側に背面側からの剥離痕が見られることから，稜

付き石刃の可能性がある。 9は内部は黄灰色 (2.5Y5/l), 節理は褐色 (7.5YR4/4)のホルンフェルスに

よる石刃である。 46住居 (E4-54グリッド）から出土している。

10は自然面は比較的平滑で灰白色 (7.5Y7/l)の地に明黄褐色 (10YR6/6), にぶい黄褐色 (10YR5/4)

が部分的に混じり．内部は灰白色 (7.5Y7/l)の流紋岩による石核である。表面のパティナに若干差があ

り．正面の右側と裏面の左側に残る最も新鮮な面を剥離作業に伴う剥離面と考えた。打面と作業面を入れ

替えながら小型で不定型な剥片を剥離している。 46住居 (E4-54グリッド）から出土している。
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第89図 時期不明出土遺物
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2 土坑

2 土坑（第90図）

楕円形の土坑2基 (P-05・06)を検出した。旧石器時代の本調査中に確認されたもので，本来の確認

面が不明なため，時期不明として扱った。

P-05は台地の北西側縁辺部のD2-72グリッドに位置し，長軸125cm, 短軸108cm, 深さ80cmで，検出面

は不明である。遺物等は発見されなかった。セクションでは，柱状の痕跡が見られるが，周囲に同様のピ

ットは検出されなかった。

P-06は台地のほぼ中央部のD4-30・31グリッドに位置し，長軸200cm, 短軸130cm, 深さ40cmで，検出

面はVlI層であるが，本来の掘り込み面は不明である。遺物等は発見されなかった。調査時の所見によれば，

風倒木痕の可能性も指摘されている。

P-05 P-06 

A

・

A• 

‘
 

A' 

ー•

A' 
ー• 45.570m 

A• 

＼
 A' 
—• 

A

・
A' 

ー• 46.555m 

゜
(1/40) 1m 

゜
(1/40) 1m 

l 黒褐色土 ローム粒を若干含み．粘性は弱く． しまりが悪い。

2 黒褐色土 1層に近いが．やや大きめのローム粒を多く含む。
2 黒褐色士 2層に 7cmほどのロームプロックを同量含む。

3 明褐色土ローム粒を多く含み．粘性が高い。

l 水付きロームにハードロームプロックを含む。

2 水付きロームで．粘性が高い。

第90図土坑

3 炭化物集中地点（第91図）

本遺跡では 1か所で炭化物が集中して発見された。人為的か自然的要因か未だに確定していないという

成因の問題や標本抽出における偏向の問題などが考えられるが，その炭化物の集中分布に対して，炭化物

集中地点と呼称し，記載した。なお，出土層位が不明なため，時期不明として扱った。 C4-43グリッドに

位置し，①分布状況は，直径2m,深さ30cm,②分布密度は，比較的密度の高いまとまりを示す。
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七4-43

： 
・. 

... 
.. ・. .、);・・・

•. ;・、,... ·••• ... ・. ・. -... .... ・. 
-・・.・: . ．．．．： 

．．．．、． ．ヽ

. = .. :・'. , • :・ 
...、 .. ・・:・.. ・・・. 

: .. : ...... (.,.._,. . 
・.-.. ・・:・:: .•.. ・ ．．：：．：．・

゜

＋ 
E
0
 
on~ 

A
 

•I 
•. 

tl, 

E
 ooo・sv 

(1/80) 2m 

．．．． 
•ヽぷぷ笠みに生,.~-",-.,な：＆ヽ

45.000m 

44.000m 

第91図 時期不明炭化物集中地点

上層遺構等出土の礫（第4-7・92図，第42表）

第1章でもふれたように，上層遺構の床面等がハードロームまで掘り込まれており，下層の石器群と重

複する箇所もあり，縄文時代の遺物も希薄であることから．上層遺構から出土した礫の一部あるいはほと

んどが下層に帰属する可能性も考えられる。そのため，上層遺構，確認調査などによるグリッドから出土

した礫の上層及び文化層別の分布状況・ 礫組成について，主要な石材毎に記載した。なお，床面から出土

した比較的大型の礫については，各遺構に帰属する可能性が高いと考え除外した。

礫の総点数は6,723点．総重量は199,546gである。また．主要な石材毎の内訳は．砂岩2,867点 ・43%

(91,293 g・46%). 流紋岩1,264点・ 19%(38,803 g・19%). 凝灰岩806点・ 12%(27,476g・14%). 

ート 1.238点・ 18%(21,975 g・11 %) , その他548点 ・8% (19,999 g・10%)である。

4
 

チャ
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4 上層遺構等出土の礫

A 4~ ロロ " ［ロ
10 50 100 10 50 100 ,.,,.. 

グリッド数 グリッド数
谷

① 1 ① 10gより小さい

・② 2-10 • ② 10g以上50gより小さい

• ③ 11-25 
'ttf_-6,Gi00 • ③ 50g以上500gより小さい

● ④ 26以上 ● ④ 500g以上

総計個数 (1/4,000) 総計重量 (1/4,000)

A 石會爪

i口 " ！ロ
10 50 100 10 50 100 

グリッド数 グリッド数

．． 
5D咽 5F+o0 50coo 

① ① 

・ ② ・②

• ③ • ③ 

● ④ ● ④ 

SA 個数 (1/4,000) SA 重量 (1/4,000)

A 石罪恥

I~ 三履曇こロ10 50 100 
グリッド数

① 

二`』l似
① 

• ② ・②

• ③ • ③ 

● ④ ● ④ 

RH・TU 個数 (1/4,000) RH・TU 重量 (1/4,000)

A 屑ヽ予＼

肛口
A 

□二
10 50 100 10 50 100 

グリッド数 グリッド数... 

鴫
．．． 

SDcOO 

• ① • ① 

• ② • ② 

• ③ • ③ 

● ④ ● ④ 

CH 個数 (1/4,000) CH 重量 (1/4,000)

第92図 上層遺構等出土の礫分布



第 4節時期不明

第42表 主要 な 石 材 に よ る 上 層 ・ 文 化 層 別 礫 組成

砂岩流紋岩凝灰岩チャート合計 砂岩流紋岩・凝灰岩チャート 合計

第1文化層 63 13 32 20 128 第1文化層 63 45 20 128 

(62) (27) (16) (23) (62) (43) (23) 

第2文化層 606 270 89 79 1,044 第2文化層 606 359 79 1,044 

(501) (220) (132) (190) (501) (352) (190) 

上 層 2,867 1,264 806 1,238 6,175 上 層 2,867 2,070 1,238 6,175 

(2,972) (1,300) (779) (1,124) (2,972) (2,079) (1.124) 

合 計 3,536 1,547 927 1,337 7,347 合 計 3,536 2,474 1,337 7,347 

（）内は期待値 （）内は期待値

※千原台地区：主要な石材による主要な遺跡及び主要なブロックの礫組成

砂岩流紋岩凝灰岩チャート合計 砂岩流紋岩・凝灰岩チャート 合計

ナキノ台遺跡 1,015 380 278 353 2,026 
ナキノ台遺跡 1,015 658 353 2,026 

第4文化層 第4文化層

押沼第1遺跡 押沼第1遺跡
第3文化層 27 4 

゜
53 84 第3文化層 27 4 53 84 

NS-Aブロック NS-Aブロック

押沼第2遺跡
948 447 197 342 1,934 

押沼第2遺跡
948 644 342 1,934 

第4文化層 第4文化層

押沼大六天遺跡 押沼大六天遺跡
第4文化層 159 25 

゜
45 229 第4文化層 159 25 45 229 

D4-8ブロック D4-8ブロック

草刈遺跡C区 草刈遺跡C区
第6文化層 170 15 

゜
67 252 第6文化層 170 15 67 252 

C23-Eブロック C23-Eブロック

草刈遺跡C区 草刈遺跡C区
第6文化層 193 8 

゜
42 243 第6文化層 193 8 42 243 

C23-Hブロック C23-Hブロック

草刈遺跡D区 草刈遺跡D区
第6文化層 170 31 171 373 第6文化層 170 32 171 373 

C56-Aブロック C56-Aブロック

草刈遺跡P区 草刈遺跡P区
第6文化層 282 21 

゜
56 359 第6文化層 282 21 56 359 

6E-Aブロック 6E-Aブロック

草刈遺跡H区 草刈遺跡H区
第6文化層 2,268 533 77 817 3,695 第6文化層 2,268 610 817 3,695 
L9-Aブロック L9-Aブロック

草刈遺跡G区 草刈遺跡G区
第7文化層 590 82 

゜
158 830 第7文化層 590 82 158 830 

C12-Bブロック C12-Bブロック

草刈遺跡M区 草刈遺跡M区
第7文化層 138 226 

゜
213 577 第7文化層 138 226 213 577 

F8-Aブロック F8-Aブロック

ナキノ台遺跡
249 132 83 84 548 

ナキノ台遺跡
249 215 84 548 

撚糸文系一部 撚糸文系一部

ナキノ台遺跡
142 94 15 71 322 

ナキノ台遺跡
142 109 71 322 

条痕文系一部 条痕文系一部

ナキノ台遺跡
537 271 70 185 1,063 ナキノ台遺跡

537 341 185 1,063 
早期～中期 早期～中期

ナキノ台遺跡
928 497 168 340 1,933 ナキノ台遺跡

928 665 340 1,933 
上層 上層

※千原台地区：主要な遺跡の文化層別ブロック総面積当たりの礫総数及び主要なブロック面積当たりの礫総数

鶴牧遺跡第1文化層 137点/1,420ポ 鶴牧遺跡第2文化層 1,135点/833ポ

鶴牧遺跡上層 6,723点/3,24Bni ナキノ台遺跡第4文化層 2,146点/655ポ

押沼第1遺跡第3文化層N5-Aブロック 87点/11対 押沼第2遺跡第4文化層 2,328点/1,515rri

押沼大六天遺跡第4文化層D4-Bブロック 242点/15rri 草刈遺跡C区第6文化層C23-Eブロック 339点/38対

草刈遺跡c区第6文化層C23-Hブロック 287点/56rrl 草刈遺跡D区第6文化層C56-Aブロック 435点/74ポ

草刈遺跡P区第6文化層6E-Aブロック445点/236ポ 草刈遺跡H区第6文化層L9-Aブロック 4,148点/218ポ

草刈遺跡G区第7文化層C12-Bブロック924点;532ni 草刈遺跡M区第7文化層FB-Aブロック 646点/93ポ

ナキノ台遺跡撚糸文系一部 643点/928ni ナキノ台遺跡条痕文系一部 368点/720m'

ナキノ台遺跡早期～中期 1,189点/4,160対 ナキノ台遺跡上層 2,200点/5,BOBni
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第3章 まとめ

鶴牧遺跡では， 12か所のブロックから約2,100点の石器が出土した。これらは，立川ローム層第2黒色帯

から立川ローム層のハードローム層上部にかけての各層準から出土しており，石器群の内容とその出土層

位から帰属時期不明の 1枚を含み 3枚の文化層に区分した。第 1文化層は 5か所，第2文化層は 7か所の

ブロックが検出されている。

なお，上層遺構の床面等がハードロームまで掘り込まれており，下層の石器群と重複する箇所もあり，

縄文時代の遺物も希薄であることから，上層遺構から出土した礫の一部あるいはほとんどが下層に帰属す

る可能性もある。

第 1文化層

第 1文化層は，立川ローム層第2黒色帯 (VII層-IX層）を中心に包含される石器群で，ナイフ形石器，

楔形石器，削器加工痕ある剥片，使用痕ある剥片，石刃，局部磨製石斧，敲石，剥片，砕片，石核，礫

が出土している。 E3-A,C4-C, E4-A・B, G5-Aブロックの 5か所が該当する。 E3-Aブロック，

E4-A・Bブロックにはブロック間に接合関係がある。本文化層は出土層位に幅があることなどから，細

分される可能性もある。

第 2文化層

第2文化層は，立川ローム層のハードローム層 (N層下部-v層）を中心に包含される石器群で，ナイ

フ形石器掻器，加工痕ある剥片，石刃，敲石，台石，剥片，砕片，石核，礫が出土している。 D2-A・

B, D3-A -C, C4-A・Bブロックの 7か所が該当する。武蔵野台地のW層下部の石器群に概ね相当す

ると考えられる。最も多くのブロック及び石器が発見された文化層である。

時期不明

この他，上層遺構やグリッドから石器45点 礫l点が出土しているが，出土層位が不明なため，帰属文

化層を決定することができなかった。

また， D2-72グリッド， D4-30・31グリッドで土坑が2基検出されている。旧石器時代の本調査中に確

認されたもので，本来の確認面が不明なため，時期不明として扱った。

他に， C4-43グリッドで炭化物集中地点が 1か所検出されているが，出土層位が不明なため，時期不明

として扱った。

ブロック別石器垂恒分布グラフについて（第93・94図）

ブロック別に石材による遺物の出土レベルを10cm刻みに区切り出土点数をグラフ化した。

石器石材について

本遺跡では，既報告の草刈遺跡，押沼大六天遺跡，ナキノ台遺跡，押沼第 1遺跡，押沼第2遺跡，川焼

台遺跡と同様に，東北産頁岩•北関東・東関東方面と考えられている頁岩，県南嶺岡産と考えられている

頁岩，上総丘陵砂礫層ほかと考えられているチャート• 砂岩・凝灰岩 ・l.馬瑞・玉髄，信朴l産・栃木県高原
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山産などと考えられる黒曜石，産地の特定できない安山岩などが用いられている。頁岩類については，田

村 隆氏を中心に精力的な産地探索が継続されており，その実態も判明しつつあるようである。なお，本

報告では，珪化度の高いものも頁岩に区分し，「珪質頁岩」を用いていない。

また，土色計及び標準土色帖のマンセル表色系による色調の表示は，遺跡内で出土した石器の母岩をま

とめる上などで有効であった。

最後に，当財団の整理課を中心に，一部の資料に限られるが，理化学的な分析による黒曜石の産地同定

の推定が，流山市市野谷入台遺跡を始めとして行われるようになっており，様々な成果が得られている。

当初，千原台ニュータウン関係の下層の遺跡についても分析可能な資料の全点分析を考えていたが，作業

工程等の関係上，果たすことが出来なかった。幸い，整理課では全点分析による報告書も刊行予定である。

千原台ニュータウン関係の資料の理化学的な分析による全点分析は，今後の課題としたい。

遺物データ管理システムについて

鶴牧遺跡のデータ管理については，株式会社パスコの遺物データ管理システムPADRAS-T3Diにより，

グリッド・遺物番号・器種• 石材・母岩番号・ブロック・重量 ·X座標 ·Y座標• 標高の10項目について

Excel形式で保存されており，今後の活用に備えている。
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（財）千葉県文化財センター 1987 『千葉県文化財センター研究紀要』 11号
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第 1文化層
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第4章補 遺

第 1節 草刈遺跡・草刈六之台遺跡・ナキノ台遺跡

千原台地区の下層の調査は昭和53年度から始まり．平成9年度に終了し，平成21年度に下層の整理が終

了して，報告書が刊行されるまでに32年に及んでいる。そのため，諸般の事情により記載されなかった資

料等があり，ここでは，それらの報告を行う（第95図）。

l 草刈遺跡c区（第96-98図，カラー図版10)

1) C13-B ブロック：焼土遺構• 炭化物集中地点

C13-Bブロックに重複あるいは隣接して，焼土遺構が2か所．炭化物集中地点が3か所発見されており，

これらは調査範囲東側のC13-14・15・24・25・34グリッドに位置する。なお，東部地区の報告書で「（前略）

石核 1点は被熱により変色しており，隣接地に火処のあったことが想定される。」と記載されており，ま

た，昭和57年度の千葉県文化財センター年報には「（前略）立川ローム層下位から武蔵野ローム層に石器群・

炉跡を検出し．南関東最古の石器文化の好資料をえた。」と記載されている。

この遺構の調査に関連して，残留磁気測定のための資料を採取しており．詳細は，第 3節を参照してい

ただきたいが．「焼土遺構とその周囲の部分では，消磁後の磁化方位は磁化強度を含めて差がほとんどない．

（中略）それは一般的なローム層の磁化方位といってもよいものである．ただし焼土形成による磁化方位

である可能性が全く否定されるものではない．」ということで，残念ながら，理化学的な方法による今回

の検証では，遺構（炉跡など）として認識できるような局所的な熱の影響を受けている箇所の特定は出来

なかった。しかし，残留磁気測定はサンプル箇所の違いが結果に敏感に反映されるので，この結果に関わ

らず， 2か所の焼土遺構については，野火などの自然的な要因によるものというより．焚き火の痕跡ある

いば炉跡といった人為的な要因により形成されたものと考えてゆきたい。

また,3か所の炭化物集中地点(C-la・lb・2)については，北側の炭化物集中地点(C-la・lb)は，

密度の高いまとまりの分布域 (C-1a) と焼土遺構を中心に比較的散漫に広がる分布域 (C-1b)に分

かれ，若干レベル差がある。前者は南側のCl3-Bブロックの遺物の出土レベルとほぼ同一であり，後者

は同様に遺物の出土レベル及び南側の炭化物集中地点 (C-2) とほぼ同一のレベルである。これらのレ

ベル差や平面分布の違いをどのように解釈すべきかは今後の課題であるが．基本的には遺物・焼土遺構・

炭化物集中地点は，ほぼ同時に存在していたと考えても良いと思われる。なお, C-1 a・1 bを決定す

るに当たっては．標高30.67m及び30.80mの上下で平面的に分布するそれぞれの範囲を基本として，概ね

高い方を C-1a, 低い方を C-1bとした。

2 草刈遺跡D区（第99図，カラー図版11)

1) C77-Dブロック：ローム層の堆積状況

C77-Dブロックは，草刈遺跡の中でも古い石器群として考えられており，その産出層準は重要である。

しかし，ローム層の堆積状況については一部基本層序と異なり，変質化していることから，改めて，その

堆積状況及び土層について，調査時の記録に基づき報告する。
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第95図 草刈遺跡・ナキノ台追跡・押沼第 1追跡の関連遺構 (1/6,000)
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第 1節 草刈追跡・ 草刈六之台追跡 ・ナキノ台追跡
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明褐色硬質ローム層（褐色の硬質ロームプロックが上部に含まれる）XIII 

多量の石器が含まれる（カンラン石が褐鉄鉱

に転移している）o XII層に連続する。

本層上面が生活面とみられる。炉址も本層か

ら掘り込まれる。
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粘性強い。スコリアの含有が目立つ。
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第99図 草刈遺跡D区の土層断面



第 1節 草刈遺跡・草刈六之台遺跡・ナキノ台遺跡

本ブロックは，東部地区の報告書で「調査範囲南端のC77-56・65-68・75-78・85-87グリッドに位

置する。ブロックの立地は，台地中央の平坦面で，南北の傾斜変換点までの距離は，いずれも200mほど

である。（中略）出土層位は， IX層下部からX層下部にかけてで， 80cm程の高低差をもって包含されている。」

と記載されているがその立地については，ブロックの東側には北から延びる幅40mほどの浅い谷が入り

込んでおり，谷頭と考えることも可能である。また，そのローム層の堆積状況についても，調査時の所見

でも VII層-x層以下のローム層がチョコ帯などと記録されており．カラー図版11でも変質化（いわゆる水

漬き（漬け）ローム）していることが分かる。通常，台地中央の平坦面では．湿地・窪地の水溜まり等で

もない限り．なかなか土壌の変質化はおこりにくいと考えられるが．谷頭に近いとすれば， より地下水等

の影響などを考慮することが可能であろう。石器群の産出層準については．石器群の内容等を勘案して決

定したものと思われるが，調査時の図面等を検討する限りでは．矛盾する点もあり，変質化した層も含め

て，層準の認定についてはいたずらに結論を急ぐべきではないと思われる。なお．今回も分析することが

出来なかったが．本ブロックでのローム層の堆積状況について検討するため. 5cm間隔で土層サンプルが

採集されている。

2) C56-Aブロック

本ブロックの礫について説明が足りない点があったので．追加報告する。「礫は．長軸 2cm-3cmの小

円礫が多量に含まれており，被熱の痕跡はあるものの完形礫が多」<. 母岩分類できたものは．安山岩2

点 (2母岩； 43.0 g). 流紋岩20点 (20母岩： 444.0 g). 蛇紋岩2点 (2母岩； 4.0 g). 頁岩19点 (19母岩；

250.0 g). チャート 157点 (157栂岩；1.667.0 g). 凝灰岩 1点 (1母岩；7.0 g). 砂岩148点 (148母岩；2,275.0 

g). 礫岩 1点 (1母岩； 9.0 g). ホルンフェルス14点 (14母岩； 225.0 g). メノウ12点 (12母岩； 75.0 g). 

不明 3点 (3母岩； 60.0 g)の計379点 (379母岩； 5,059 g)で，栂岩の不明なものは，流紋岩11点 (207.0

g). 頁岩 7点 (75.0g). チャート 14点 (223.0g). 砂岩22点 (390.0g). ホルンフェルス 2点 (15.0g) 

の計56点 (910.0g) で，総重贔は5,969.0gである。なお．礫の母岩分類の認定については完形ないし

ほぽ完形に近いものに限定した。

3 草刈遺跡F 区（第100~102図，図版 7, カラー図版9)

草刈遺跡F区については，平成 9・10年度も調査されており，図面等が見つかったので，今回の報告で

訂正・追加する。発掘調奔の実施内容・担当者は以下のとおりである。

平成 9年度組織所長藤崎芳樹，担当者土屋潤一郎，内容下層調査対象面積 2,290rri

平成10年度組織所長石田廣美，担当 者小原邦夫，内容下層調査対象面積 l,250rri

平成 9年度は2,290面を調査対象として， 4%を基本に調査を行い，その結果に基づいて70面の本調査

を行なった。平成10年度は1,250面を調奔対象として， 4%を基本に調査を行い，終了した。

1) E2-Aブロック

E2-Aブロックは，平成 9年度に調査されており，調査範囲西側のD2-98,E2-08・09グリッドに位置する。

ブロックの立地は，台地西側縁辺部で，傾斜変換点（台地の縁辺）に位置する。

ブロックの形状と規模は，長軸 4m, 短軸 2mの範囲に 7点の礫が散漫に分布している。なお， D2-98

グリッドの 1点を除き， 6点については見つかっていないため，器種は調査時の所見による。出土層位は，

調査時の所見によればV層が主体で， 10cmほどの高低差をもって包含されている。また， E2-08グリッド
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3 草刈辿跡F区

の5点の出土レベルは不明である。

プロックは，礫のみで構成される。礫石材は頁岩あるいは流紋岩である。出土層位と石器群の内容から

西部地区第 6文化層に帰属すると考えられる。

2) 焼土遺構•炭化物集中地点

この遺構については，西部地区の報告書で「ES-67グリ ッドの（中略），調査時の所見では炭化物が同

ーレベルでごく限られた狭い範囲に集中するとされている」と記載されており，具体的な分布状況は未掲

載であったが，周辺の炭化物の分布状況が記録されていることから， この炭化物集中地点を C-9と呼称

して，併せて報告を行う 。また， E5-78グリ ッドの位置に誤りがあった。南へ1.5mほどずれており ，これ

に伴いこの遺構は， E5-67・77グリッドに位置することになり，今回の報告で訂正する。
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第101図 草刈辿跡F区の焼土辿構・

炭化物集中地点

第100図 草刈追跡F区 E2-Aプロック出土追物分布

3) プロック外出土遺物

ここでは下層の報告書刊行後，上層の整理作業中に見つかったグリッド一括を含む上層遺構等の出土追

物について追加・記述する。

1は自然面は若干凹凸があるが，表面は比較的平滑で，内部は薄墨を流 したような透明な黒曜石による

角錐状石器である。信州和田峠周辺産と考えられる。素材の打面部を先端部として，右側縁下半部を除

いてほぼ両側縁に急角度の調整加工を行っており，裏面にも基部側からの加工が見られる。西部地区第

6文化層に帰属すると考えられる。C3グリッドから出土している。なお，草刈遺跡では，角錐状石器は

今回の資料以外には，東部地区においてD区のC76-Aプロック， G区のC26-A1プロ ック とC26-A3プ

ロックの 3箇所で発見されているのみである。2は薄墨を流したような透明な地に黒灰色の縞が入る黒曜

石による削器である。信州和田峠周辺産と考えられる。素材の打面部を先端部として，両側縁と末端に
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第1節 草刈遺跡・草刈六之台遺跡・ナキノ台遺跡

急角度な調整加工を行っている。 D4-17グリッドから出土している。 3は新鮮な面及び内部はにぶい黄色

(2.5Y6/3), 内部は黄褐色 (2.5Y5/4)・ 明赤褐色 (5YR5/6)の北関東産頁岩による石刃である。 3区か

ら出土している。 4は内部は灰オリーブ色 (5Y6/2), 新鮮な面は灰色 (5Y4/l)・ 暗灰色 (N3/0)の頁岩

による剥片である。末端を除いて，ほぼ全周に表面側からの剥離面が見られ，その形状から，石刃石核の

打面再生剥片の可能性がある。 FOOl住居 (7D(G4) -07・08・17・18グリッド）から出土している。

□ 1喜::'°'"□ ; i各"

~ ロジ

ロ
こ

~ 

4 1-1 
その他(SHE)
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27.81g 

/[ 

3 3区ー3
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゜
(2/3) 10cm 

第102図 草刈遺跡F区ブロック外出土遺物

4 草刈遺跡k区（第103・104図，図版 7)

1) N9-84グリッド

N9-84グリッドから遺物が発見されている。調査時の所見によれば，「この確認グリッドからはX層の

下部（ほとんどXI層）からフレークが出土している。」，「石器はXe-XI層（非常に古い！！）」とされてい

る。出土したグリッドを中心に南北4mX東西3.5mで拡張したが，他に遺物は出土しなかったようである。

なお，遺物については見つかっていないため，詳細は不明である。

2)焼土遺構

N9-00グリッドのVI層下部で焼土遺構を 1基検出した。南北から延びる浅い谷に挟まれたやせ尾根上に

位置する。少量の焼土粒• 炭化粒を含む 1層を中心として，長軸70cm・短軸60cm・ 深さ5cm-10cmの不整

楕円形を呈す。その性格については，近くに関連する遺物などが検出されていないこと，焼土粒• 炭化粒

の確認に問題がなかったのかなど不確定な要素もあり，積極的に遺構として認識するには問題があるが，

自然的要因によるものと決定することも出来ない。
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4 草刈遺跡k区
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1 明褐色土 rt, 3mm前後の炭化粒と焼土粒を少し含む。
2 明褐色土 炭化粒・焼土粒を全く含まない。

第104図 草刈遺跡K区の焼土遺構

第103図草刈遺跡k区 N9-84グリッド

5 草刈遺跡の炭化物集中地点（第105図，図版 7)

C・D・F・G区で立川ローム層第 2黒色帯下半部を中心として炭化物が集中して12か所， D・G区で

立川ローム層第 1黒色帯を中心として 2か所発見された。他に C区で出土層位が不明なため時期不明とし

て扱った集中地点が 1か所ある。人為的か自然的要因か未だに確定していないという成因の問題や標本抽

出における偏向の問題などが考えられるが，これらの炭化物の集中分布に対して，炭化物集中地点 (C-

la-C-14) と呼称し，それぞれ，出土層位に基づき記載した。なお， C区のC-1a・1 b・2, F区

のC-9については第 1節 lの 1)及び3の2)を併せて参照していただきたい。

1) vn層-IXa層

C・D・F・G区では立川ローム層第 2黒色帯下半部を中心として，炭化物が集中して12か所 (C-

1 a-C-11)発見された。

その分布状況について，①ある程度の高低差はあるが，ほぼ同一層準と考えられる石器群との関係で

は，重複するものが2か所 (C-2・7), 近接するものが5か所 (C-1 a・1 b・3・4・11), 20m以

上離れるものが5か所 (c-5・6・8 -10)ある。また， C-1 b・9は，焼土遺構が重複している。②

個々の分布状況は，長軸 2m-10m,短軸 2m-7m,深さは0.3m-0.6mで，概ねVII層-IXa層に収まる。

③分布密度は， A;全体的に散漫に広がるもの 6か所 (C-1b・5-8・10), B; 全体的に密度の高い

まとまりを示すもの 4か所 (C-la・2・3・9), C; 散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示す

もの 1か所 (C-11)の3種類に分けられる。
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5 草刈遺跡の炭化物集中地点

2) N層-v層

D・G区では立川ローム層第 1黒色帯を中心として，炭化物が集中して 2か所 (C-12・13)発見された。

D区のC-12は，その分布状況について，①石器群との関係では，東部地区第 6文化層のC56-Aブロッ

クとほぽ重複し，②個々の分布状況は，長軸 5m, 短軸4m, 深さは0.9mで，概ねW層-v層に収まり，

③分布密度は，散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示す。

G区の C-13は，その分布状況について，①石器群との関係では，東部地区第7文化層のC14-Cブロッ

クとほぽ重複し，②個々の分布状況は，長軸 5m,短軸4mで，概ねw層-v層に収まり，③分布密度は，

全体的に散漫に広がる。なお，調査時の所見によれば，「礫群検出面においてもかなりの炭化物片がみら

れたが，礫の検出を最優先させたため，礫群構成礫が無いことを確認したレベルでの炭化物片の調査となっ

てしまった。そのため，礫群検出レベルよりも少し下層における炭化物片の検出状況である。あまり，密

度は濃くないが，調在区域内ではまとまりがあり，東側以外は概ねこの範囲を限定することが出来るもの

と思う。炭化物片の大きさは普通で特に大きいものはみられない。」とされている。帰属時期を決定でき

る石器はなく，礫が主体のブロックのため，第 6文化層 (N層-v層）の可能性がある。

3) 時期不明

c区の C-14は出土層位が不明なため，時期不明として扱った。①分布状況は，直径4mで，②分布密

度は，全体的に散漫に広がる。

また，この他に E区のC34-40グリッドを中心に炭化物集中地点が発見されているようであるが，図面・

写真等が見当たらないため，詳細は不明である。

6 草刈六之台遺跡（第106図）

1)彫器

この遺物については，報告書で「暗褐色を呈する珪質頁岩製の彫器である。左側縁と先端部にナイフ形

石器に似た調整加工を施し，右から左へ向けて表裏に直交する樋状剥離を 2条入れている。また，下半部

の折れ面にも 1条の樋状剥離がみられる。細石核に伴うものであろうか。」と記載されている。上層遺構

出土の遺物であるが，その後荒屋型彫器の可能性も指摘されていることから，見直してみたところ，新

たな発見があったので，改めて，報告することにする。

①先端部（右側縁）に新しい欠損（ガジリ）が見られる。 2か所の内，下部は報告書刊行後の欠損である

が，上部は周辺の剥離痕とのパティナの違いから，報告書では調整加工として表現されているが，発掘時

の欠損と考えた方が良いと思われる。

②左側縁に使用痕（磨耗• 光沢等）が見られること，それに付随して 2条の樋状剥離に多少の時間差があ

ることが判明した。 2条の樋状剥離の内，裏側 (A面）とその下部に続くナイフ形石器に似た調整加工に

は，稜線に磨耗• 光沢が見られる (a図）。一方，表側 (B面）には明瞭な使用痕は見られないことから，

この樋状剥離については刃部再生の可能性がある。但し，先端部に見られる潰痕状（あるいは階段状）の

剥離痕と表面上部に見られる薄い剥離痕がB面を切っており，これらの剥離痕は，使用に伴って生じたと

考えられることから，再生後も使用されたものと思われる (b図）。また， B面の右側には薄い剥離痕が残っ

ていたことから，左側縁についても，最低でもこの部位まで調整加工が行なわれていたことが分かる。な

お，この面についても若干，使用痕が見られる (a図）。
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第106図 草刈六之台遺跡の彫器

7 ナキノ台遺跡（第107・108図，カラー図版9・11)

昭和57年度の旧石器時代（下層）の本調査範囲及び面積について．誤りがあった。報告書の第2章第 1

節で「（前略）その結果に基づいて7,314面の本調壺を行った。」と記載されているが，焼土遺構を検出し

たE4-04・05グリッド周辺以外のE3グリッド及びG3グリッドを中心とする本調査範囲は，上層の本調査

範囲であったので，これらを除き．今回の報告で2,682面に訂正する。

1)焼土遺構

ナキノ台遺跡では，焼土遺構が発見されており．その後に依頼した残留磁気測定の結果が判明したので，

ここで報告を行う。この遺構については報告書で「E4-04・05グリッドのIX層中で，焼士遺構を 1基検

出した。台地のほぽ中央部で，傾斜変換点までの距離は30mである。遺構の検出面はIX層上面で．焼土粒

を多量に含む 1層を中心として，直径3m・ 深さ20cmの範囲に焼土粒や炭化物などが分布している。その

性格については，明確なプランが確認されなかったこと．近くに関連する遺物などが検出されていないこ

と，炭化物の分布状況の確認に問題がなかったのかなど遺構として認識するには不確定な要素もあるが，

限られた狭い範囲に集中していることから，野火などによって形成されたというよりも．焚き火の痕跡と

いった人為的な要因を考えても良いと思われる。なお，会田信行氏（当時，成田園芸高校教諭）に残留磁

化測定を依頼したが，分析データの所在が判明せず．詳細は不明である。」と記載されているが，その後

に，依頼した残留磁気測定の結果が判明した。詳細は，第 4節 (2) を参照していただきたいが，「焼土

遺構と遺構外と分けたが．磁化方位と磁化強度でその差は少なく，遺構外でも熱の影響を受けていると考

えられる．」ということで．理化学的な方法による今回の検証では，熱の影響を受けている箇所として，

焼土遺構とそれ以外の箇所（遺構外）が特定がされた。遺構（炉跡など）として認識できるような局所的
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7 ナキノ台遺跡

な箇所の特定は出来なかったことから，焼

土遺構を，焚き火の痕跡あるいば炉跡と

いった人為的な要因により形成されたもの

と積極的に考えることは出来ないが， この

程度の範囲であれば，複数の焚き火跡など

があっても当然で，野火などの自然的な要

因によるものと単純に決めつけることも出

来ない。併せて樹種の同定を行うなど，今

後の検討が必要であろう。なお，ナキノ台

遺跡では，ローム層内遺存焼土（下層の焼

土遺構）との比較検討のため．縄文時代早

期の炉穴焼土のサンプルが採取され，残留

磁気測定が行われている。その詳細は，第

4節 (1) に記載されている。
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第107図 ナキノ台遺跡の焼土遺構

2)打製石斧

この遺物については，報告書で「本文化層ではCl-A, G4-Aブロックで12点の石斧が出土しているが，

他に比較的軟質のホルンフェルスによる疑似分鋼型の石斧 1点がDl-50グリッドのIX層から出土してお

り，遺物には黄褐色土の付着も見られるが，出土状況の写真（ハードローム中に包含されている遺物の周

辺は黒褐色土），使用石材，形態等から上層の遺物の可能性もあると判断し，今回の掲載は見送った。」と

記載されているが，下層の可能性も否定しきれないことから，調査時の所見も考慮して，改めて，今回記

載することにする。

1 D1-50-39 
その他(HO)
DA 
228.46g 
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/
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/

ぅ
/
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/
/

/
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゜
(2/3) 10cm 

第108図 ナキノ台遺跡の打製石斧

-169-



第2節押沼第 1辿跡

第2節押沼第 1遺跡

旧押沼影之谷遺跡では炭化物が集中して 3か所発見されており，報告書で「また，調査時には，押沼影
ママ

之谷遺跡の（中略）また， Bll-66・67・76・77グリ ッド， Al3・49・59グリ ッド， Bl3-00・10グリ ッド

の黒色帯下半部 (IX層上部～下部）を中心として炭化物が集中して発見されている。」と記載さ れているが，

図面 ・写真等が見つかったので，ここで報告を行う 。

l 炭化物集中地点（第109図，図版 7)

本遺跡では立川ロ ーム層第 2黒色帯下半部 (IX層上部～下部）を中心として炭化物が集中して 3か所発

見された。人為的か自然的要因か未だに確定していないという成因の問題や標本抽出における偏向の問題

などが考えられるが，これらの炭化物の集中分布に対して，炭化物集中地点 (C-l-C-3) と呼称し，

記載した。

その分布状況について， ①全体の分布状況は，特に偏りはない。②個々の分布状況は，長軸 5m-8m,

短軸 4m-6m, 深さは0.4m-0.8mで，概ね!Xe層に収まる。③分布密度は， A;全体的に散漫に広がる

もの 2か所 (C-1・ 3),B; 散漫な広がりの中に密度の高いまとまりを示すもの 1か所 (C-2)の2

種類に分けられる。

でヽ一-C-3 

＋ 

C-2 

＋ 

＋ A 13-69 

C-1 

十 ＋ B13-00 

A 
ー ・A'

＋ B11-67 

A・ 一 ... .. ,. 
t¥ 

o, A' 

＋ B13-60 ＋ B13-50 
ー ・十 II ＋ 

A' ,,'i尊嘉~ B13-
＋ 

...、

＋ 
811-87 ＋

 
＋ 
B13-20 

＋ 

• 炭化物
A・― 550竺・A'

--'. ,,,, ,c_ 

三芝〖
0 (1/160) 4m 

第109図 押沼第 1追跡の炭化物集中地点
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第3節 草刈遺跡C区XI層から出士した焼士遺構の残留磁気

会 田 信 -T 
／イ

はじめに

草刈遺跡C区では， 立川ローム層最下部のXI層より焼土遺構が出土した（第110図）．焼土遺構は約30cm

（南北） x25cm (東西） の範囲で確認され，焼土ブロック＋黒褐色土粒＋明黄色ロームからなり， その中

に炭化物を含んでいる．その遺構のsp.A-A'に沿ったセクション面から， 10cm間隔で定方位試料を 9試料

採取した（第111図）． このうち 3試料が焼土遺構からのものである．

定方位試料の採取は次のように行った．すなわちセクション面において一辺約5cmの立方体状になるよ

うにナイフで整形し， そのまわりを石膏で固める．その際上面が水平になるようにし， 固結後上面に磁北

を記入する． その後試料をセクションから取り出し，底面を石膏で固める．

残留磁気測定は無定位磁力計を用いる場合には，底面も水平になるように整形する．測定値の信頼性を

確かめるために，今回スピナー磁力計による測定も行った．採取した試料を実験室において上面の石膏を

外し，新たにポリカーボネイト製のケース（一辺2.5cmの立方体）を垂直に押し込むことで移し替え，

れを測定用とした．単位体積当たりの磁化強度が得られ，また各種の消磁実験が行える．

残留磁気測定は北海道大学理学部地質学鉱物学教室（現地球惑星物質科学教室）

こ

の無定位磁力計（自家

製）およびスピナー磁力計（ショーンステット社SSM-lA型）を用いた．

ソフトローム
， 
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0 30cm 
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a : 焼土プロック（多）＋黒褐色士粒（少）＋明黄色ローム（中）

b: 焼士プロック（中）＋黒褐色土粒（少）＋明黄色ローム（中）

黒点：炭化物片

第111図 焼土遺構の試料採取位骰

第110図 草刈C区の基本土層

※編者註：第110図の基本土層と第111図の土層注記等について，第4章第 1節と若干異なる点があるが， 本節で

は修正せずに掲載した第llO図については．東部地区の本報告で基本土層として掲載されている図とほぼ同じ

であるが, Cl3-Bブロックで投影に使用された土層はX層が2層に細分されている．調査時の所見でX層.XI 

層と記載されていたものを本報告で「地層の名称は変更」したためで．本節ではXII層以下が武蔵野ローム層

と考えられる． また， 第96図の焼土遺構 1・2と第111図の土層注記については若干の表現の変更を行ったこと

による相違である．
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第3節 草刈遺跡C区XI層から出土した焼土遺構の残留磁気

測定結果

測定結果を第43表に示す．焼土遺構を含む全試料と焼土遺構に分けて示した．偏角・伏角は平均値であ

り，平均値からどの程度ばらついているかを示すのが釦5である．磁化強度は最小～最大で示した．なお

偏角補正はしていない．

約600℃以上に加熱された焼土は，冷却の過程で地球磁場方向に磁化し保存される．獲得した磁化強度

ば焼土形成前に比べて10-100倍大きくなると推定される．消磁前 (NRM)の偏角，伏角，磁化強度を

見ると，焼土遺構とその周囲のロームで偏角，伏角にそれぞれ数度の差が見られるものの，磁化強度はほ

ぽ一致する．

焼土形成時に獲得した磁化ば焼土が乱されない限り保存されるが，その後の地球磁場の影響を受けて変

化しているのが一般的である．部分消磁を行うことで，地球磁場の影響を取り除くことができる．今回交

流消磁を行った．

はじめに試料番号 1の試料について， 5, 10, 15, 20, 25mTまでの段階交流消磁テストを行った．そ

の結果を第112図（ザイダーベルト図）に示す．残留磁化強度を南北・東西• 上下方向の 3成分に分け，

南北ー東西と南北ー上下で表したものである. lOmTから25mTにかけて磁化強度がほぽ直線的に小さく

なることがわかる．この図からlOmTで消磁すれば初生磁化が得られると判断される．すべての試料を

lOmTで消磁した後の磁化方位（平均）は焼土遺構で偏角21.09°E, 伏角 +66.95° となる．

焼土遺構とその周囲の部分では，消磁後の磁化方位は磁化強度を含めて差がほとんどない．このことは

焼土遺構を含めて，試料採取した範囲全体が同一の磁化を獲得していることを示す．磁化方位のばらつき

が小さく，また磁化強度が焼土の判断基準に比べて小さいことから，仮に焼土形成時の磁化方位が記録さ

れたとしてもその後の何らかの影響で記録が読みとれな

くなったと解釈される．それは一般的なローム層の磁化方

位特性といってもよいものである．ただし焼土形成による

磁化方位である可能性が全く否定されるものではない．

第43表測定結果

店平I計雪旦Ii言』旦9
文献

No.l 
E. Up 
1 

XIQ・'AJm 

NI I• I I S 
2 

2-
W Down 

第112図 ザイダーベルト図

喜芦旦且〗胃冒：
磁化強度： x 10-2A/m 

Fisher.RA. (1953) Dispersion on a sphere. Proc.R.Soc.(London)A. 217, p.295-305 
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第4節 ナキノ台遺跡炉穴焼士およびIX層中で検出された焼土遺構の残留磁気

会田信 行

はじめに

E3グリッドから縄文時代早期の炉穴焼土が， E4-04・05グリッドのIX層中から焼土遺構がそれぞれ検出

され（第113図），焼土の残留磁気を測定した．

採取した炉穴焼土ば炉穴番号031.034, 036, 039, 041. 046, 047, 048, 049, 050, 051の11カ所であ

る．各炉穴焼土から 2-9個，合計48個の定方位試料を採取した. IX層中の焼土遺構からは10個採取した．

定方位試料の採取は次のように行った．すなわちセクション面において一辺約 5cmの立方体状になるよ

うにナイフで整形し，そのまわりを石膏で固める．その際上面が水平になるようにし，固結後上面に磁北

を記入する．その後試料をセクションから取り出し，底面を石膏で固める．採取した試料は実験室におい

て上面の石膏を外し，新たにポリカーボネイト製のケース（一辺2.5cmの立方体）を垂直に押し込むこと

で移し替え，これを測定用とした．

残留磁気測定は北海道大学理学部地質学鉱物学教室（現地球惑星物質科学教室）のスピナー磁力計（シ

ョーンステット社SSM-lA型）を用いた

測定結果

(1) 炉穴焼土

第113図に示した11箇所の炉穴から定方位試料を採取した．試料の状態ば焼土粒混じりのものから焼土

塊までさまざまである. 1焼土から 2個以上採取した．

炉穴油050(試料番号40) の試料について，段階交流消磁テストを行った（第114図） • 5mTごとに

20mTまで行ったところ，磁化強度が減少するだけで，磁化方位はほとんど変化しなかった．このことか

ら炉穴形成後、現在までの地球磁場の影響（粘性残留磁化）は受けていないとみなしてよい．

炉穴焼土試料の残留磁化測定結果を第44表に示す．焼土の状態がいろいろあることを反映して，磁化強

度は0.8-120.2X 10―3A/mと幅が大きい．焼土形成後に動かされていなければ，炉穴ごとに焼土の磁化方

位は集中するのが普通である．今回の場合集中しない事例が目立つ．全試料の磁化方位を第115図に示し

た．偏角が南を示す試料は少ないが，全体に磁化方位は集中せず，まとまりが見られない．炉穴焼土は形

成後に全体的に大きく動かされているとみてよい．

この中で丸く示した部分 (8試料）がやや集中していることがわかる．この部分の平均の偏角23.9°E,

伏角+59.9°, a95 = 6.0° である. a95は測定点（方位）のバラッキを定量的に示したもので，測定点の95

％が含まれる角度である．フィッシャー (Fisher1953)が最初に示したもので，誤差と考えてよい． この

方位は炉穴焼土の形成時のものである可能性が高いと考えられる．

(2) IX層中の焼土遺構

E4-04・05グリッドのIX層中から焼土遺構が検出された（第116・117図）．東西方向に30cm間隔で10試

料を採取した（試料番号A-J). このうちA, B, H, I, Jの5試料ば焼土遺構外であり，焼土遺構

試料のうち Cば焼土塊である．

磁化強度は，焼土塊（試料番号C)が26.9X 10―3A/mで最も大きく，焼土塊を除く焼土遺構が4.3-9.1X 

10-3A/m, 焼土遺構外が2.6-8.6X10―3A/mである．
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第4節 ナキノ台遺跡炉穴焼土およびIX層中で検出された焼土遺構の残留磁気
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第113図 炉穴焼土およびIX層中の焼土遺構位置図
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第44表炉穴焼土の残留磁気測定結果

炉穴 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
31 1 -26.78 12.99 3.055 

2 -29.82 -5.75 4.930 
34 3 65.00 67.95 2.276 

4 2.54 17.42 1.949 
5 14.01 -4.77 1.791 
6 -61.16 22.77 6.484 
7 12.78 53.04 2.486 
8 7.55 60.11 4.678 ， 76.74 -12.70 4.541 
10 77.46 7.57 5.815 
11 37.37 65.38 5.004 

36 12 -83.69 13.38 1.127 
13 -12.00 37.95 19.311 
14 -19.28 2.85 7.090 
15 18.65 8.56 34.513 

39 16 -95.78 28.59 3.614 
17 18.53 65.57 5.952 
18 48.13 32.90 1.127 
19 70.91 42.57 1.401 

41 20 3842 54.66 1.201 
21 -26.81 -24.62 1.475 

46 22 23.62 60.07 120.200 
23 79.63 -8.28 94.010 
24 245.04 -32.11 4.930 

EU 050 (No.40) 
X 10-1 A/m 

s
 

10 z
 

~~ 
‘ヽ

50-----0 
NRM 

• • N.S-EW 
o-----o NS-UD 

炉穴 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
47 25 80.97 38.21 4.077 

26 -25.15 63.33 3.129 
27 0.68 39.12 5.594 
28 89.44 44.12 3.139 
29 12.06 20.24 1.020 

48 30 -29.72 20.77 3.477 
31 -11.52 59.55 1.612 
32 -11.80 46.88 1.928 
33 8.04 30.57 5.194 
34 77.81 68.17 2.634 
35 107.88 74.70 4.383 
36 -68.89 60.91 3.603 
37 15.76 51.87 1.412 

49 38 -63.66 74.21 1.770 
39 -92.79 71.93 7.880 

50 40 -21.85 31.67 12.430 
41 43.09 64.10 2.655 
42 -26.87 78.75 2.307 

51 43 112.39 48.28 2.318 
44 16.20 17.47 8.133 
45 81.85 11.38 9.682 
46 44.77 0.78 7.385 
47 215.13 -1.08 0.801 
48 -27.45 78.36 4.319 

． 
゜

（磁化強度： X 0.001A/m) 
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● ：伏角が正（下向き） . O: 伏角が負（上向き）

第114図 炉穴焼土のザイダーベルト図

（炉穴No.050.試料番号40) 第115図 シュミットネットに投影された自然残留磁化方位結果
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第4節 ナキノ台遺跡炉穴焼土およびIX層中で検出された焼土遺構の残留磁気

焼土塊試料の段階交流消磁テストを行った． その結果を第118囮（ザイダーベルト図）に示す． テスト

は5mTから30mTまで行った．磁化方位はlOmTまで少し変化し，

このことから粘性残留磁化の影響は少ないと考えられる．

自然残留磁化方位をシュミットネットに投影した（第119図）．

F). その 3試料を除くと，磁化方位は 2箇所にまとまる．

磁化方位は偏角3.3°W, 伏角 +55.7°'

その後30mTまではほぼ一定であった．

伏角が負の試料が3試料ある

磁化方位は偏角10.1°W, 伏角+13.0°' 

ags = 11.1゚ である．

ags=22.9° である．

1箇所はA.D, 

もう 1箇所はC,
'

,

 

G

H

 

Iの4試料で，

Jの3試料で，

(B, E, 

その平均

その平均

焼土遺構と遺構外と分けたが，磁化方位と磁化強度でその差は少なく， 遺構外でも熱の影響を受けてい

ると考えられる．焼土遺構の磁化方位としては 4試料の磁化方位を採用するのが適当である．

料は何らかの原因で原位置を示していないと思われる．

その他の試

文献

Fisher.RA. (1953) Dispersion on a sphere. Proc.R.Soc.(London)A, 217, p.295-305 
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第118図 焼土遺構試料のザイダーベルト図

（試料番号： C) 第119図 シュミットネットに投影された自然残留磁化方位結果
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写真図版





図版2 土層断面，第 1文化層遺物出土状況 1

；； 

第 1文化層 E3-Aプロック 南から 第 1文化層 E3-Aプロック



第 1文化層遺物出土状況2 図版3

! 
第 1文化陪 E4-Aプロ ック 東から 第 1文化層 E4-Aプロ ック 南から
巴屯コ更:~ ~~~--吝"',IF·~_,コ， 一 瓢 ー

第 1文化陪 C4-Cプロ ック 東から 第 1文化陪 C4-Cプロ ック 南から

第 1文化陪 C4-Cブロック 西から 第 1文化陪 C4-Cブロ ック 西から



図版4 第 1文化層遺物出土状況3

第 1文化層 C4-Cプロック 西から



第 1・2文化層遺物出土状況，第2文化層遺物出土状況 1 図版5

第2文化陪 C4-Aプロック 南から



図版6 第2文化層遺物出土状況2

7 ・・- ・ -― _,,.:... 
第2文化陪 C4-Aプロ ック南から 第 2文化層 D2-Aプロ ック北東から



草刈辿跡F区 E2-Aプロック

a~ 
ゃ~
呻

押沼第1辿跡

草刈遺跡・押沼第 1遺跡の関連遺構 図版7
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2 第 1文化層出土遺物2
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4 第 1文化層出土遺物4
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5 第 1文化層出土遺物5
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6 第 1文化層出土遺物6,第2文化層出土遺物 1

GS-Aブロック

第 1文化層ブロック外

▼7
 

6
 

5
 

6
 

D2-Aブロック

D3-8ブロック

D2-Bブロック

3 4 

,
 

D3-Aブロック
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2
 

D3-Cブロック

C4-Aブロック
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5
 



7. 第2文化層出土遺物2, 時期不明出土遺物

C4-Aブロック

，
 

時期不明

3 4 

C4-Bブロック

6
 

第2文化層ブロック外

5
 



8. 接合資料 1

E3-Aブロック

20 E3-25A 
23 E3-4A 

C4-Cブロック

68 C4-89A 

77 C4-166A 

65 C4-38A 

86 C4-4B 
90 C4-151A 

100 C4-163A 
103 C4-3A 

27 E3-20A 

，
 
71 C4-107A 

74 C4-140A 

106 C4-129A 

30 E3-34A 33 E3-33A 

80 C4-221A 

38 E3-19A 

~
 83 C4-150A 

109 C4-139A 

118 C4-190A 

122 C4-25A 

94 C4-192A 

112 C4-174A 

97 C4-191A 

115 C4-165A 

．
 

140 C4-106C 

128 C4-39A 133 C4-106A 



9. 接合資料2, 草刈遺跡 F区出土遺物，ナキノ台遺跡出土遺物

C4-Cブロック

143 C4-189A 

167 C4-30B 

150 C4-30A 

E4-Aブロック

28 E4-20A 

31 E4-22A 34 E4-21A 38 E4-76A 

GS-Aブロック 49 E4-1A 

41 E4-76B 
44 E4-2A 

4 G5-1A 

D3-Bブロック C4-Aブロック

31 C4-276A 34 C4-256A 

6 D3-12A 

25 C4-238A 28 C4-275A 

ナキノ台遺跡

草刈遺跡 F区ブロック外

第102図 1 第102図 2 第102図 4



10. 草刈遺跡C区のC13-Bブロック・焼土遺構

焼土辿構 l



11. 草刈遺跡D区の土層断面・ C77-Dブロック，ナキノ台遺跡遺物出土状況

ナキノ台辿跡 ナキノ台辿跡 第1文化I屑 C 1-Aプロック 石斧
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